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新潟県教育委員会では、高速道路や国道バイパスの建設に伴う埋蔵文化財一

遺跡の発掘調査を、ここi0数年実施してきている。地域社会の発展に貞献する

開発事業と発掘調査とを円滑に調整しなか'ら、調査を実施することは難しい血

も多いが、調査で明らかにされた成果は、その地域の、あるいは新潟県の歴史

について多くの事実を物語る。そして、発掘調査がその地域社会の歴史や文化

を見直す契機になることも少なくない。

本書は、国道Ⅱ6号の出雲崎バイパス建設に伴う、出雲崎町番場遺跡の発掘

調査報告書である。番場遺跡は従来その存在すら全く知られていなかったもの

であるが、調査の結果、平安時代の鉄製品を製作する作業場である鍛冶工房と、

鎌倉・南北朝期を中心、とした豪族の屋敷か確認、された。遺跡の所在する出雲崎

町小木には、中世の山城・塚群として著名な小木ノ城跡や百塚があり、地域の

人々の歴史に対する関心、は大きい。調査で明らかにされた家族屋敷は、小木ノ

城主といわれる小木氏の屋敷とも考えられ、中世の小木をとりまく歴史かい

そラ明らかにされた。本書か棄斤潟県の古代・中世史研究に資するとともに、

の遺跡力吐也域社会に根ざした文化財として活用されることを望むものである。

調査にあたクて、建設省北陸地方建設局長岡国道工事事務所には格別の倒岫

慮を賜り、出尖崎町教育委員会には多大な倒1恊力と往吋爰助をいただいた。こ

に深湛なる謝意を表するものである。

序

昭和62年6月

新潟県教育委員会

教育長田 中邦正



さ人と弓、.ずしぎきおぎ{'人ば_

1.本書は新潟県三島郡出雲崎町大字小永字番場326・327番地他に所在する番場遺跡の発掘調

査報告書である。

2.調査は一般国道Ⅱ6号線のバイパス建設に伴い、新潟県が建設省から受託して実施した。

調査主体は新潟県教育委員会であり、昭和60年度に発掘調査を、昭和61年度に報告書作成に

かかる整理作業、昭和62年度に報告書刊行を行った。調査体制は第 1章に記した。

3.出土遺物と調査にかかる資料はすべて新潟県教育委員会が保管している。遺物の註記は

「番」と出土地点を併記した。

4.本書でポす方位はすべて真北である。磁北は真北から西偏約7度である。掲載した図面の

うち、既製の地図等を使用したものについてはそれぞれの原図の出典を記した。

5.遺構・遺物の実測図、写真は原則として巻末に一括した。遺物番号は土器・陶磁器、木製

石製品、鉄製品ごとに一連の通し番号を付し、写真図版を含めて、すべてこの番号を使口
ロロ、

用した。

6.文中の註は脚註とした。引用文献は著者と発行年を〔〕で文中に示し、巻末に一括して掲

げた。

フ.土器・陶磁器の胎土分析は奈良教育大学・三辻利一氏、鉄津の分析は大澤正己氏に依頼し、

その結果についてそれぞれ玉稿をいただいた(第Ⅵ章)。

8.本書の作成は坂井秀称(教育庁文化行政課文化財専門員)、金沢道篤(同)、田辺早苗(同課

文化財調査員)力井旦当した。作業の分担は第 1章2に記した。執筆は第Ⅵ章(自然科学の分析

・調査)を除いて、坂井・金沢・田辺が行った。分担は第 1章、第Ⅱ章、第Ⅳ章 2、第V章

1.5 、第Ⅶ章力吐反井、第Ⅱ1章 2 、第Ⅳ章 1、第V章 2 ・ 3 ・ 4 ・ 6 が金沢、第Ⅱ1章 1力吐反

井・金沢、第Ⅳ章3が坂井・金沢・田辺である。木簡については竹田和夫(同課文化財専門員)

の協力を得た。

9.出土遺物については吉岡康暢氏(珠洲焼・中国陶磁器)・藤沢良祐氏(獺戸・美濃焼)・大僑

康二氏(近世陶磁器・中国陶磁器)・小野正敏氏(中国陶磁器)・伊藤正義氏(中国陶磁器)・田

中照久氏(越前焼)・中野豈任氏(木簡)にそれぞれ御教ポいただいた。

10.発掘調査から本書の作成に至る迄、下記の方々から多大な御教ボ、御協力を得た。厚く御

礼を申し上げる。(敬称略、五十音順)

安達宗夫・阿部洋輔・伊藤正義・江崎武・大澤正己・大橋康二・小野正敏・金子拓男・

川上貞雄・木村宗文・田中照久・田中宥暢・中野豈任・藤沢良祐・三辻利一・吉岡康暢・

渡辺モト

例 言
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29.出土遺物実測図15
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43.遺構 1.SB11・ SB14 2.SB88付近 3.B7 区付近

44.遺構 1.C5 ・ 6 区付近 2.SX2 3.SX2土層断面

45.遺構 1.水田跡 2.水田跡アゼ1 3.水田跡(A4区付近)

46.遺構 1.SD57 2.SD57土層断面 3.SDI0・SD12土層断面 4.SD57杭列 5.SD57杭列断
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48.遺構 1.SE3土層断面 2.SE脇編物出土状況 3.SE4完掘 4.SE15腐植層 5.SE16土層
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24完掘

49.遺構 1.SK28土層断面 2.SK29土層断面 3.SK30炭化物 4.SK33士層断面 5.SE60土

層断面 6.SE62士層断面 7.SE63土層断面 8.SK66土層断面 9.SK68土層断面

10.SE69土層断面

50.遺構 1.SB17-17柱根 2.SB17-20礎板 3.SB17-17柱根 4.SB17-17柱根 5.SB17ー

22柱根・礎板 6.SB17-22柱根・礎板 7.SB93-4柱根 8.SB93-8柱根 9.SB

94-1柱根 10.SB91-10柱根

真



51.遺物 1.須恵器杯蓋(20 ・21)有台キ不(14~16 ・19)有台椀a7 ・18) 2.須恵器無口

杯(1~1の有台杯(11・12)有台杭a3) 3.須恵器長頸"瓦(22~28)横瓶(29)

52.遺物 1.須恵器甕体部外面 2.伺上内面

53.遺物 1.須恵器甕体部外面 2.同上内面 3.須恵器甕外面

54.遺物 1.土師器無台椀(30) 2.土師器無台杭(35) 3.土師器無台椀(50) 4.土師器

外面筒形土製品(74)鉢(73) 5.同上内面 6.土師器無台椀

弱.遺物 1.土師器甕 2.土師器甕鍋 3.土師器甕体部外面 4.同上内面

56.遺物 1.中国陶磁器青磁外面 2.同上内面

57.遺物 1.中国陶磁器青白磁(120~123)白磁(125~13の染付(131~133)緑釉(124)

2.同上内面 3.中国陶磁器青磁

58.遺物 1.瀬戸.美濃焼天目茶碗(134~136・138)鉄釉小壺(137)灰釉平碗(139~141)

灰釉おろし皿(142.143)灰釉小皿(145 ・146)灰釉丸皿(144)鉄釉壺(147)

2.同上内面 3.瀬戸.美濃焼灰釉平碗(148)水注(150)四耳壺(149)折縁深皿

(151)

59.遺物 1.珠洲焼壺 2.珠洲焼片口鉢

60.遺物 1.珠洲焼片口鉢 2.珠洲焼片口鉢 3.珠洲焼片口鉢

61.遺物 1.珠洲焼壺(170.171・179)こね鉢(172~178) 2.珠洲焼片口鉢 3.珠洲焼

片口鉢

62.遺物 1.珠洲焼片口鉢 2.珠洲焼甕(226) 3.珠洲焼壺 4.珠洲焼片口鉢(180)刻

文 5.珠洲焼片口鉢(185)刻文 6.珠洲焼片口鉢(211)漆っぎ痕跡

63.遺物 1.越前焼大甕(256) 2.同上押印 3.同上底部内面

64.遺物 1.土師質土器皿 2.土師質土器皿(158)タール付着状況 3.越前焼'その他す

り鉢(227.228)壺(229) 4.銭貨 5.越前焼(系)陶器

65.遺物 1.唐津焼 2.近世陶磁器唐津焼・その他

66.遺物 1.漆器椀 2.箱物・板材 3.曲物・蓋

67.遺物 1.板杓子.箸・雲形肘木 2.下駄 3.農工具・用途不明木製品 4・木簡'木札

68.遺物 SB17柱根・礎板

69.遺物 1.鉄製品 2.木杭(SX2) 3.石製品

70.遺物 1.鉄津 2.鉄津 3.珠洲焼片口鉢(210)海綿骨針

71.鉄津・ガラス質鉱物の顕微鏡組織

72.鉄津の顕微鏡組織

73.小鉄塊・鉄淳の顕微鏡組織

74.鉄津(Z-856)精錬鍛冶津の特性X線像
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砂鉄製錬津(Z-857)め特性X線像

小鉄塊(W-863)中非金属介在物の特性X線像と定量分析結果(その 1)チタン系

小鉄塊(W 863)中非金属介在物の特性X線像と定量分析結果(その2)硫化物系
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一般国道116号線は新潟県柏崎市を起点に、海岸線より内陸側を北上し新潟市に至る、総延

長7フ.5kmの国道である。当路線は、新潟市~長岡市~柏崎市を通過する国道8号線の代替路線

として、近年交通量が増加し、新潟県はもとより日本海沿岸の重要路線として、文化'産業'

経済の広域的展開に大きな役割を果すとともに、沿線2市7町3村の重要路線として、地域住

民の生活活動を支えてぃる。しかしながら、現路線は西山丘陵間の狭い谷間を縫いながら、集

落内を通過するうぇ、道路幅が狭くかつ力ープかきつく、交通混雑と事故の多発を招き、冬期

の除雪作業と交通確保に大きな障害となってぃる。このため、建設省では当路線を改善するこ

とになった。今回の対象地である三島郡出雲崎町と、その前後の刈羽郡西山町・三島郡和島村

では現道から雜れたバイパスとなり、それぞれ出雲崎バイパス・西山バイパス・和島バイパス

と岼称している。バイパスは4車線の道路敷幅をもつ。

事業の調査着手は昭和46年度で、西山バイハスは昭和49年度に事業化、昭和60年H月に全線

供用開始された。出雲崎バイパスは昭和53年度に事業化、工事着手し、現在に至っている。西

山バイパスでは西山町狐山塚群(昭和53年度)、同尾野内遺跡(56年度)、同内越遺跡(57年度)、

出雲崎バイパスでは出雲崎剛百塚(58年度)、同タテ遺跡(59年度)が調査され、それぞれ報告書

か干1」行されている。

番場遺跡は59年度に調査されたタテ遺跡と近接しており、遺跡の発見の経緯もこれと関係し

てぃる。建設省北陸地方建設局長岡国道工事事務所(以下長岡国道)は昭和58年1月12日付け建

北長調第25号で、出雲崎バイパスの当該部分にっいての遺跡の有無にっいて照会した。これに

対し県教育委貝会(以下県教委)は同年1月27日付け教文第20号で、「タテ」などの小子名け也名)

から中世城館跡の可能性のある地点が存在するため、58年度に分布調査を実施する日回答し、

10月26日に町道小木.相田線から国道352号線までの間を踏査した。その結果、大子小木子タ

テで縄文時代.中世のタテ遺跡(縄文土器散布、空堀・土塁)が発見されるとともに、これに隣

接する同字「番場」は遺物等の顕著な散布は認、められないが、城館に関連する「馬キ万」と同じ地名

であり一部畑地でそれに関係する遺構の存在が予想されることから、試掘調査が必要と判断、

された。これにっいて県教委はⅡ月2日付け教文第20号で回答した。

翌昭和59年4月、字「番場」の地点で試掘調査を実施したところ、遺物包含層力拓寉認、され、

平安時代と中世の遺物が検出された。この時点ではじめて、この地点に遺跡が存在することか

. 調査に至る経緯
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確認、され、発掘調査が必要とな 1)、その旨59年4月27日付け教文第301号で、長岡国道に通知

した。これに対し、長岡国道は59年度内の調査を希望したが、県教委では人的に対応すること

が不可能なため、 60年度以降に実施したいとし、 59年9月の協議で60年度当初に実施すること

で合意した。具体的な調査日程等は60年にはいってから恊議し、 4月から 9月まで調査するこ

ととした。その際、発掘区内の排水工事と排土の搬出にっいては発掘調査とは別に建散省側て

実施することにした。新年度になって、出雲崎町教育委員会の協力のもと作業員募集などの準

備を行ったか、国会での予算成立が大幅に遅れ、建設省側で予算の執行ができなくなり、調査

開始は結果的に 5月中旬になった。

2
. 調査体制と整理作業

調査は新潟県教育委員会(教育長、有磯邦男)が主体となり、以下の体制で実施し調査体制

た。

総括高僑安(県教育庁文化行政課長)

課長補佐)管理田中浩一(

埋蔵文化財係長)調査指導中島栄一(

主事)庶務高橋幸治(

文化財専門員)調査担当坂井秀弥(

同調査職員金沢道篤(

文化財調査員)田辺早苗(

ほか地兀有志作業員出雲崎町老人クラプ、

出雲崎町教育委員会恊力

出土遺物の洗浄と註記を行った。報告書作整理作業 60年度には発掘調査を実施したほか、

金沢.田辺の3 名があたり、 61年度のΠ月成にかかる主要な整理作業は調査に参加した坂井・

から3月に実施した。報告書は62年度に印刷した。

整理作業の分担は、おもに遺構図面が田辺・坂井、遺物図面(土器・陶磁器)が坂井、遺物図

面(その他).遺物写真が金沢で、全体を坂井力啼念括した。原稿の執筆分担は例言ι一記したとお

りで、坂井が樹集を扣当した。整理作業と執筆の過程で、文化行政課職員の協力をイずた0
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1.位置と地理的環境

番場遺跡は新潟県三島郡出雲崎町大字小木字番場326・327番地他に所在する。出雲崎町は新

潟県のほぱ中央、海岸部に位置する、面積44.79血f、人口6,780人(いずれも昭和60年10月1日
にし、し

現在)の町である。町域は日本海に面した地域(旧出雲崎町)と内陸部の地域(旧西越村)からな

り、それぞれ漁業・農業を主要な産業とし、歴史的にも個有の地域文化を形成する。番場遺跡

はこのうち内陸部にある。

出雲崎町周辺の丘陵は西山丘陵と呼称される。西山丘陵は日本海に面して南西から北東方向

にのぴる低丘陵で、柏崎平野や日本海側と新潟平野周辺とを分けている。地質的には新第三系

からなり、北北東一南南西方向の背斜構造が卓越しており、丘陵の主要な起伏はほとんどこの
1)

方向に沿っている。このうち信濃川支流の島崎川と鯖石川支流の別山川の二河川が形成する谷

はほぱ一直線で、丘陵を縦断する。この谷を縫って国道Ⅱ6号線と国鉄越後線が通っており、

南方の柏崎平野と北方の新潟平野をつなぐ主要な交通路となっている。この谷は島崎川と別山川

の分水嶺をひとつの境とするが、これは標高約60mほどで、交通上の大きな障壁とはならない。

この谷の東側は標高200~350mの丘陵で、西山丘陵自体の主稜部となるのに対し、一方谷の

西側は標高10om内外の低い丘陵をなす。

島崎川の谷は出雲崎町付近では幅50om以下と狭いが、下流の和島村島崎付近から幅を広げ、

新潟平野につらなる。島崎川流域には出雲崎町のほか和島村・寺泊町が所在し、歴史的に「西

古志」と呼ばれている。この谷の両側の丘陵には細い谷が発達する。島崎川の東側の丘陵の谷

は、主稜部の方向と直交し格子状のパターンをなすのに対して、西側はそうした傾向はなく 、

樹枝状のバターンを示す。これは丘陵の傾斜や岩質の相違によるものであるが、これらの谷は

比較的低平な谷である。特に西側の谷は標高差が小さくて、奧行きが深い。おそらく排水不良

の湿地と考之られる。谷はすべて水田として利用されてお1)、谷の最奧部に溜池もいくつか存

在する。現在の集落は島崎川に沿った谷ではなく、これから派生する小さな谷の丘陵裾に立地

するものが多い。この付近には、新田村は全くみられない。小木ノ城駅周辺の家屋は昭和30年

代以降、水害のためにあらたに建てられたものである。

象条件新潟県は日本海気候で、冬は降雪による降水量が多く、夏はフェーン現象を伴い

高温となる。出雲崎周辺は海岸部にあるため、降雪量は県内でも多くはない(第 1表)。12月か

. 位置と地理的環境

第Π章遺跡の位置と環境

さ'とう い゛、ざき おぎ ばん 1'

1)柳恒雄1983参照。この周辺は油田地帯・地すべり地帯でも有名である。



Ⅱ 遺跡の位置と環境

'、■仁戸ゞ御 1イ>一9,やジ「▲t、テ、C当今、1W革染;、,・"迄令訂ご1零ご赴i、§くjXフ泌'゛く寸'/
第2図島崎川流域の遺跡分布図

国土地理院 1:25,0卯
昭和56・57年発行

出雲崎・与
西山・長

g"彫.み勇〆.彦■村n'じy'气、/,yl＼'・ン、'^{tC4、fyやタ、"は.气Y.、ひみ§ヌ◇、_匙学'、ぜ金夕票吹1矢、丁ゞ'11点・11'イ'1、{、ハ＼'、、 1.、シタ、'y、会1今＼姦豆@'ー{L、極そJ禿、ル三jご'、'、ゞミ＼;;Y＼P心"峡か.、i.11゛1U・じ派深今'》>ベゞ牙§111ト'み武髪§拳戸X谷、,ル1三戸、●冷>11§1^ yt元1゛通1゛,局t1●4fl・城'＼・N入Υ、}、k々碕◆＼、太之'91ゞ.■ヲ才、鷲§Xンtk、,'・え;、仁・'■tt・、、'戸tW三N・11,ー・'

,
^
"
一
一
一
一
,
り
,
.
一
:
:
一
:
:
.
、
ノ
、
,
゛
.
ノ
;
・
入
山
、
,
.
一
一
ト
:
,
・
能
一
^
ノ
＼
.
く
 
Y
ー
ノ
・
^
"
'
、
、
^
.
τ
:
、
、
＼
三
ノ
ノ
「
"
ν
{
.
、
、
{
、
、
、
.
、
、
、
^
^
.
ム
、
0

,
^
一
,
二
一
、
:
ノ
イ
、
'
、
一
,
、
ノ
ノ
,
・
.
一
二
.
一
:
,
ト
"
"
^
,
Υ
,
、
、
X
^
《
、
:
、
'
＼
,
一
:
弌
一
、
、
一
,
、
「
サ
」
^
＼
、
、
Υ
{
シ
＼
 
t
ゞ
J
 
.
＼
＼
^
、
・
、
^
一
、
、
0

"
・
・
一
゛
[
ム
、
一
:
、
、
,
"
一
:
一
/
一
)
、
.
、
,
,
,
、
・
・
、
.
、
'
"
＼
、
太
d
,
y
、
 
4
へ
、
、
、
・
一
階
.
ヌ
ー
、
一
、
ミ
、
.
、
、
、
、
ト
・
＼
L
 
、
ミ
、
'
、
凸
、
;
恢
^
^

、
、
三
一
、
ノ
゛
i
.
訊
、
~
ン
、
、
,
:
・
:
.
〆
.
、
一
:
:
.
、
.
、
、
之
、
.
、
ト
＼
＼
.
'
」
ヘ
＼
、
一
'
.
、
一
"
へ
入
一
;
、
.
凡
一
<
、
、
:
 
L
、
、
V
 
、
<
＼
、
L
小
'
ノ
、
一
,
.
一
ケ

、
、
.
一
一
一
一
、
ノ
゛
、
、
リ
Ⅲ
一
:
.
な
叫
、
、
 
U
 
、
、
,
:
.
一
:
:
〆
.
一
い
:
:
、
.
、
、
.
、
.
く
.
、
、
'
」
く
一
＼
'
」
^
、
^
'
.
闘
.
"
入
一
;
、
.
凡
、
:
く
工
、
、
^
、
^
＼
、
 
L
小
'
ノ
ノ
、
一
,
.
一
^

一
§
ン
、
t
、
0
・
>
連
詔
ー
ニ
^
一
一
>
^
一
/
~
、
、
y
、
即
V
-
^
.
S
^
^
ゞ
ゞ
^
,
エ
ゞ
^
之
＼
1
C
、
.
>
、
^
入
・
^
n
^
一
.

＼
,
、
、
、
ノ
＼
:
・
:
、
ヘ
,
、
、
一
.
川
;
.
 
1
 
占
^
"
"
,
、
、
.
;
、
＼
.
＼
Y
,
.
ノ
、
、
ν
、
、
＼
.
'
:
ノ
ノ
、
一
.
、
へ
、
又
.
、
、
一
ヤ
、
 
V
.

、
斗
、
、
^
・
,
'
j
;
ハ
>
ノ
、
~
.
、
、
:
'
、
ー
.
、
一
風
^
/
、
、
ノ
、
、
、
^
^
^
、
.
ノ
ー
^
.
^
一
、
、
、
打
^
^
.
<
^
,
:
、
^
ル
、
.
、
,
.
、
、
ノ
^
}
.
一
一
、

様
^
村
>
,
ι
、
、
^
、
^
、
.
ξ
,
.
、
:
;
:
,
川
:
'
4
.
y
 
、
<
・
、
ノ
ノ
、
、
:
一
、
^
ヘ
:
^
、
一
一
、
、
.
、
,
一
一
、
・
'
＼
、
＼
、
と
,
、
、
^
ハ
^
,
>
、
 
V
、
・
/
・
.
^
.
V
^
.
カ

ξ
・
.
"
・
,
、
,
●
 
1
.
●
.
/
.
＼
ー
,
C
 
、
、
C
、
C
1
 
、
ー
ご
、
一
、
、
、
、
ニ
ゞ
、
■

^
^
^
・
、
:
、
ノ
、
ゞ
、
、
3
1
、
、
、
＼
 
j
〆
ー
、
.
、
、
、
一
ふ
ー
^
凸
.
一
、
'
入
:
、
、
一
一
、
:
、
一
'
、
,
、
・
:
・
^
^
.
、
,
,
L
＼
、
、
、
、
.
、
、
一
、
、
、
＼
^
一
.
^
)
ソ

W
~
,
ー
ー
之
 
X
 
/
 
t
 
、
 
1
t
ニ
ハ
'
・
、
ー
ー
・
・
じ
.
、
・
・
§
.
N
、
、
.
~
ー
.
、
、
シ

イ
一
1
一
1
f
t
■
.
二
一
二
・
、
、
ー
ー
、
＼
§
.

心
メ
城
1
一
い
、
、
.
 
5
^
"
叺
.
、
'
、
,
一
、
/
,
ン
y
、
,
↓
、
N
↓
ノ
ノ
ぐ
一
 
N
三
、
,
^
.
'
^
y
1
^
^
^
、
^
:
ご
＼
^
＼
、
、
,
^
・
.
一
・
ゞ
?
^

、
ー
ノ
.
~
＼
ダ
.
、
、
:
;
.
イ
ゾ
之
ノ
、
、
,
ゾ
:
:
一
、
叙
一
・
^
・
、
:
.
、
,
.
一
/
ー
,
、
n
・
制
・
A
 
r
N
 
.
:
、
.
か
、
ム
*
.
、
、
.
、
「

名
刀
川
力
;
^
ノ
.
山
.
^
、
、
、
,
ν
.
ι
:
ー
/
ゞ
ー
^
^
^
、
、
・
Y
゛
^
、
^
C
 
、
.
、
＼
゛
・
ー
^
ノ
、
;
^
ホ
.
^
、
 
L
 
^
、
,
 
U
 
、
 
N
,
'
γ

跡
形
地
が
水
川
田
谷
島
郷
山
田
テ
橋
・
・
.
場
＼
>
・
一
・
、
・
へ
Υ
y
、
乢
契
1
＼
~
1
C
'
,
.
}
,
タ
.
:
り
"
'
、
~
,
、
,
、
、
、
.
、
^
/
^
^
、
^
:
}
珀
L
}
Y
C
、
、
、
、
今
.

.
ー
ー
ー
.
ミ
,
〆
一
§
司
、
Υ
^
N
＼
＼
ゞ
^
、
一
＼
.
一
●
1
則
ゞ
太
ゞ
り
へ
,
ー
ー

{
'
ノ
.
 
1
』
'
号
ヂ
、
.
、
:
.
弔
:
气
.
」
ー
:

例

"
ン
タ

官
,
・
ψ
・
:
一
,.

、
.
.
.

此

。
遺
陶
館

ノ
ム
、
'

恵
恵
鉄
世

ー
"

川
*
.

須
須
製
中
城
塚

、

●
■
'
口
凸

.

凡

H
 
、

ι
ノ

.
 
J

'
」

.

.

」
 
1
 
電

、
.
 
J
 
,
:

、
ー
.
冒
一

J
 
、
、
、
ー
^
゛
、
.
 
i
 
闇
.

0

風
ノ
弔

、
.
犬

ノノ一
ノ

悟μ

:
ノ
゛

,
戸
、

＼
,
ウ
〆
'
、
W
、

:
.
、
ノ
.
ノ
、
、
し

.
〒
、
、
'
.
^
.
、
~

一
、
ノ
ノ
、
、
＼
ノ
.
-
 
m

"
r
 
、
、
.
、
一
.
ハ
~
2

、
.
^
ノ
;
>
、
、
、
.
、
.
、
ノ
,
^
、
 
0
、

.
・
イ
ノ
一
、
.
、
.
一
、
.
一

'
冒
.
ノ
:
.
■

、
、城j

＼

亀

入
.

.
一

、
、
、

0

、
,
デ
、
:
、
闇
 
1

、
L

ゞ
＼、

4

ぐ
一
.
'
、

・
す
ケ

、
、
＼

ノ
一

河
・C

γ
、
、＼冨

一
一
 
0
 
圖

叉
、
〆
、

、ιノ
.

.
ノ
.
、
.
、
.
＼
.
入
)

J
 
,
、
、
:

、

'
、
,

'
、
゛
,
.

、
.
^
、
:
,
心
.
、
^
、

N
●
沌
^
,
^

、
早
 
J

命
油
.
メ
ι
、
、
W

＼
,
:
;
.
、
゛
.
、
、
ご
一

.
エ

气

府
嘘
^
タ
^
一
^
、
、
、

'
、
戌
/
,
、
,
~
.

、
'
、
、
'
^
:
 
J
 
、
、
冒

.
、
弔
■
、
4
 
.
'
、
"
、

、
」
、
.

辱
.

、
、
、
.

一
、
<
、
^
.
吐
、
1
 
七
＼
ヘ
.

上
.
＼
,
、

'
三

一
.

、
,
、
.
 
1
 
見
%
、
 
J

板
岡

リ
哩
,
.



2.文献からみた古代・中世の西古志

ら 3月まで積雪をみるが、 1月・ 2月でも

Imを越えることは少ない。気温は真冬日

のこともままあるが、だいたい最高気温は

0度を越える。このため、降雪量より積雪

量がかなり下回っている。夏季の気温は東

京周辺とあまり差はない。

2

出雲崎町を含む現在の三島(さんとう治Ⅲよ古代律令制下の三島(みしま)郡とは異なる地域で

ある。三島(みしま)都は弘仁式以後、貞観式までの間に古志都から分立した郡〔米沢康198の

で、現在の柏崎市と刈羽郡の周辺を含むと考えられる。この地域は室町時代以降、刈羽都と私

称される。一方、三島(さんとう)郡は、律令制の古志都のうち信濃川より西の地域を指し、山

東(さんとう)郡と呼ばれていたのが、近世初頭に三島(さんとう)都となった〔井上慶隆1976〕。

古代律令制下の古志都と三島(みしま)郡の境界は不分明ではあるが、三島(さんとう剛;と刈羽

都の境がほぱこれに相当するものと類推され、西山丘陵のうち出雲崎町よ1)北の島崎川流域は

古志郡、刈羽郡西山町より南の別山川流域は三島郡にあたると考えられる。したか'つて、番場

遺跡は古志郡に含まれていたと考えられる。

古代古志郡には『和名抄』・『延喜式』によれば、大家・栗家・文原・夜麻の四郷、大家・伊

神・渡戸の三駅、三宅(二座)・桐原石部・都劉,・小丹生・宇奈具志の五社六座の式内社が知ら

れている。これらの現地比定は地名等からは困難なものが多い。そのなかで駅の所在する大家郷

は北陸道の大局的な位置からみて、出雲崎町周辺に比定される可能性力叫金い。式内社五社六座

のラち三宅神社は長岡市、桐原石部神社は寺泊町あるいは和島村の桐原石部神社、宇奈具志神

社は出雲崎町乙茂宇奈具志神社にそれぞれ比定されるとする説がある〔木村宗文1986参照〕。古

代の北陸道は近世と同ヒで海岸線を通るという説〔小林健太郎197幻と別山川と島崎川に沿う

とする説〔足利健亮1975など〕があるが、奈良・平安期の遺跡分布から後者の説をとる立場か

多い。
キ人とら

中世古代末から中世の三島郡には乙面保・吉河荘・白鳥荘・大積保q主)・紙屋荘などが存

在した(第 1図)〔井上慶隆1976〕。紙屋荘は長岡市深沢周辺で、一部越路町・小千谷市を含む地

域、大積保(荘)は長岡市大積周辺の黒川流域に比定される。乙面保・吉河荘・白鳥荘は出雲崎

町を含む島崎川流域に関係する。乙面保は永享2年(1430)2月27日付菊大路文書(『新潟県史』資

料編中世4218、以下県史4218と略す)に「越後国乙面保内山俣十累井中条藤牧」とみえ、出雲崎

町乙茂周辺に比定される。同文書の「上中下条」・「藤牧」の地名は乙茂に近接する「上中条」.「藤

. 文献からみた古代・中世の西古志

出雲崎の冬期気象状況伐哉綴^噐則)第 1表

最高気温(で)

最低気温(で)

降雪量(cm)

最高積雪(cm)

11月12月1月2月3月

6.4 4.04.2フ.2

2.4 0.3

51.8

-1.6

27.2

170.2

42.471.2

113.9

フ.8

フフ.9

0

24.8

71



巻」と考えられる。吉河荘は出雲崎町の吉川を含むものと考えられるが、「越後国吉河庄内中条

北方」と記した応永24年(1417)11月9日付室町将軍家御教書写(県史4002)の「中条」は三島町中条

と考えられることから、荘域は西山丘陵東麗の三島町から与板町を含むものと推定される。
U

白鳥荘は長岡市白鳥町に地名を残すが、応永31年(1424)10月26日付随心院文書(県史4230)

に「山東郡白鳥庄内於木方持分、除・稲川・吉水・釜屋事」とみえ、出雲崎町小木近辺の稲川 口

水.釜谷(大釜谷.小釜谷)も白鳥荘に含まれてぃたことが知られ、番場遺跡の所在する小木も

その可能性が強い。建武3年(1336)2月7日、同年12月3日付の色部高長軍忠状案(県史1051)

には、小木(荻)氏がみえ、小木氏が小国・河内・池・風間氏らとともに南朝方にっいていたこ

とか知られる。これより、小木氏が南北朝初期にはこの周辺に存在し、この地を支配していた

ことが知られる。小木氏は鎌倉期からの在地領主と考えてよいであろう。

以上のような荘保のあ1)方からすると、出雲崎町付近の島崎川流域は、北西部が乙面保、南

半部が白鳥荘、東部が吉河荘という支配関係が看取される。そして、島崎川流域がひとっの地

域として孤立するのではなく、吉河荘と白鳥荘のように、西山丘陵東麗地域とも密接な関係を

もっていたことが知られる。

一方、小木周辺では中世の時衆の存在が注目される。「往古(時宗)過去帳」には江戸初期まで

の往生人が書かれてぃるが、越後関係者は約 130 人を数之、中世越後は時衆教団にとって特別

の地域であったことが知られる〔阿音畷羊輔198力。これによれば往生者の多い所は越後府中'関

山.柏崎.佐橋.蔵王堂.三条などであるが、小木にも7 名か'記されてお 1)、小木が時衆の拠

点であったことがうかがえる。現在、小木周辺の吉水に教念寺という時宗の寺が存在し、その

痕跡をとどめてぃる。時衆の盛んな地域は、その信仰の中心でもあると同時に当時のホ土済'父

通の拠点であり、小木もそうした性格を有していたことが推測される。

Ⅱ 遺跡の位置と環境

3

A.古

1)白鳥荘は安元2年(1175)八条院領として初出し、文治 2年a186)にも八条院領とみえるが、のち随心院門
跡領となった。天授6年(1380)には左衛門権少慰資明が同荘上野郷の領所職となり、応永31年(1424)には太
田刑部少重が代官となウた。

. 島崎川流域の古代・中世遺跡

出雲崎町を中心とした島崎川流域の遺跡分布は第2図のとお1)である。これは主に昭和54

年度新潟県遺跡地図』〔新潟県教育委員会198のをもとに示したものである0

奈良.平安期より古い時期では、縄文時代の遺跡がいくっか存在するだけで、弥生'古墳時

代の遺跡はほとんど確認、されてぃない。番場遺跡近辺では番場遺跡の背後の丘陵上に立地する

縄文時代中期初頭のタテ遺跡(E召和59年県教委調査)(高橋保1985〕、島崎川対岸の矢郷橋遺跡

代



3.島崎川流域の古代・中世遺跡

(中期・後期初頭)かある。

奈良・乎安期の遺跡は比較的多く分布している。これらは丘陵の裾や先端などに立地するも

のが多いが、乙茂島崎川遺跡のように沖稙面下に没しているものもいくつかあるものと考えら

れる。海岸音Ⅲこ遺跡が少ないのは、沖稙地力斗1とんどなく生産基盤となる水田適地がなかった

とに起因するものと考えられる。出土遺物か報告されている遺跡〔金十拓男ほか197力のラち、^

向江山・屋郷・沢田・乙茂島崎川の各遺跡はいずれも平安期の9世紀から10世紀にかけての遺

跡である。海岸の砂丘上に立地する久田遺跡では製塩土器と焼けた砂か検出されており、製塩

遺跡と考えられる。時期は9世紀代と推定される。このほかの遺跡の詳細な時期については不

明であるが、県内の古代遺跡のあり方〔坂井秀弥1985・19860〕から類推して、多くは平安期の

遺跡と考えられる。なお島崎川の下流・右岸の台地上に立地する寺泊町横滝山廃寺では金堂と推

定される厚板外装基壇の構造をもつ遺構1基と白鳳様式の軒瓦が出土しており注目される〔寺村

光晴ほか1985〕。この周辺は奈良・平安期の遺構が多く分布しており、付近か古志郡の中枢と

する見方もされている〔金十拓男ほか19フカ。また和島村落水から平安末期とみられる毛抜形太

刀が、落水川改修の際、人臂 2体と鋏とともに地下 2 mから出土している〔坂井秀弥1986d〕。

出土地は墳墓の可能性が考えられるが、毛抜形太刀は県内唯一の貴重なもので、この周辺にこ

れを所有する有力な人物がいたことか知られる。
けしー

須恵器窯周辺ではいくつかの須恵器の窯跡が存在する。出雲崎町には梯子谷窯跡・メチガ

谷窯跡が、寺泊町には夏戸窯跡・弁財天窯跡がある。梯子谷窯跡は昭和62年度に出雲崎バイハ

ス関連で調査される子定である。大甕や横瓶の破片のほかにかえりのある杯蓋も採集されてい

る。メチガ谷窯跡はゴルフナ昜建設時に、乙茂の渡辺一三氏によって確認、されたもので、かえり

のある杯蓋か出土しており、拂十谷窯とともに越後における須恵器生産の開始期である7世紀

末から8世紀初頭〔坂井秀弥1983〕に遡ると考えられる。この時期の窯は越後ではほかに上越市

下馬場窯跡群力哘寉。忍されているのみで、きわめて注目される。今後、この周辺でさらに須恵器

窯力哘寉認、されるものと予想され、寺泊町から出雲崎町にかけての島崎川流域にr西古志窯跡群J

ともいうべきまとまりを設定することが可能かもしれない 0

製鉄遺跡出雲崎町から寺泊町にかけての丘陵には多くの製鉄遺跡が分布する。現在、12地

点力哘寉認されており、県内では笹神村から豊浦町にかけての笹神丘陵係加0地点)に次ぐ規模を

もつ(第37図)〔坂井秀弥19860〕。こうした遺跡は島崎川の本流から雜れた狭い沢筋の急、斜面に

立地するものが多い。遺跡の立地からみて、今後さらに多くの遺跡が発見される可能性は強い。
やし」

62年度以降に調査が予定されている谷地遺跡も今回のバイバス関連の分布調査で試掘した結果、
ごみ L冉t かなやごう島

発見されたものである。調査された合清水・金谷川内遺跡〔中村孝三郎ほか197力では製錬炉と

推定される遺構と製錬津が検出されてお1)、製鉄の第 1次工程である製錬(原料は砂鉄)を行っ

ていたことが知られる。若干の須恵器が伴出しており、これより8世紀後半から9世紀前半の時



期と推定される。未調査のものは時期不明であるが、北陸地方の製鉄遺跡のあり方〔たたら研究

会1986〕から類推すれば、奈良・平安期のものとみて大過ないであろう。製鉄遺跡は須恵器窯と

も須恵器窯が少ないながら、その傾向はうかがえる。分布が重複することが多いが、
^^

^^

こうした製鉄遺跡は当遺跡の平安期の鍛冶工房と密接な関連をもっていたことが推定され、

今後の解明が期待される(第Ⅶ章IB)。

また、59年度にバイパス関連で調査された西山町内越遺跡〔山本鑒ほか1983〕では、近世とさ

れる製鉄炉1基と登1)窯タイプの木炭窯3基が検出されているが、木炭窯の構造や周辺の出土

遺物からみて、平安期の9世紀後半頃に比定されよう。出土した鉄津は製錬津である(第Ⅵ章2

参照)。従来、別山川流域ではほとんど製鉄遺跡は確認、されていなかったが、今後さらに検出さ

れる可能性がある。

Π 遺跡の位置と環境

B.中

集落中世遺跡は城館跡と時期不明の塚を除けぱ、ほとんど確認、されていない。しかし、こ

の周辺では全く新田村がみられず、'中世から多くの村が存在したことが容易に推察され、現在

の集落が中世まで遡り、中世遺跡と重複してぃることが子想される。この周辺は小さな谷が著

しく発達し、谷水田を中心とした開発が、中世までに活発に行われた結果と考えられよう。島

崎川の本流よりも、これから派生する谷に大半の集落が分布することも、これを傍証している

のかもしれない。また、番場遺跡のように埋没していて不明なものもかな 1)あるであろう。

城館城館跡のうち、山城はかなりの数力哘寉認、されている〔金子拓男ほか1980・新潟県教育委

員会1987、以下城館においてはこれらによる〕。西山丘陵の主稜部には出雲崎町小木ノ城'三条

山城.コ城、西山町二田城があり、日本海から柏崎方面、長岡方面から信濃川流域の広い範囲

が一望できる(第42図、 PI05)。

別山川と島崎川の西岸には刈羽村滝谷城、西山町鎌田城・大崎城、出雲崎町荒城'下小竹城

が、ほぽ一直線上に等間隔にならぶ。これらは日本海から別山川と島崎川の谷に対する眺望は

ひらけるが、長岡方面は丘陵主稜部にさえぎられ、平野部は望めない。島崎川流域にはこのほ

か出雲崎町ヤナクネ城、和島村高畑城・村岡城・小島谷城がある。また、海岸側には出会崎町

出雲崎城・小矢場城・久田城がある。

西山丘陵主稜部西麗には与板町与板城・三島町鳥越城・長岡市三丁田城などがある。黒川の

谷においては北側に数多くの山城が集中している。

番場遺跡周辺には小木ノ城.荒城がある。小木ノ城は番場遺跡の南東約3km、西山丘F久主稜

部、標高345mに立地する。四方に派生した尾根の東西40om、南北30omにわたる範囲に多数の

郭群と大規模な堀切.士塁などの遺構が残る。主郭は10m余の切崖をめぐらした25×17mのや

ぐら台状の城台とこの南側を半周する幅20~30mの大郭からなる。この南東側の一1叉低い孑fか
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昭和51年に出雲崎町教育委員会により発掘調査され、16世紀代を中心とする陶磁器類と柱穴な

どの遺構が検出された。この城は南北朝に南朝方として活躍した荻(小木)氏の居城とも伝えら

れるが、この時期に築城されたかどうかは考古資料からは確認できていない。「文禄三年(1594)

定納員数目録」によれば、上杉景勝の地方在番衆として、「越後荻」がみえ、荻城将である松本

大炊助は信濃出身で、知行高1,580石、番衆9 人ということか知られる〔藤木久志1963〕。松本

氏は古く信州から帰属し、謙信の姻族となる大名家であるとされるが、どの時点まで遡るかは

定かではない。『温古栞』は小木城主としてほかに上杉の一将、雲上寺入道忠'釜(天文年間、1532

~1555)・松本左馬介忠、範(天正8年~慶長 3年、 1580~巧98)の名を伝える。松本左馬助はさき

の定納員数目録によれば、越後侍中で、知行高1,225石、軍役高143人である。なお、小木ノ城

の同一尾根上の北東方向にはコ城と三条山城の二つの城がある。

一方、番場遺跡の東方背後の低い丘陵尾根上に三本の空堀がある(図版 1)。このうち南側

(1号空堀)については昭和59年のタテ遺跡の調査で一部を発掘した(第4図)。空堀は長さ約35

mで、幅 l m余り、深さ l m、断面は箱薬研状を呈する。空堀の南仰Ⅱこ沿って幅2.5~ 3 m、高

さ0.5mほどの土塁がある。建物等の遺構はなく、出士遺物は16世紀前後の越前焼とみられるす

り鉢片だけで、土塁・空堀の時期は不明である。中央の空堀(2号空堀)も 1号空堀とほぱ同ヒ

規椣で南側に土塁を伴う。北側の3号空堀はごく小規模なもので、士塁はみられない。この尾

根上にはこの他に郭などの遺構は明確ではなく、これらの空堀・土塁の機能もまた明確ではな

いが、小木の集落内に存在したとみられる館や町屋(後述P11・101)との関連が考えられよう 0

ここでは地名からかりにrタテ城」と呼称する。

荒城は番場遺跡の北西約2km、島崎川右岸の丘陵頂部、標高Ⅱ3mに立地する。海岸から小木

方向へ通じる要路にある。頂部の主郭をかなめとし、東と南にのびる尾根及び山腹にかけて遺

構がよく残る。

館跡は島崎川の谷では全く確認、されていない。しかし大字「小木」には字rタテ」の地名があり、

Iqom ノーノ^お0 -.、

第 3 図小木ノ城(県教委1987原圓

/ー'＼
^

第4 図 タテ城空堀・土塁
(県教委1985調査)

、
、
、

0
Ξ

げ
,



小木ノ城と関連した館の存在が推定される(第6図)。実際、薬帥寺の周辺には比較的広い方形

の区画があり、これ力喰官の可ぢを性をひめている。また、小木の集落には「鉾勲台屋敷」・「紺屋」・、

「中茶や」・「蔵屋噂幻などの屋号があること、集落周辺の道は幹線から支線か平行して出るかた

ちであり、町屋の形態をとることなどから、小木の集落の周辺か'小木ノ城の城下としての機能、

を果してぃたのではないかと考之られる(第Ⅶ章2B)。荒城に近接した東方の谷にも「古屋敷」

・「町屋噂幻という地名があり、それとの関連か'想定される。

塚島崎川流域における塚の分 ー、、.、.、

布は県内でも集中する傾向かある。 、、

i

調査されたものは、出雲崎町出雲 》

崎百塚のうち 1基(第 5 図 1)〔北村

亮ほか 1984〕、同越巻の塚(昭和61

年度県教委調査、未報告)の計2基

にすぎない出雲崎百塚はタテ遺0

跡の南側の小尾根上にある。塚は

南北にのびる細い尾根上とその先

遺跡の位週と環境

田

Π

第2表小木村延宝5年(167フ)検地帳地名一覧

大谷地谷地川窪川はた大地屋沢田山ノ木屋敷下長谷町稲場崎窪田白山田っきさき

ぱんば寺尾壱枚田三角田住吉田切石かいの木大西町裏こしまきせき上たて落合

ちんしゅ田屋敷裏

寺尾こしまきかいの木せき上屋敷脇屋敷上たて屋敷裏町うら大西十条番場

いなはさき落合しもせき田屋敷前川はた家上八っ坂

端の屈曲部の彩ル0omの間に約40基
、

第5 図出雲崎百塚配置模式図(北村ほか1984煉圃
か分布する。その大半は方形塚で、

円形塚は7基だけである。屈曲部では配置に規則性はみられないか、それ以外では直線的に配

置される。また屈曲部の周辺には大小Hケ所の削乎された平扣部があり、一辺26mの土塁を方

形にめぐらした箇所もある。性格は不明であるが、『小木の城山』〔西越郷土史樹纂会1926〕は、

現在出雲崎町の海岸部勝見にある法持寺の旧地であり、かつては七堂伽藍を具備していたと伝

えられていることを記している。

寺院現在、小木には真言宗三光院があり、小木の集落に近接して相田の真言宗薬師寺があ

る。このほか小木にはかって前記の法持寺(曹洞宗)・本覚院・宝蔵院・徳正院・圓照坊(以上真

言示)などの寺院が存在したという(『小木の城山』)。小木周辺の寺院の宗派は真言宗のものが特

に多いことが注目される。旧西越村内でも同様の傾向がうかがえ、県内で最も多い浄土真宗

は現存する154寺(大正15年時)にはなく、 23ケ寺の廃寺に 4 ケ寺みられるにすぎない。

、
"
、
ー
.
~
フ
,
 
m
 
,

、
^
、
ー
.
,
,
、
"
ソ
/
k
/
一
.
、
,
ノ
加

一
、
,
、
、
・
ノ
、
{
.

.
一
,
一
.
町
3
圃
.
門
'
む
气
メ
^
ノ
ψ
・
>
ノ

一
一
^
」
,
、
.
訂
.
吋
ノ
ノ
」
●
M
一
一
.
、
、
 
0

凡
い
入
、
ノ
,
 
f
、
、
■
 
6
 
・
'
、
＼

一
ヅ
"
<
、
"
＼
一
:
"
.
酢
.
・
、
、
:

一
、
、
"
一
.
"
"
、
、
,

1
一

、
、
＼

/
互
,

、
ノ
＼
、
イ
,
、
、

、
,
.
"
ノ
入
P
 
"
,
.
、
.
ノ
Ⅱ
'
^
、

宅
 
3
-
゛
・
ノ
.
乢

剖
一
、
.
＼
.

"
"
ノ
"
、
.
"
ノ

・
J
'
い
:
ゞ

丸
9
"

司
」
'
'

一
レ
'

ば
、

、
、
、
、

一
オ
ノ
,
/
(
 
0
 
.
t
 
i
、
ー
'

オ
.
/
/
り
ン
一
.
ー

ノ
气
＼
^
、
ノ
^
ノ
^

＼
、

M
゛
ι
一
ノ
,
.
畍

、
.
亀
・
下
/
'
/
 
t

W
:
,
/
ノ

:
狐
゛
L
 
.
一
一

一
.
゛
●
、
.
)
V
、
、
、
V

ノ
ノ
.
、
、
、
゛

」
、
.
昆

つ

^
ノ
.
i
^
ー
、
、
、
・

地
畑
地



3.島崎川流域の古代・中世遺跡

月1」田

第6図小木・タテ周辺の地割と地名・屋号
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調査地の状況(図版1・2)当遺跡は島崎川右岸(東岸)の丘陵裾、標高約40mに立地する。

この丘陵は西山丘陵から西側に派生したもので、南北には島崎川の支流である小木川と吉水川

か梳れる。島崎川に面した丘陵先端には小さな尾根と谷かいくっか存在し、調査地はこの小さ

な尾根によって南北が画される。島崎川とは約8m、背後の丘陵頂部とは約40mの比高差を測

る。調査地西側約40omの地点を、西山丘陵を縦断する島崎川か北流し、それと平行して国鉄越

後線、国道H6号線が南北に走る。調査地西側の島崎川右岸及ぴ、常楽寺川・吉水川両岸には、

圃場整備のなされてぃない水田が広か'り、旧地形を比較的良好にとどめていると考えられる。

越後線をはさんだ調査地西側には約3,000辧の敷地をもっ工場がある。調査地の三方を取り囲む

丘陵斜面は約20度の急、勾配をもち、調査地南東斜面には地滑りの痕跡を明瞭にとどめる地点も

ある(図版40 1)。丘陵裾に位置するため湧水や斜面からの流水が多く、国鉄越後線の線路敷

によって、これらの水がせき止められ、調査地は湿地となっている。

調査地内には越後線に平行する方向で数10cmからlmほどの段差かあり、これによって二っ

の平佃面か'形成されてぃる。現在上位平佃面は畑、下位平坦面は水田として利用されている。

しかし、調査地東側の斜面には転30mほどの谷かあり、南側の谷の上部には溜め池跡がある。

これらの谷には現在杉が植林されてぃるが、以前は上位平坦面を含めた谷のかなり上邵まで水

田として利用されてぃたことがわかる。発掘調査の結果、地山面は調査区北半が南西から北東

に向かって緩やかに下る斜面で、南半に上・下二段の平担面か'形成されていたことか判明した

か、これと現地表面の段差は無関係であり、段差と上・下の平坦面は近世以降の水田の旭成に

伴うものであることか半11明した。

試掘調査(図版2)現地は表面観察からは全く遺跡の存在は確認できなかったが、「番ちラ」と

いう中世城館に関連する地名であり丘陵裾で遺構の存在が必らずしも否だできない地形である

ことから試掘調査の必要性があった。そのため昭和59年4月に試掘調査を実施した。調査はバッ

ク.ホーを使って任意の地点に試掘坑q苗)を設定し、薄く土を除去しながら、遺物包含層の有

無を確認、した。遺物包含層力哘寉認、された場合は、人力を使ってこれを発掘し、遺構を検出した。

試掘坑(溝)は発掘1順に A~ E とした(図版 2)。まず、上段の畑の部分から開力0し、 A~ Cのト

レンチで、いずれも遺物包含層力怖寉認、され、平安時代の土師器・須恵器、中世の珠洲焼'青磁、

近世の唐津焼などが検出された。 B トレンチでは特に鉄津が多く出土したため、トレンチを拡

. 調査地の状況と試掘調査
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2.調査の方法と経過

張した。 C トレンチからは「急々如律令」と墨書された木簡が出土し、柱穴から柱根が検出され

た。一方、遺跡の範囲が水田部までのびていることが予想されたため、 C トレンチからD トレ

ンチをのばし、さらに北側にE トレンチを設定した。遺物包含層は遺物量が少ないながら連続

して水田音Ⅲこものぴていることが確認、されたが、包含層力壮也表面よりかなり深いうぇに、かな

りの湧水によって、そのひろがりは明確にできなかった。これらのことから、対象地には平安

時代と中世の2時期を主体とした遺跡が存在し、法線内のほば全域にわたクて本調査が必要と

判断された。その後建設省と調査の時期や方法について協議にはいった。

この時点で、遺跡の性格は不明であったが、平安時代は鉄津の存在から9~10世紀の鍛冶遺跡

が考えられ、中世は珠洲焼すり鉢、青磁碗(104)や瀬戸焼水注(150)、呪符木簡などから、 13・

N世紀を中心とした有力者の屋敷と推定された。呪符木簡については『木簡研究』8号に紹介し

た〔坂井秀弥1986b〕。

2

グリッドの設定(図版2)グリッドは地形に合わせるためバイパスのセ
32 54

ンターキ亢N0345(167.940・6192 、 18.440・9652)と N0351(168.038・5584、 18.510・

3043)を結んだ線を主軸として15m方眼の大グリッドを組むことにした。その 16
22 23 24 2521

結果グリッド主軸は国土地理院の座標系に対し約36度東偏することになった。
小グリッド割付図

グリッドの呼称は東西をアルファベット、南北を数字として、両者の組み合

わせによって「B 6」のごとく表ボした。大グリッドはさらに 3 m方眼の小グリッドに区別けし、

1~25の番号を付した(右図)。グリッド設定にかかる杭の打設とその杭頂標高表ボ作業は業者

に委託し、 5月上旬には完了した。

調査方法調査地は丘陵斜面と国鉄越後線に囲まれており、器材搬入や排土搬出が困難なた

め、調査に先行して北側丘陵斜面を削平し、仮設迫路を敷設した。また、湧水や斜面からの流

水を防ぎ訓査地を乾燥させるために、調査地全域の周鬮に幅約lm、深さ 1~1.5mのぢbk溝を

掘削し、暗渠を設置した。調査地北西隅に集水マスを掘削し、ポンプを常時連転して排水した。

その結果調査地は大陶の後でもすぐに作業に着手でき、調査期間の知紺につながった。

トレンチでの土層観察後、表土(耕作士)、水田床土を重機で排1徐し、さらにべルトコンベアー

を仙い、人力によって層ごとにV層(中世遺物包含層)まで掘り下げ、地山上血及びⅥ層上面で

主に中世の遺構検出を行った。その後Ⅵ層・Ⅶ層(平安時代遺物包含層)を堀り下げた後、平安

時代の遺構検出を行った。調査区南東側の地山面が高い部分ではⅥ層が存在しないか、北及び

西側の低い部分ではそれが存在するため、 V~Ⅶ層を掘り下げる際には遺物の取り上げにつぃ

て特に配慮した。遺構確認では、確認面の状況が場所によって異なっていたため、遺構の見落

. 調査の方法と経過
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しがないよう注意するとともに、試掘訓査で数基のピットが検出されていたことにより、掘立

柱建物の見落しがないように柱穴の関連に注意した。柱根か良好な状態で道存すること力哘翫心

されたため、柱火の発掘は断血観察に重点をおいて調査を進めた。道構平血図は訓査開力0当初

V20で造り方実訓をしたが、検出される遺構の数か非常に多く、実測できる作業員か少ないこ

とにより、空中刈量を採用することにした。空中刈量はへりコプターによる空中撮影のほか、

断面が傾斜した柱穴や柱根などのために現地で補測し、ν20で素図を作成した。

遺構番号は、建物.井戸.士坑・溝等の種別で分けず検出}偵に一連番ぢを付し、その頭に

SA .SB .SE .SK . SD .SX の種別記号を付して表わした。記号はそれぞれ柵'1屈立柱建物

井戸.土坑.溝.その他を示す。ピットにっいては大グリッドごとに検出1順に一連番号を付

し「B 9. P32」のごとく表示し、整理作業の際に建物柱穴として確認できたものにっいて、

rsB5-3」のごとく名称を変更した。報告書作成に当って、遺構番号は調査時の一連番ぢをそ

のまま使用した。 1~Ⅶ層の遺物はグリッドごとに、道構の道物はそれごとに取り上げ、それ

ぞれ「番場. B9. V層」、「番場.SK2」のごとくラベルを付けた。遺物の註記は調査時のラベ

ルを生かし、「番B 9 V層」.「番SK2」のごとく行った。現場では調査区のVI00縮尺の略図を

作成し、現場で遺構の位置.切1)合い・柱穴の関係等を主とした所見を記入した。現1万では発.

掘作業のほか、造物の洗浄・註記作業を併行して行った。

調査経過当初4月中旬よリ本格的な発掘調査を開始する予定であったか、先述のごとく

(第 1章 1)子算執行か遅れ、 5月中旬より本格的な発掘調査に入った。

5月11日に業者に委託したグリッド設定に関する杭の打設・杭偵標局表ボ作業か元了し、13

日に器材を搬入した。15日に仮設道路の敷設力沫冬了し、翌16日調査区北側から暗渠工事が開力0

された。ク'りツド市詰丁設の終了した区域よ 1)土層観察用アゼ・草刈り等の準備作業を進めた0

土層観察用アゼに沿って幅約 lmほどで設定したトレンチを掘り下げ、土層観察を行い、基本

層序を把握し、巧日より発掘調査に着手した。

発掘は調査区南東部の上位平坦面から開始した。表土(耕作土)、水田床土等をV層(迦物包西

層)上面まで重機を使って削除した後、人力によって遺構確認、面までV~Ⅶ層を掘り下げた0 当

初、遺物包含層はV層のみと考えられたが、調査区北部ではV層が二っに勿かれ、間にⅥ層か

存在する。下位のV層(Ⅶ層)には中世の遺物はまったく含まれない。 23eA6 区で暗渠工事中

に径約85Cmほどの円形素掘り井戸(SEI)が検出され、珠洲焼すり鉢片が出土した。 28日にべル

トコンベアーを搬入し、作業の効率が高まった。 29日に暗渠工事か完了した。

調査開始当初よりピット.井戸.溝等が検出されていたが、 6月13日に土つてようやく調査

区南半部上位平坦面で掘立柱建物2棟(SB11・14)を確認することができた。19eB9 区下位平

坦面東側で、段差に沿って検出されてぃた 2 条の溝(SDI0・12)の稜土より珠洲焼片か出士し

これより溝の掘削及び調査区南部で検出された約lmの段差と二っの平坦面の削平は中世に

Ⅲ 調査の概要
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2.調査の方法と経過

行われたものと推定された。同様に下位平坦面の西側に倒れた状態で遺存する柱根を持っ柱

穴群も同時期の所産であろラと考えられた。翌20日、これらの柱穴が当遺跡最大の掘立柱建物

(SB17)のものであること力哘寉認、された。検出されるピットの数カリレ常に多く、掘立柱建物の確

i忍は非常に苦慮した。

C5 区南側で検出されていた士坑(SX2)が横井戸であると判明し、さらに調査区北西部にお

いて水田に関連すると考えられる遺構(畦畔状高まり・足鋤叫犬窪み)が検出された。水田遺構は

当初全く予想していなかったが、断面観察により、その可能性を考慮し、訓査した。調査区北

西部を地山等高線に沿って北東一南西方向に走る溝(SD57)は水田に伴う用水路と推定された

が、その後の土層断面観察の結果、水田より新しい時期に掘削されたこと力哘寉認、された。なお、

この溝のつながりを追求するために、調査区外にトレンチ(図版2 SD57確認、トレンチ)を設定

し、つながりを確認した。

試掘調査時のトレンチBより鉄津か多く出土しており、出士する士師器などから平安時代の

鍛冶工房の存在が推定されていたが、 A6区、 B6・7区を中心に調査区のほぽ全体から3知宰か

出土し、 C8区北西部において鉄津・炭化物・フィゴ羽口片・士師器片の出土した士坑(SK24)

か検出されたほか、炭化物か多量に入った土坑3基が検出された前者は鍔財台工房に関連する

遺構と推定された。

遺構の発掘がほぼ終了した8月1日に空中写真撮影を行い、その後柱穴を半裁しν10の断血

図を作成し、柱根・礎板などを取り上げてすべての発掘調査を終了し、10日に器材を搬出した。

発掘調査によって検出された建物跡や出土遺物を多くの町民に見てもらうため、 8月4日に

町教育委員会の恊力のもと現地説明会を開催した。当日は厳しい岩さの中、出雲崎を中心に約

80人の参加者かあった。このほか調査中に出雲崎中学校生徒などの見学があった。

J
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番場遺跡の発掘範囲は東西約35m、南北約120mで、標高謁.5~42.5mを測る。地形はおおむ

ね南東から北西へ緩く傾斜するが、耕作地として利用されていたためいくっかの平坦面が存在

する。土層は基本的に旧地形の傾きに沿って堆積している。基本層序は 1~Ⅶ層であるが、南

部と北部ではそのあり方が若干異なる南部(9・10区)では北部に存在しない地滑りの痕跡を

示す士層(Ⅳ層)が存在する。一方北部西側の低い部分では遺物包含層が間層(Ⅵ層)によって上

下に分かれる。土層をV層、下層をⅦ層として理解した。 V層は平安'中世の遺物を呂むが、

Ⅶ層は中世の遺物を含まない。西側の低い部分では、黒褐色粘質土'腐植土'同灰色粘土'シ

ルト等が水平に縞状を呈して堆積してぃる。これはこの部分の標高か'低く、過去において水か

澱んだ状態にあったことを推定させる。必要に応じて基本層序を細分した。調査地全体を通じ

て細分したものにっいてはアルファベットを付した以下表土・耕作土である1層を除いたΠ~

Ⅶ層について説明する

Π層暗黄褐色~茶褐色土で、粘性・しまりともに弱く乾燥するともろい。水田耕作のため

酸化してぃる部分もある砂、礫、粘土プロックの混入、色調の差異で細仂した0

Ⅲ層褐色~暗褐色土で、若干*占性を帯ぴる。基本的に道物包呂層の上に堆稙する土層であ

る。Π層同様細分した。

Ⅳ地滑りによって形成された土層で部分的に存在する。黄褐色~明茶褐色を呈し、灰色

粘士ブロック、礫などを多量に含む酸化の強さにより若干色調の異なる邵勿もある基本的

にV層と同一の旧表土もⅣ層の一部として理解した(第8図)。 AI0区V層直上で16世紀末~17

世紀初頭の唐津焼片が出土しており、少なくともこれ以降に地滑りが発生したと考えられるか

詳細は不明である。

V層平安.中世の遺物包含層である。おおむね黒褐色を呈する粘質土で'しま)も良い0 後

世の削平.撹乱を受け発掘区全域に存在してはいない。この土層からは陶磁器だけでょく、木

器なども相当量出土している。

Ⅵ青灰色を呈し、粘土.シルト・砂からなる土層で、発掘区北部西側緩斜面には明確に

堆積してぃるが、他の部分ではそれか三忍められない。

Ⅶ層中世以降の遺物を全く含まない平安時代の遺物包含層である。遉物の包呂量は非吊に

少ない。Ⅵ層によってV層と区別される層で、基本的にV層と同質の黒褐色士であるが、 V層

. 層
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と比較して若干淡い色調である。粘性があり、しまりも良い。本層は西側の低い部分でのみ勿

布範囲が明確に認められた。 B・C7 ・ 8区付近において、平安時代の遺物を包含する若干汚れ

た褐色土層力哘寉認、されたが、本層との関連は不明である。

地山層調査地東側の丘陵に近い部分では、礫・粘土プロック等を含む明褐色土を地山層と

して把握し、西側の低い部分ではおおむね青灰色を呈する粘土・砂'を地山層として把握した。

2

遺跡の時期は出士遺物からみて、平安時代と中世・近世に大別される。このうち近世にっい

ては遺構力旧月確ではない。検出された遺構は掘立柱建物・井戸・土坑・溝のほ力ワK田跡かある。

発掘区内の地形は南半部から北半部の丘陵但IK東側)力晞目対的に高く、この部分に掘立柱建物と

これに伴うと考えられる井戸が分布し、標高38m以下の低い北半部の谷側(西側)に水田跡が存

在する。掘立柱建物は南半部のA・B 8・9 区付近にもっとも集中し、その北側 6 ' 7 区にい

くっか散在する。これより北側の4 ・ 5 区には建物はなく、 C 3 区にもうひとっの遺構のまと

まりがある。

平安時代と中世の遺構は一部で層位を異にして存在していたが、大部分では同一層位に澁在

してぃた。また、一般的に遺構出土の遺物は少なく、これによって遺構の時期を決定できるも

のは少ない。しかしながら、包含層を含めて遺物の出土状況などを考慮すると、おおよその時

期別の遺構のあり方が推定できる。平安時代は出土遺物からみて9世紀後半から10世紀前半を

中心とし、中世は13.14世紀を主体とする。したか'つて、両者の間には大きな空白期間が存在

しており、連続するものではない。

平安時代平安時代の単純な包含層が存在していたのはC6 ~ 8、 B7 ' 8区のー""である0

この時期の主体をなす包含層の士師器の分布状況は第10図のとおりである。全域から出士してい

るものの、いくっかの集中地点がみられる。すなわち、①B ・ C 3 区付近、②A ' B 6 ' 7 区付

近、③AI0区付近である。①の付近は中世の遺物力斗1とんど出土していないことから、 BC区の

. 概 観

遺構はほば平安時代と考えられる。小規模な掘立柱建物SB81と井・土坑'小さな溝などがあ

る。 B3区に土師器が多く分布するのはC3区からの流れ込みと考之られる。②の付近は平安

時代.中世とも遺物の出土がみられるが、平安時代の所産と考えられる鉄津が集中的に勿布し

てぃる。鉄津はC 8 区の土坑SK24で、平安時代の土器(34、 45)と共伴してお 1)、平安時代に比

定され、当時期に鍛冶工房が存在したことが推察される。鉄津はSK24以外では遺構からほとん

ど出土しておらず、鍛冶関連の遺構の存在も明確ではないが、 SK24の北側周辺のB ' C7区付

近に平安時代の鍛冶関連の遺構の存在か'想定される。掘立柱建物SB86・SB74などは当期のも
,、

のであろうまた、 B8区の士坑SK31も出士遺物からみて、当期のものである。③の付近は当0
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期の遺物が多く出士したにもかかわらず、遺構は明確ではない。この部分は中世において斜面

が削平されており、その際平安時代の遺構が破壊された可能性が強い。

中世南半部8 ・ 9 区に集中する掘立柱建物とC 5 区のSX2が主体をなす。 8 ・ 9 区では東

側から西側へ傾斜する緩斜面を2段に削平して、それぞれに掘立柱建物を配している。下段の

平担面には柱穴が著しく多く集中し、建物が重複して、長期にわたってここが居住区の中心を

なしていたことか'うかか之るこれらの建物のうち、調査現場で把握したものはSB17やSB46

などごく少なく、整理の過程で復元したものが多い。したか'つて、建物の把握に問題を残すも

のも多く、把握しぇていない建物も多いと子測される。掘立柱建物の規模はさまざまで、廂か

縁をもつものが多く、身舎は総柱のものもある。建物群は低い丘陵の裾に立地し、島崎川の谷

に面してお1)、平入りの形式をとるものが多い。 SB17は角柱の柱根が遺存しており、規模も大

きく、床張りの立派な建物である。この建物群の東側には溝があり、上の斜面からの水を切っ

ている。 C 5 区にあるSX2 は斜面に大きな浅い穴を穿ったもので、一般的な井戸とは異なる湧

水施設である。この西側の低地に存在する水田跡は明確な時期は不明であるが、中世の溝SD57

によって切られており、下限は中世である。水田耕作土中には、ほとんど遺物が包含されてお

らず、上限は平安時代と考えられるにすぎない。この水田跡とSX2は位置関係からみて、相互

に関連したものと推定され、 SX2か水田の用水源であったことも考えられる。
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3.遺構各説

3

1)

SB81 (図版5 ・ 40 3 )

C 3 区にある 1間(1.7m )× 3 間(4.45m)の掘立柱建物( N-70゜-E )である。柱間'.

エニJ
寸法は不揃いで、北倒井主筋が東から1.6 ・1.65・1.2m、南側柱筋が東から1.4 ・1.2・. 0

1.85mを測る。柱穴掘形は径20~28Cmの円形で、深さ13~25Cmであり、埋士は灰褐色土である。

整理作業の時点で確認、したものであるが、空中写真で柱列か看取される。柱穴からの出士遺物

はないが、周辺から土帥器等か多く出土しており、平安時代の建物であろう 0

SA78 付SK79 (図版5 ・40 3)

C 3 ( 2 ・ 8 )区にある 3 間(4.3m )の柵( N 20゜ W)である。柱間寸法は北から 1.55 ・1.3 ・

1.45m を測る。柱穴掘形は径18~30cmの円~楕円形で、深さ16~19Cmを測る。埋土は灰褐色土

である。本棚列は調査区外へのぴて掘立柱建物になる可能性がある。遺物は出土していないが、

SB81同様平安時代のものであろう 0

SA78と重なってSK79がある。これは径250cm位の浅いすり鉢状の落ち込みで、調査区外へ広

がる。覆土は特に粘性の強い灰色士で、 SA78よ 1)新しいものである。

SE63 (図版 5 ・ 40 ・ 49 7 )

C 3(12)区、 SE62の東30cmにある円形の素掘り井戸である。径90~95Cm、深さ66Cmを測る。

底面は湾曲し、側壁はほば垂直に立ち上かる。東壁中位に段をもつ。覆土は大別すると二層に

分かれ、上層(1 ~ 3)は灰色土・下層(4 ・ 5)は黒色~暗灰色士で、下層中からは横になっ

た自然木のほか、炭化した木片も出土している。

SE62 (図版 5 ・ 40 ・ 49-6 )

C 3(12)区にある瓢形の素掘り井戸で、径95~10ocm、深さ70cmを測る。底面は北へ傾斜し、

側壁は下から中位までほぽ垂直に、上方へは外傾して立ち上かる。西壁中位には段がある。覆

士は大別すると二層に分かれ、上層(1~ 4)は暗灰褐色士、下層(5 ・ 6)は黒褐色土である。

下層中からは自然木が横になって出土したほか、腐植物も検出された。土師器杯、甕片が出士

しており、平安時代の井戸である。西側には本井戸覆土を掘1)込んだピットがあった。

SK67 (図版 5 ・ 40)

C 3(6 ・11)区にある長径80cm・短径65Cmの楕円形の土坑である。確認面は東が高く、西か

低い段になっており、深さは上段から60cmを測る。覆土は黒灰色シルト質土で、土師器片が出

土しており、平安時代のものである。

SK66 (図版 5 ・ 40 ・ 49 8 )

. 遺構各説
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0 =柱穴の検出されなかったもの、ノ=礎板

1)建物模式図の記号は次のとおりである。

縮尺=1:500、.=角柱、.=丸柱、・=柱根のないもの、



C 3(16)区にある径10ocmの不整円形の土坑である。 SK67同様確認、面力午艾になる位置にあり、

深さは上段から63師を測る。側壁は底面からやや外傾して立ち上かる。覆土は二層に分かれ、

上層は暗灰褐色土と灰白褐色土プロックの混土、下層は黒褐色土で、下層中から土師器杯'甕
.

黒色土器片等が出土してお 1)、平安時代のものである。

SK68 (図版 5 ・ 40 ・ 49-9 )

C 2(21)区にある円形と思われる土坑である。径約10ocmで、東半部は調査区外へのぴる。深

さは35卯を1則1)、底面からすり鉢状に緩く立ち上かる。覆土上層は炭化層の上に焼土層と暗褐

色腐植土層が入1)組んで堆積する。この上層中、特に炭化層からフィゴの羽口や須恵器甕片か

出土しており、平安時代の土坑である。

SE69 (図版 5 ・ 40 ・ 49 10)

B 2(25). C 2(21)区にある径48~55伽の円形の素掘り井戸である。深さは約50cmをi即1り、

底面は平坦で、側壁はほば垂直に立ち上かる。覆土は黒色土中にワ.ラ状の腐植物を臼んでいた0

遺物は出士していない。

SD64. SD80 (図版 5 ・ 40)

C 3 Q4.19)区にある 2 本並行に東西にのびる溝である。西側は徐々に浅くなり1蔦威し、東

側へののぴは確認面を下げ過ぎたため確認できなかった。 SD64は幅25~28Cm、最深6Cmを測り、

重複するピットより新しい。 SD80は幅12~17卯、最深5卯である。ともに覆土は暗灰褐色土で

あるが、 SD80は底面に厚さ Icm以下の薄い炭化粒層を有する。遺物は出土していない。

SD65. SD7フ(図版 5 ・ 40)

フ)区にある2本並行にL字にのびる溝である。東側は調査区外へ続き、西側C 3 ( 2 ・ 6 ・

は先細りになり消滅する。ともに幅15~30師、深さは深い部分で15師を1則 1)、覆土は"目灰褐色

士である。 SD77は東部で2本の溝が重複しており、南へ若干のびる方が新しい。また、重複す

る 2つのピットはともに本溝より新しい。 SD65からは須恵器杯・黒色土器片が出土しており、

平安時代の溝かと思われる。

SA83. SA84 (図版 3 ・ 5 ・ 36)

C 4 区に位置し、直角よりやや開く角度で近接する柵である。 SA83は 2間(3・2m)の柵(N-

290-W)で、柱間寸法は北から1.4・1.8m を測り、南が長い。柱穴掘形は約22Cmの円形で、深

さ約10cmである。 SA84は 3 間(フ.5m )の柵( N-50゜-E )で、柱間寸法は東から2・1' 2・4 ' 3・om

と西が長い。柱穴掘形は径18~25Cmの円形で、深さ15~18Cmを測る。両柵とも埋土は黒褐色土

で共通しており、同時に存在した可能性力阿重い。 SA84の両柱間の途中に浅い小ピットがあり 、

これも関連するかもしれない。両柵とも遺物は出土していない。

SE60 (図版 3 ・ 36 ・ 49-5 )

C 4(11.16)区にある不整方形の素掘り井戸である。一辺60~75Cm、深さ約1.1m を浪11り、現

Ⅳ 遺 跡
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3.遺枇各説

在も湧水がある。底面は円形で、ほぽ平坦であり、側壁は垂直に立ち上か'り、上方で少し外傾す

る。覆士は三層に分かれる。上層は灰色士で、レンズ状に厚さ約60cm堆積している。中層は黒

褐色腐杣層で、自然木・木片にまじって土師器杯1片が出土している。下層は暗黒灰色土で、

*占性力叫金く、混入物はほとんどなく、約30cm堆積している。出土遺物から平安時代の井戸の可

能性か'強い。

SX 2 (図版 6 ・ 44)

C 5(16・23)区にある中世の横井戸である。緩斜面に大きなすり鉢状の穴を穿ったもので、

北側の低い方に浅いくぽみが連続し、これにむかって流水するようになっている。南側のくほ

みは上端で径3.5mほどあり、南端では比高力深加.3mある。底面はほぽ水平で、そのまま北側

の浅いくぽみの底面につなかる。両者の間の狭くなる部分には木杭(39~42)が打ち込まれてい

る。南側で湧き出た水をこの部分でせき止めて水を溜めたものと考之られる。南側は最下層に

混りのない砂利層があり、これより越前焼大甕の口縁部(254)と珠洲焼すり鉢(191)が出土した。

一方北側の浅いくぱみの最下層にはうすい茶褐色ないしは黒色の腐稙土があり、一時期よどみ

になっていたことか'うかがえる。この部分より多量の木製品(4 -11・26~28・49)が出土した。

この他、この遺構は明らかに湧水を得るための施設であるが、一般的な円形素掘りの井戸と構

造が異なり、規模も大きい。また主要な掘立柱建物群と雜れた位置にあ 1)、ただ単に生活に必0

要な飲料水を得ることを目的にしたものではない。これより低い位置に水田跡があり、これと

の間に溝SD97が存在することから、水田に水を供給することを目的とした施設と考えられる。

出土遺物はほかに珠洲1焼a63 ・196 ・ 218 ・ 226)、瀬戸・美濃焼(139)、須恵器(18)が出土した。

中世のものは14世紀代のものが多く、構築の時期が尓唆される。

SD48 (図版6 ・ 44 1 ・ 2 )

C 6(2)区にある1喝約50cm、長さ約2.5mの浅い溝である。地山上の黒色土上にある浅いくぽ

みで、プランや壁の立ち上か'りは明瞭でなく、底面にも小さな凹凸かめだつ。覆土は淡灰茶色

士である。底面より珠洲焼壺片(163)が出土しており、中世のものである。

SE53 (図版6 ・ 44 1 ・ 48 2 )

C 6(1)区にある円形素掘りの井戸である。径約80cm、深さ約60卯で、上下二層に分かれ、

その間に植物質とともにワラのようなもので編んだものが遺存していた。土層は灰褐色土で、

地山プロックを多く含み、下層は黒灰色土で地山ブロックを少量含む。漆塗杭(1)が出土して

おり、中世と考えられる。

SE乃(図版6 ・ 43 2 )

C 6(6)区にある。円形素掘りの井戸である。径約70cm、深さ約50cmで、底面は平坦で壁

面はほぽ垂直に立ち上かる。出土遺物はない。中世以後の確認面で検出したものである。

SK61 (図版6 ・ 43 2 )



C 6 al)区にある円形の土坑である。径95~10ocm、深さ40cmを卸11)、底面から緩く外傾して

立ち上かる。底面から側壁下部にかけて、腐植土が厚さ4Cm位堆積していた。その中から底

側壁に密着して、火を受けた木片が出土しており、ほかに出士遺物はない。

SB88 (図版 6 ・ 43-2 )

C 6 区にある平面L字型を呈する南北4 間(東6.8m ・西6.6m)、東西 3 間(4.2 '

m)の掘立柱建物(N-36゜-E)である。柱穴3 -13、 5 -15を桁行柱筋とする 2 i

'

間X3間の身舎に2間X2間の張り出しが付いた建物と考えられる。柱間寸法は

不揃いで、最小l mから最大2 mを測る。柱穴掘形は不整な円形を呈する。柱穴3 ' 5 '15か

径50cm前後と大きく、 8.9 ・12・13が径20cm前後と小さい。残りは径30cm前後である。深さ

も不揃いで9 ~37Cmを測る。斜面に建てられた結果、斜面上仰K東仰Dの柱八が1木い。埋土は

茶褐色~暗褐色土である。柱痕等は検出できなかった。本建物は図面上で把握したものであ

る。柱穴9.10.13は中世以後の遺構確認面で検出されており、中世以後の建物と考えられる。

SK49. SD52. SD55 ・ SD47 (図版 6 ・フ・ 47 5 )

SK49は C 7(8.13)区にある不整形の土坑、 SD52・55はC 6 ・ 7 区にあり、地山の等同線

に沿ってのぴる溝、 SD47は C 6(13・18)区にある溝である。それぞれ重複しており、 SK49

SD47はSD52.55より新しい。 SD52とSD55はC 6 区で互いに接するようにしてのびる溝で、

新旧関係は判然としなかった。覆土は、両溝の上層には灰褐色土がレンズ状に堆積し、下層で

二溝に分かれる。 C7区では、 SD52は暗灰色シルト、 SD弱は暗灰色砂が堆積しており、 SD52の

SK四と切り合う付近とSD55のC6区とC7区の境付近には最下層に砂'を呂む荒砂利が存在した0

C 6 区での上面確認、は困難をきたし、 SD55は下層暗灰色砂'を目安にプランを確認、し、 SD52は不

明瞭であった。 SD55は長さ約17m、幅20~40cm、深さ 10~20cmであり、 SD郭も幅'深さはほ

ぱ同規模で、南側で広がる。 SK49は長軸 3 m、短軸1.7m、深さ 5 m と浅く、覆土は灰褐色るフ

である。重複するSB86の柱穴は本土坑の底面精査の時点で検出したものである。またSD47は

長さ2.4m、幅約50cm、深さ 5 ~ 8Cmを測る。すべて遺物は出土していない。新旧関係は乱、めら

れるが、 SK49とSD52.55は覆土が近似しており、大きな時間差はないと思われる0

SB86 (図版 7 )

C 7 区、 SK四の南西にある 1 間(1.8m )× 2 間(3.6m )の掘立柱建物( N-53゜ E )
仁ヨ

である。柱間寸法は1.8m等間で、東桁行の間には柱穴がない。柱穴掘形は径約20cmの

円形で、深さ15師前後が主体で、柱穴 2 のみ径32Cmと大きい。この柱八はSK49と重複し、 SKし、 S

49と同時期あるいはこれより古い。埋士は灰褐色土あるいは灰褐色砂である。柱八2 ' 5 は

確実に平安時代包含層下から検出されており、遺物は出土していないが、本建物は平女時代

に属すると思われる。また、この南妻の西への延長線上にピットの並びか認められ、柵の可能

性が考えられる。本建物は図面上で確認、したものである。
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3.遺構各説

SB70 (図版 7 )

B ・ C 7 区の堺にある 2 間(東4.2m ・西4.om)× 4 間(10.2m)の掘立柱建
.

仁1二物(N 47゜ E)である。柱穴Ⅱを検出しぇなかったか、確認面が最も低く

なっており、その付近に小さな凹みか多数あることから、いすれか力信亥当す

ると思われるその他の点では東・西桁行の柱間寸法はよく対応しており、北から3.05・2.6・0

2.3・2.25m を測る。梁間は不揃いで、西妻の中央柱穴(フ)は外へ張り出す。柱穴掘形は一辺25

~54Cmの方形と思われるものが多い。深さは13~70cmと不揃いであるが、確認面の比高差が東

西で約60cmあることを考慮しなければならない。埋士は灰褐色土で、下層へいくに従って暗灰

褐色士となる。遺物は出土していない。 SD35と重複するか棄斤旧関係は判然としない。西倒1柱列

が中世以後の確認面で検出されており、中世以後の建物であろう。

SX乃(図版 7 )

C 7(22)区で、中世以後の確認面下で検出された落ち込みである。覆土は炭化粒を多く含む

暗灰褐色士で、一部下げ過ぎたため形状は判然としないが、本来10ocmX60cm位の楕円形の土坑

であったと考えられる。本土坑周辺、 C 7(16・17・21・22)区では中世以後の確認面下にそれ

よ1)若十色調が暗く、炭化粒を含む暗褐色土の堆積がi忍められ、ここからは平安時代の遺物(土

帥器杯)が良好な遺存状況で出士しており、平安の包含層と考えた。この包含層途中から切り込

んでいるようであるか、徐々に変化してお 1)判然としない。本土坑覆土中からの遺物の出土は

なかったが、 C 7(22)区出土の土帥器(35)等と関係か深いと思われる。

SK26 (図版 8 )

C 7(16 ・17)区にある楕円形の土坑である。長径145Cm、短径115Cm、深さ 5Cmで、覆土は黒

灰色土に地山ブロックを含む。中世以後の確認面上で検出したもので、遺物は出土しない。

SE33 (図版 7 ・ 49 4 )

B 7(9)区にある円形素掘りの井戸である。径約80cm、深さ約85Cmで、底面は水平で、壁面

はほぱ垂直に立ち上かる。覆士は5層に分かれ、上から2層と4層は炭を多く含む黒色土層で、

1層は暗灰褐色土、 3層は茶灰色土(茶色砂質土混)、 5層は暗灰色砂質土である。出土遺物は

皆無で、時期は不明である。

SB74 (図版10 ・ 40 1 ・ 43 3 )

B 7 区にある桁行 2 間(4.5~4.8m)X梁間 2 間(3.1m )の掘立柱建物( N-37゜-E ) '

で、南側に廂をもつ。柱穴の配置は整ってはおらず、柱間、1法も不揃いである。廂の.'
]

出は l mである。柱穴掘形は20~35mの隅丸方形で、深さは 8 ~33mである。埋土は

よくしまる暗褐色土で、柱痕は径8 ~12Cmである。柱穴7 ・ 9 には小さな板を 3枚ならべた礎

板が遺存していた。柱穴の埋土とプランからみて平安時代の建物と考えられる。図面上で把握

したものである。



SD44 (図版10 ・ 40-1 ・ 43-3 )

B 7(フ)区にある 2 ~ 3 本の溝でSD37に隣接する。幅15~20cm、深さ 10~15Cmで、覆土は灰

褐色砂質士層にうすぃ暗褐色土がのる。出土遺物はないが、土層からみて平安時代の遉構と推

定される 0

SK37. SK38 ・ SK56 (図"反10 ・ 40-1 ・ 43-3 )

いずれも B 6(21~25)・ B 7(1 ~ 5)区にある幅広の溝状の浅い落ち込みである。方向は等

高線に平行してぃる。立ち上か'りが不明瞭でフランの輪郭も明確ではない深さは10cm程度で、

覆土は V層と同じ暗褐色土である。 SK37より須恵器無台t不(8)、土師器皿(53)、同鍋(72)、青

磁碗a09)、 SK38より珠洲焼すり鉢(211)、 SK56より青磁碗(105)が出士している。

SA96 (図版10)

A 6.7 区にある 3 間(6.2m )の柱列である方向は N 50゜-Eで、柱間寸法は両側 1 間か

1.8m 、中央 1 間か'2.4mである。柱穴掘形は径20~50C"の円形で、深さ 16~40C.、埋士は黒色

土である。西倶1柱穴には柱痕が遺存していた。

SE I (図版 4 )

A 6(23)区にある円形素掘りの中世の井戸である。排水用の暗渠掘削時に検出された。径約

85卯、深さ約50卯で、底面は水平で、壁面はほぽ垂直に立ち上かる。覆士は有機質を多く呂む

黒色土で、下部に地山土を主体とする灰黒色粘土か→すく2層ある。これは壁面の崩落による、

ものであろう。黒色士中には 3枚ほどの稙物層か層をなす。黒色土層の中位より珠洲焼すり鉢

(180)が出士しており、中世の井戸である

SK51 (図版 3 )

B 6(16)区にある浅い落ち込みである平面は惰円形で長軸50cm、矧軸25Cmで、深さ13Cm内

外である。覆土は暗褐色土である珠洲攸尭すり鉢(205)か出土しており、中世に属する。

SE3 (図版 8 ・ 48 1)

C 8(14)区の一段高い場所にある円形の井戸である。径約110cm、深さ25Cmを測り、北西壁か

ほぱ垂直に、ほかは底面からす1)鉢状に立ち上かる。覆士は大略2層に分かれ、土層の淡黒褐

色土と灰白色土ブロックの混土と下層の黒褐色土の間に厚さ2師位の植物腐植士層をもっ。浅

いか'形状や覆土からみて、井戸の上部が削平されたと考えられる。中国陶磁器の白磁皿(16世紀

頃力→が出士してお 1)、中世のものであろう。

SK24 (図版 8 ・ 48 8 ~10)

C 8(6)区にある方形の土坑である。長辺10ocm、短辺80cm、深さ35Cmを測る。底面は平坦て

側壁は垂直に立ち上か'り、西と南~東には深さ約10卯の浅い段かある。土坑覆土は大略3層に

分かれ、上層は暗灰褐色土、中層も同様であるが、炭化粒、鉄津粒を多く含んでお1)、下層は

地山に近似する灰褐色土で炭化粒を若干含む。上中層間で鉄津か面をなして検出され、また底
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3.遺構各説

面直上で士師器片が出二廿したほ'か、フィゴ片等が出土している。遺物の出土は上中層に多く認

められた。周囲の浅い段の覆土は淡灰褐色土で炭化粒を含み、東側の段の底面直上で土師器甕

が出土している。

SD34 ・ SD35 ・ SD40 (図版11)

B 7(19.24)・ C 7(4 ・ 9)区にかけて、地山の傾斜にほぽ直交してのぴる溝である。 SD34

は幅広の部分で60cm、狭い部分で10cm、深さ約 5Cmを測1り、跡切れながら南へのびる。 SD35は

SD34とっながるかと思われるもので、幅50~65Cm、深さ約 5Cmを測り、 SB70と重複する部分

には小さな凹凸が多い。覆土はともに暗灰白土で炭化粒を含む。 SD40はSD34の西側に接する

もので、幅約60cm、深さ 5 ~10cmを測る。覆土は暗灰色土の上に灰白色土が堆積し、重複する

ピットより古い。 3本の溝からは同様に土師器片が出土してお 1)、ほかにSD34の南端の溝から

は唐津焼片か1点出土している。

SD22 付SD36 (図版H ・42-1)

SD22はB 7 ・ 8区の北側を地山の傾斜にほぽ平行してのびる溝である。 B 8(1)区で重複が

認められ、西側の新しい方をSD22A、東側の古い方をSD22Bとした。 SD22Aは幅の広い部分

で350卯、狭い部分で180cmをi則り、深さは10~25Cmである。底面は溝状に凹凸があり数本が同

一方向にのびている。覆土は下層から暗灰色土・黄褐色砂・暗灰色砂の1順で堆積している。 B8

(フ)区で板材が出土しているほか、珠洲焼(181・207)・須恵器・土師器片が出土している。南

は途中試掘坑で切られ判然としないが、 SDI0・SD12につながるかと思われる。またSB46の東

倒井主列と重複し、これと同時期あるいは新しいと考えられる。

SD22Bは二本の溝が同一方向にのびるもので幅120cm、 B7区で一本ずつに分かれ、東の溝は

そのまま真直にのびるもので幅75Cm、西の溝は北へ「く」の字に曲がるもので幅50cmである。深

さは約20cmをi則り、覆士は上層灰色シルト・下層黒褐色土で、 SD22Aに近い部分ではさらにそ

の下層に暗灰色シルトカ吐隹積する。

SD36はB 7 ・ 8 区の堺にあ 1)、 SD22Bと同一方向にのびる溝で、幅175Cm、深さは深い部分

で25Cmを測る。覆土がSD22Bと同一であることから同時に存在したと考えられる。珠洲ぱ矧211)

のほか土師器・フイゴ片が出土している。

SD22AとSD22B ・ SD36には新旧があるが、ともに中世の溝である。

SK28 (図版11・ 49 1)

B 8(8)区にある不正楕円形の浅い皿状の土坑である。長径1.9m、短径1.25m、深さ約12Cm

を測る。底部は中央に向けて少し凹み、側壁はやや外傾して立ち上か'1)、北東側は徐々に浅く

なる。覆土は上層の灰白色土プロックと暗灰色士の混土と下層の暗灰色砂の2層に分かれる。

北東隅には小ピットがあり、北西倒ⅡこはSD22につながる幅33Cm、深さ 5Cmの溝がある。遺物は

出土していない。
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SK29 (図版11・ 49 2 )

B 8(13)区にあ 1)、 SD22と重複する楕円形の士坑である。長径120卯、短径70cm、深さは確

認面の高い東側から35Cmを測1)、底面からすり鉢状に立ち上かる。覆土は底面から西側にかけ

て黒灰色土~暗灰色砂、その上は黄褐色砂で、この黄褐色砂はSD22の覆土中層と同質である。

本土坑を小溝が切ってぃる。 SD22との新旧関係は判然としないが、最終的にはほぽ同時に埋

まったと思われる。遺物は出土していない。

SK25 (図版 8 )

B 8(15)区にある楕円形の浅い皿状の土坑である。長径2.15m、短径1.5m、深さは東側で10

Cmを測る。確認面が東から西へ傾斜して低い段かあ1)、側壁は東側で緩く外傾し、西側では不

明瞭となり、底面はほぽ平担である。覆土は南北に 2層に分かれ、遺物は出土していない。

SK30 (図版 9 ・ 49-3 )

B 8a9)区にある円形の土坑である。径約130伽で深さ10cmを測る。底面はほぽ平坦で、側壁

は東側がやや内傾するほかは緩く外傾して立ち上かる。覆土は上層が黒灰色シルトに炭化粒を

含み、下層が炭化層であり、ここで火を焚いた可能性か強い。形態はSK7に近似する。

SK31 付SD32 (図版 9 ・ 49-4 )

B 8(23)区を中心、に広がる不正方形の落ち込みで、南北4.om、東西5.5m位、深さ10~20cm

を測る。底面はほぽ平坦で、側壁は南と北がやや外傾して、東は緩い傾斜で立ち上か'り、浅い

段をもっ。西は緩く立ち上がるかとも思、うが、判然としなかった。覆士は上層力吐也山の若干よ

ごれた感じの灰色砂、下層が暗灰色砂で炭化粒を含む。この下層はC7区'SX75付近の平女時

代包含層に近似する。遺物は須恵器片と多量の土師器片が出土しており、これは特にB8(23)

区の下層中からまとまって出士し、その付近では炭化粒の混入がほかよ1)多い。本土坑内にあ

るピットのほとんどは覆土上面から掘り込まれたもので、底面で検出されたのは二基に過ぎな

い B 8(23)区と(18)区の堺.東側の緩い段の下にあるピットと B 8 a8)区'試掘坑のすぐ東0

にあるピットか'それで、径15~20cm、深さ 8 ~17Cmである。士師器(58 ' 59 ' 65)'須心、器( 4

11)が出土している。

SD32はSK31の北側に約1.5mの長さでのびる溝である。幅50cmで、深さは深い0β分で37師、

浅い部分で25卯を測り、東側に浅い段をもっ。覆土はSK31下層と近似しており、同一期のもの

と考えられる。

SB釘(図版9)

B . C 8 区の南側にある 1間(2.6m)× 4 間(フ.2m)の掘立柱建物で、建物方位( N

550-W)は地山の傾斜に沿う。柱穴8 ・ 9は検出されなかった。柱間寸法は北桁行で東 〆 8

から1.85.2.1.2.05.1.2m である。柱穴掘形は径20~30cmの円形で、深さは10~20cm 5 10

を測る。ただし、確認面の比高は東と西で約80cmある。本建物は現場では東仰n間X2間のみ
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3.遺構各説

を確認、し、整理時に、 SK30と関係する柱穴4 ・ 5が、北仰井主列延長線上にあることから西への

ぱしたものである。埋土は柱穴 1 ~ 3 ・ 6・ 7 が黒灰色土・柱穴4 ・ 5 ・10が暗灰色土である。

遺物は出士していない。建物方位力那雄接するSB14と丁度90度振れており、関係があるかと思わ

れる。

SB11 (図版 9 ・ 43-1)

B 9 区東倒Ⅱこある 3 間(4.9m )× 3 間(フ.8m )の掘立柱建物( N-27゜-E )で、 4

ー,

西側に廂をもつ。北妻の柱穴5 は存在しないが、柱穴2-10と3一Ⅱの棟通1)

に間仕切りと思われる柱穴6 ・ 7がある。柱間寸法は桁行で北から2.4・2.フ・

2.7m、梁間は身舎が東から2.0・1.6mの3.6m、廂の出が1.3mである。柱穴掘形は身舎が方形、

廂が円形で、径25~45Cmを1則 1)、深さは15~75Cmの開きがあるが、これは東西の比高差か'約 1

mあることを考慮しなけれぱならないだろう。底面に柱根跡の認められたものがあり径13~0 、

15師を測る。埋土は黒灰色土である。ニケ所でSB14の柱穴と重複しており、本建物はこれより

古い。遺物は出土していない。

SB14 (図版 9 ・ 43-1)

B 9 区東側、 SB11に重複する建物で、身舎か'2 間(3.7m)× 6 間(13.フ 8 9512 ] ι

1'
リ

11 12 13

m)で、東西両面に廂の付く掘立柱建物(N-33゜-E)である。桁行中 20 2119 〆

2' 27
加

22 23

央に馬通りをもち、東桁行は7間である。柱間寸法は、桁行が南から 闘29

4 間目まで2.5~2.8mで、 5 間目からは東が1.3~0.9m、西が1.65m等間である。梁間は身舎

北妻力江.フ・2.om、南妻力杠.9・1.8mで、馬通りの柱間は南妻と対応する。西側の廂の出は1.5

mで、柱間は身舎に対応する。東側の廂の出は1.2~1.4mで、柱間は身舎と対応しない部分も

ある。柱穴掘形は、身舎が一辺35~50cmの方形で、深さ15~70cmを1則 1)、廂が円形で、西側は

径20~30cm、深さ 10~62Cm、東側は径20~35Cm、深さ 11~40cmを1則り、一部径の大きいものも

ある。柱穴の深さはSBⅡ同様、比高差を考慮しなけれぱならない。底面に柱痕跡の認められた

ものがあり、径12~15Cmを測る。掘形埋土はSB11と近似する黒灰色士であるかこれより若干黒

味をおびる。 SB11とニケ所で重複しており、これより新しい。また隣接するSB釘とは建物方

位が丁度90度振れており、関係があると思われる。遺物は出土していない。

SK 6 (図版 9 ・ 43-1)

C 9 a6)区にある楕円形の土坑で、長径105Cm、短径70cm、深さ30cmを卸1る。底面は平坦で、

側壁はやや外傾して立ち上か'り、南東隅に小さな段をもつ。覆土は上層茶褐色砂質土、下層青

灰色砂質土である。南西部でピット三基と重複し、本土坑はSB14の柱穴より古く、 SB11の柱

穴より辛斤しい。遺物は出土していない。

SK 7 (図"反 9 ・ 43-1)

C 9(16)区にある楕円形の士坑で、長径130cm、短径110師、深さ10cmを測る。底面は中央に
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向けて緩く凹み、西壁はその傾斜のまま、東壁はほぽ垂直に立ち上かる。覆土は上層か旧音茶褐

色士、中層が炭化粒を多く混入する茶褐色土、下層はしまりの強い茶灰褐色土である。本土坑

はSB14の柱穴に切られており、上層はこの柱穴が埋まった後に堆積したものである。また中層

中の炭化粒は径80cm位の広がりをもって集中が認、められた。本土坑は底面のしまりも良く、 、^

こで火を焚いた可能性力阿金く、 SK30と近似する。遺物は出土していない。

SB46 (図版H ・ 42 1)
ι

A . B 8 区にある掘立柱建物( N 41゜ E)で、 SB95と重複する。桁行3 間

(フ.4m)、梁間4間(6.9m)で、東西両面に廂をもっ。身舎に束柱がある。柱間,
a

寸法は、南北が2.4~2.6m、東西は約 2 mで、廂の出は西側力江.4m、東側か'1.5

mである。柱穴掘形は身舎が径20~40cmの円形、廂が10~30cmの円形で、深さは12~39Cmであ

る。柱穴10・14はSK23の覆土を掘り込んでいる。

SB飾(図版11・ 42 1)

A . B 8 区にある掘立柱建物( N 38゜ E )で、 SB46と重複する。南北 2 間(5.5

南北、m)、東西 3 間(5.1m)で、柱間寸法は東西方向では東倒n 間が1.2m と短く、

方向でも等間ではない。柱穴掘形は径20~40cmの円形で、深さは 9 ~38伽である。

柱穴3 に径7Cmの丸柱の柱根か遺存していた。柱穴6 はSK23の覆士を切る。

SA99 (図版11・ 42-1 )

A 8 ( 5 ). B 8 ( 1.2 )区にある 2 間(4.om )の柱列( N 48゜-E )である。柱間寸法は2・om

等間で、柱穴掘形{ふ'入1~50cmの円形で、深さは15~32Cmである。東倶井主穴に丸柱の柱根が遺存

する。方向はSBr ・46含どと共通する建物の可官旨性も否定できない。

SB91 (図版12 ・ 41 1 ・ 50 10)

A . B 8 区でSB17と重複する位置にある掘立柱建物(N-42.5゜ E)で、南北

4 間(6.7m )、東西 3 間(8.om)である。南面に 1 間(1.2m)の廂をもっ。東仰n

間のところに間仕切りの柱か'2つぁる。この他に束柱の可盲を性のある柱があり、

総柱の可能性もある。柱間寸法は南北・東西方向ともに不揃いである。柱八3 ' 9 ~12'17に

丸い柱根が遺存しており、柱穴3 ・ 9 ・10は谷側へ傾斜する。

SB92 (図版12 ・ 41)

A . B 8 区でSB17. SB91と重複する位置にある掘立柱建物( N-45゜ E)で、南"

北 2 間(5.1~5.3m )、東西 3 間(5.7m)である。北から 1間に束柱がある柱間寸法 '.

は不揃いで東西が1.8m ・2.2m、南北が北か'2 m、南か3.1~3.3mである。柱八掘

形は径20~40omの円形で、深さは 4 ~54Cmである。柱穴 1・ 9 に丸柱が遺存する。柱八 8 '11

から土師器と羽口が出土している。

SB17 (図版12 ・ 41・ 50 1 ~ 6 )

'.

d
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3.遺構各説

A ・ B 8 ・ 9 区の下段にある最大の掘立柱建1尓N-45゜-E)で、桁'

^
行5 間(14.1m)X梁間 4 間(6.7m)である。東・西面に廂をもつ。身舎"

16巧

22
18

には束柱がある。廂の出は東面が1.5m、西面力江.2mで、身舎の柱間
2726お4

寸法は桁行が北より2.9m ・3.1m ・2.4m ・3.2mで等間ではなく、梁間は2.1m等間である。北

側の 1問(2.5m)は、廂と考えられるが、身舎がここまでのびる可能性もある。柱穴掘形は方形

で相対的に身舎が大きく、廂は小さい。身舎の柱穴は一辺40~60cmの方形であるが、柱穴16は

一辺80cmもある。柱根の遺存状況は良好で、身舎は15基のうち12基に柱根か礎板か遺存してい

た。身舎の柱は角柱で、礎板は方形の大きな板である。掘形埋土は黒色土と地山土の互層であ

る。この建物は身舎か総柱で床張りであり、前後に廂をもつうぇに、柱根や礎板の大きさや形

態からみて、かなり立派なものである。柱根は柱穴9 ・10で谷の方向にかな 1)傾斜し、その根

兀力壮也山にかなり食い込んで検出された。一方、柱穴 7 ・13・15・16・21・22など柱根が遺存

していてもほば垂直な状況のものもある。

SB93 (図版13 ・ 42 3 ・ 50 7 ・ 8 )

A ・ B 9 区にある梁間 3 間(6.4~6.6m ) X桁行 5 間(10.9~11.1m )の掘

立柱建物(N-36゜-E)で、東仙井主列南端の柱穴(6)は明確でない。柱間寸

法は北妻と西妻ではほぱ等間で、それぞれ約2.2mとなるが、そのほかはか

なり不揃いである。柱大掘形は径30~50cm程度の円形で、深さは16~53Cmである。柱穴4 ・ 5 ・

8には柱根と礎板か遺存していた。柱根(図版32-81)は径約15卯の丸柱で、礎板(図版32-82~

84)は一辺約12Cm、厚さ約4Cmの方形の板材を 2 ~ 3枚重ねている。柱根は丘陵側から谷側に傾

斜していた。埋土は暗黄色砂質土で、 SD12を切っている(柱穴4)。

SB94 (図1坂13 ・ 42 3 ・ 50 9 )

A ・ B 9 区にある梁間 2 間(4.0~4.2m )X桁行3 間(8.9m )の掘立柱建物(N ι

40LE)で、西側に 1間(0.6m)の廂をもつ。廂の柱穴(9~12)は身舎の柱穴と通
^

りが悪い'。桁行の柱間寸法はほほ3.omの等間である。柱穴掘形は身舎で径40

~60cm、廂のものはこれよりやや小さい。平面形は円形にちかい。掘形の断面は丘陵側から谷

側に向って傾斜しているものかあり(柱穴3)、埋土は黒灰色士に地山プロックを含む。柱穴 1

には柱根が遺存していた。この柱根は径約25Cmの丸柱である。このほかに柱穴8 ・10で柱根か

遺存していた。柱穴8 ・12は断面観察より V層を切り込んでいることか確認できる。

SDI0 ・ SD12 (図版13 ・ 46 3 )

B9 ・10区にある段の裾にめぐらされた 2本の溝である。それぞれの溝のプランは部分的に

不明瞭で、南側は平坦面のかたちにそって西側へ屈曲する。両者の切り合い関係は不明瞭で、

覆士も同一で区別できない。北側はSD22につらなると推定される。幅20~50cm、深さ10~15Cm

で、覆土は黒色士である。平佃面に斜面からの水カリ克れ込まないようにするための溝で、建物

7

9

'
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の建て替えによって何度か掘りなおされたり、溝さらいされたものと考之られる。 SD12より木

製農工具a2)、珠洲焼(176)が出土している

SE4 (図版13 ・ 48 3 )

BI0(1)区にある井戸である。 V層を切り込んだ井戸で、径 l m、深さ約70cmの円形素掘り

である。底面には越前焼大甕(254)の底部か敷かれていた。稜士は上・下2層で、上層は自灰色

土、下層は暗青灰色砂質土で、両者は漸移的に変化する。曲物底板(20)が出土している

SE16 (図"反13 ・ 48-5 )

A 9 区のSE巧に隣接してある惰円形素掘りの井戸で、径0.9~1.25m 、深さ彩応Ocmである。

覆土は上層と中.下層で明瞭に分かれる。上層は黄灰色砂質土で、中・下層は黒っぽい士で、

下層は粘性をおびる。下層は井戸が機能していた時期に形成されたもので、上層は人為的な埋

め土あるいは洪水等により一時的に埋ったものと推測される。出土遉物はない。

SE巧(図版13 ・ 48 4 )

A 9 区にある円形素掘りの井戸で、径0.85~1.1m、深さ約60cmである。覆土は黒色土で、下

部はやや粘性力阿重く、最下層にうすぃ植物の腐柚物の層が存在する。出土遺物はない。

SE18 (図版 4 ・ 48-6 )

A 9 区にある円形素掘りの井戸で、径約 lm、深さ約60帥である。覆土は最下層か'うすい黒

色粘質土層で、その上に青灰色、黄灰色粘土のブロックがはい1)、さらにその上に灰黒色土層

となる。中層の粘土ブロックは井戸を廃棄する際の埋め土と考えられる。出土遉物はない0

SE98 (図版 4 )

A 8(2). A 7(22)区にある円形素掘 1)の井戸で、径約 l m、深さ約50師である。覆土は灰

黒色士で、出土遺物はない。

SK23 (図版11・ 42-1 ・ 48-フ)

B 8(1.6)区にある土坑である。平面は径約2 mの円形で、深さは約15師と浅い最下層

に黒色土があり、その上に暗灰褐色土がのる。北側の部分は黒色土の上に地山にちかいよくし

まった淡灰褐色士がある。須恵器・土師器が出土している。平女時代の遉構と考之られる0

SD42. SD43 (図版11・ 42 1)

B 7(1)区にある小さな構で、方向は等高線に平行する。プランはあまり明暸でなく、底面

深さ14~28Cmで、長さ 1.5~ 4 mほどである。 SD43からや壁面に凹凸がみられ、幅20~30cm、

は珠洲1焼(163)が出士している。

SD57 (図版 3 ・ 46)

B 2 ~ 4 区、 A 4 ~ 6 区を等高線にほほ沿って東から西へ走る溝である。 A 5 区からA 6 区

にかけてほぱ直角に屈曲し北へ伸びる。最小帽約70師、最大幅約1.5mを測り、深さは13~41Cm

である。調査区内の約29mを発掘した。この溝は訓査区北西部で検出された水田跡を切って掘



3.遺櫛各説

削している。調査区の北東に設定したトレンチでの土層観察の結果、わずかに舌状に張り出し

た丘陵斜面裾をまくようにさらに西へ伸びると推定された。崩落を防ぐために杭を打設して溝

上場を護岸している(図版33・43~48)。等高線に沿って掘削されていることより、水田に水を

供給するための用水路と推定される。珠洲焼(187)・士師質土器(161)・土師器(44・52)のほか、

木製品(12 ・ 13 ・ 25 ・ 36 ・ 50 ・ 52)が出土している。

1.乳岐褐色~茶褐色則
a.岫茶褐色土と乳灰褐色
土の互畑

b.茶褐色ユ
C.孔灰褐色上
d.乳版褐色土(褐色」.だ,

1二含む)
d'.乳灰褐色上(褐色土わ
ずかに含む、しまり恕い

2b

Im

3b

3ヨ

4b

1θ

3C

2.ゞi灰色~岫力灰色1哲
a.岫ti媛色土(柚凡1村り)
a'.ゞ「灰色砂(1'」灰色粘士
プロ,ク若卜含む)

b. 1'」灰色砂と褐色砂の力
則

Ib

SD54 (図版 3 ・ 47 6 )

A ・ B 6 区丘陵斜血に沿って東から西へ伸びる。幅50cm~1.3m、深さ 9 ~31Cmを測る。 SD57

に西側を切られ全長は不明である SD57を超えてさらに西側へ伸びていないことより、全長は

18.2m より長くはならない

SD97 (図版 3 )

確認、面上で多量の木材・自然木が出土し遺構の検出作業が困難であったこと、確i忍面からの掘

り込みか浅かったことより、全体を発掘することはできなかった。 B5区中央部側面側の約4.75

m を発掘した。幅参ル0~40cm、深さ 6 ~10cmを渕る。溝の南東側はC 5 区で若干南側に曲か'1) 、

その延長にはSX2(横井戸)がある。一方溝の北西側は地山等高線から斜血下方に向うて朝顔状

にしだ'いに開く浅い溝状の窪みか存在したことが推定される。このことよりSD97は、 SX2 の

湧水を斜面下方の水田等に導くための用水路的な溝であったと考えられる。

SK58 (図版 3 )

A ・ B5 区に位置する3.3×4 mほどの不整方形を呈す土坑である。斜面に掘られた浅い土坑

であるため北東側の立ち上力汁)は、明暸でない。覆土は黄褐色粘質土である。

水田跡(図版14 ・ 45)

調査区北側の低い部分、 A ・ B2~6区で検出された。水田跡の存在は本調査の前には全く

予想しなかったもので、調査日程の終盤になって、断面観察によりV層下に淡黄灰色シルトを

50m

d

3.暗褐色~,.{褐色層
a.杣物層
b.川褐色土 N"火色土・

1!i灰色粘土ブロ,ク含む、
料,性判くしまり恕い)

C. 1啼茶褐色 L
d.茶褐色」.と゛」1火砂の丘

1哲
e.1啼褐色土と乳灰褐色土

の!{.1竹

4C

4r
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介して黒色士層が存在し、その上面に水平な部分かあり、アゼ状のたかまりや足跡状のくぽみ

力哘寉認、され、黒色土層カサk田耕作土ではないかとの考えか'もたれた。そのため、この黒色土を

覆う淡黄灰色シルト層をてぃねいに除去したところ、アゼと足跡が検出され、これか'水田跡で

あることが判明した。この段階ではすでにSD57の東側はこの黒色土層を除去しており、この邵

分にっいての詳細は不分明である。また、フラント・オハール調査も実施できなかった。

水田面は、南南東から北北西に緩く傾斜する緩斜面の標高36.5~37.5mにある。水田耕作土

は腐柚物を多く含む黒色土である。この層は低い部分ほど厚く、自然に堆積した層である。水

田面の状況か'よくわかるのはSD57の西側、標高37mよ 1)低い部分である。ここには等高線に平

行する 2列のアゼがみられる。北側のアゼ1はもっとも遺存状況がよい。上端1隔で30~40cm、

下端1喝で50~80cm、高さ約10cmで、断面はカマポコ状となるアゼの部分の土は水田耕作土と

同じ士である。アゼ1は水口で途切れ、西側にほぽ直角に屈折し、アゼ3となる。水口のその

南側にアゼ2がある。アゼ1とアゼ2の間の水口は50cmほどである。アゼ2の南西側 2 ~ 3 m

アゼ5.アゼ6 が一直線上にあるアゼ4 とアゼ5 の間は30cmほどの水口のところにアゼ4 ・

~アゼ6 はいずれも高まりがさほど明瞭であるが、アゼ5とアゼ6 の間は明確でないアゼ2

でない。幅は約50cmである。

水田面には多くの足跡力巧曵されてぃる。足跡はA4 区のほうが全般に少なく、歩いた痕跡力井巴

握される部分もある(下図)。アゼ1とアゼ2よりも低い部分は20cm以上の高低差があり、このな

かにごく小規模なアゼが存在した可能性もある。水田面を覆っていた淡黄灰色シルトは洪水など

の一時的な堆積層と考えられ、これによって水田が埋没したと考えられる。水田面上面よ)若

十の土師器片か出土している

水田面の足跡



土器・陶磁器

今回の調査で出土した遺物は平安時代・中世・近世の土器・陶磁器・木製品・石製品・鉄製

品などで、土器・陶磁器の出土量は総計でコンテナ(深さ約9師)25箱程度である。前述したよ

うに、遺物包含層は時期によって明確に分雜しない部分が多く、土器・陶磁器を除くと、時期

が不明なものもある。したがって、ここでは遺物の種別ごとに記述する。

第V章出士遺物

いずれの時期のものも、遺構からまとまって出土したものはほとんどないため、種別ごとに、

記し、遺物の出土地点についてはそれぞれの説明に加えることにする。時期別では平安時代の

須恵器・土師器か'もっとも多く、これに中世の陶磁器が次ぐ。近世陶磁器は少ない。須恵器・

土師器と中世陶器の一部は胎士分析を行った(第V章7・第Ⅵ章1参熈り。

. 土器・陶磁器

A.平安時代

士器・陶磁器のなかではもっとも出士量が多い。須恵器と土師器の量比は、士師器が圧伊珀勺

に多く、目算で8割以上を占めると思われる。いずれも9世紀後半から10世紀前半にかけての

ものであり、時期幅はあまりない。貯蔵形態は須恵器、煮沸形態は土師器で、供膳形態は須恵

器と土師器とがあるが、士師器が圧伊珀勺に多い

1 )須恵器(図版15 ・ 18~20 ・ 51~53)

無台杯・有台杯・杭・杯蓋・長頸垪武・横瓶・大甕がある。一部をのぞけぱ胎士・色調・焼成

状況などから、いくつかの生産地を想定できるようなものではなく、ある程度共通した様相を

呈する。胎士にはおおむね細かい白色の粒子を多く含むほかは精良で、焼成は堅緻で灰色を呈

するものが多い。

無台杯(1 ~10)口径n.9~13.6Cm、器高2.5~3.3C"で、いずれも身の浅い器形(径高指数

21~27)で、器壁はごくうすいものである。口径は 8 を除くとすべて12Cm前後である。底部は水

平かややくぽむもの(1 ~ 3 ・10)と、若干丸味をもつもの(フ・ 8)かある。前者は底部と体部

の境か士ヒ較的明瞭なのに対し、後者はあまり明瞭でない。体部のひらきは大きく、立ち上か'リ、

の角度は50度前後で、体部はほぽ直線的である。内面の底部と体部の境は著しくくぱむものか

多い(1 ~ 3 )また口縁部内面か'くぽむものがある(1 ・ 3 ・ 5 ・ 9 )。底部外面はへラ切り 、

0



ほかはロクロナデで、これに伴う器面の凹凸は比較的大きく、器面にはナデの際に付着したヌ

タ様の縞がみられる。器面は特になめらかである。それぞれの出土地点は 1はC7区、 2はB7

( 6 )区土器集中地点、 3 は C 7 (21・ 22)区、 4 はSK31、 5 は B 7 ( 6 )区、 6 は B 8 区、 7 は不

明、 8 はSK37、 9 は A 6 (19 ・ 21)区、 10は A 9 ・ A I0区である。

有台杯(H .12.14~16.19)有台キ不と有台杭は本来異なった器種であるか、破片では両

者を明確に区別できないものもある。いずれも破片であり、全体の器形がわかるものはない。

11.12は口径12Cm未満で、 12は体部のひらきがやや大きい。底部(14~16)の高台はいずれも低

く明瞭に断面が方形となるものはない。15・16は接地面をもっが、外端接地で、14は接地面、

は丸くぉさまる。 14.16からみると、底部と体部の境は明瞭でなく、体部下半は丸味をもっ0

19は高台力巧曵っておらず、有台杯でない可能性もある。19は特に黒っぽい色調で砂粒を多く呂

み、ほかと生産地のちがいを想定させる。底部外面はいずれもへラ切りである。有d杯の器面

は無台キ不ほどなめらかでなく、ヌタ様の縞はみられない。 11はSK31、 12はA 9 区、 14はA 7 区、

15はA 6 区、 16は B 5 区、 19は AI0区出土である。

有台椀(13.17.18) 13は口縁部が外反しその下方に稜をもっことから、杭とした0 17 '

18の高台は有台杯のものより高く、椀と考えられる。 17の高台は強く内傾する広い面をもち、

外端部はやや尖り気味となる。体部下半はひらきか大きく、有台朴との形態差は明瞭である0

底部外面はへラ切りで、ヘラ削りなどは施されない。体部外面の器面の凹凸は大きい018の高

台は断面方形にちかい。底部外面はへラ切 1)痕を残す。 13は B 2 ・ B 3 区、 17は B 4 区、 18は

SX2 出土である。

杯蓋(20.21)杯蓋は有台杯よりも量的に少ない。 20・21ともに縁部は欠失する。つまみ

は環状で比較的大きい。天井部の器壁はやや厚く、外面はへラ切りと思われる痕跡を残す020

はへラ切り後にロクロ削り、 21はロクロナデを施す。体部外面と内面はロクロナデである0 20

は B 6(12)区、 21は B 6 ・ B 7 区界線アゼ出土。

長頸瓶(22~28) 22~25は口頸部である。 22は口径10.6Cmと小さく、口縁端0"外側に面を

もっが、面の下端は顕著には引き出されない。 A 9 区出土。白っぽい色調で須心、器のよかで'は

23.24は22よ 1)大きい。 23は口緑部外側の面下端力畑月瞭に垂下する。形態的には24と目」しつ。

比較して口縁部が直線的である。 B4区出土。24は口縁端部が上方にっまみ上げ'られ、外側に

面をもっ。その面下端は垂下せず丸味をもっ。 B 2 ・ B 3 ・ B 4 区出土。 25は口1土20cmと大き

い。大きく外反する口縁部で、端部の外側に面をもっ。面の下端はやや垂下するO C3区出士0
26~28は体部下半である高台はいずれも低く、断面方形を呈し、接地面は広い底邵が広

く残る28の外面は、ヘラ切りののちロクロ削りである。 26の体部外面下端はきれいにロクロ削

りされるが、 28はこれか呈頁著でない。底部内面は27が指頭圧痕、 28はエゴテ状の工六による調

整である。 26は C 5 区、 27は B 3 区、 28は C 4 ・ C 5. B 5 区出土である0

出土遺物V



士器・陶磁器

横瓶(29)形態からみて、横瓶と考えられる。口縁部は上方に広い面をもち、その外端部

は外方へひき出される。口縁部内面にロクロ削りがなされる。 B 3 区出士。

大甕(75~フフ・79~95)いずれも小破片ぱかりであり、器形がわかるものはない。体部の

外面の叩き目と内面のあて具の文様とそのハターンは多様であり、おおかたの種類については

図示した。

75a・b・C は同一個体の口縁部と体部である。口縁音原 a)は直線的にひらき、端部は外側に

傾斜する広い面をもつ。その外端部は外方に長くひき出され、その下方に突部がある。口縁部

と体部は接合部で剥馳しており、体部の剥雜部には叩き目が明瞭に残る。外面は平行叩き目で、

これと直交する木目様の細かな条線がみられる。外側の叩き目は上位(0)では縦位、中位(b)

では横位、下位(0)では斜位となる。内面のあて具は上位(田では明瞭な同心円文で、中位(b)

では同心円文からやや弧状気味の平行文に変化し、下位(0)では両者が重複する。また上位に

は内外面に刷毛目がわずかにみられる。器壁が厚く、かな 1)の大型品である。多くの破片があ

り、 SX2 とかなり広い範囲から出土している。

76も大型品の口縁部で、外反する口縁部の外側は大きくくばみ、上下にひき出される。内外

面のナデは75より粗雑である。 AI0区出土。

フ7は外面が木目の斜交する平行文、内面が同心円文で、外面にはヨコナデが一部みられる。

AI0区出土。

79は外面が木目の斜交する平行文、内面が同心円文で、外面にわずかにカキ目がみられる。

C3区出土。

80は破片を研磨具として二次使用したもので側面が磨滅し、表面に打痕がみられる。外面は

木目の斜交する平行文、内面が平行文である。 C5区出土。

81は頸部から体部上端で、外面は細かい格子目、内面は木目かよく残る同心円文である。 C

3 区出土。

82は体部下半で、底部との接合部で器壁が厚くなる。外面は木目か'斜交する平行文、内面は

平行文である。 A 6 ・ B 6 ・ B 7 区出士。

83は外面か'斜格子目文とカキ目、内面が平行文と同心円文である。 B 2 ・ B 3 ・ C 3 区出士。

84は外面の叩き目力熔3と同一で、胎土や器壁の状況からも同一個体と考えられる。内面は細

かな木目が直交する平行文と、これとは別の平行文である。拓影図の下部はおそらく底部にち

かい部分と推定され、この部分に木目のない平行文力坊缶されている。83は体部の上位にあたる

ものとみられ、同心、円文が上位になろう。 B 3 区出土。

85は研磨具として二次使用された80と同一個体である。 C4 区出土。

86は体部下位にあたるもので、器壁が厚くなる。外面は間隔の広い木目か直交する平行文で、

一見格子目状となる。内面は平行文で、木目状の細かい条線がみられる。 AI0区出土。



87は外面斜格子目文、内面弧状の平行文である。 A 7 区出土。

88は外面格子目文、内面す1)消しである。内面にはかすかに一部格子状の叩き目力巧曵る。 A

10区出土。

89は外面格子目文、内面斜格子目文と同心円文である。斜格孑はあるいは斜交する木目かも

しれない。 A 3 ・ B 3 区出土。

90は外面格子目文、内面す1)消しである。消された叩き目文は不明である。 B 3 区出土。

91は外面格子目文、内面は放射状文かと思われる文様である。 A8区出土。

92は外面は細かい格子目文、内面は格子目文と同心、円文である。 AI0区出土。

93は84と同一個体で、 B 2 区出土。

94は外面格子目文、内面は細かい放射状文である。 C3区出士。

95は外面が木目の斜交する平行文、内面が同心円文である。同心円文には車輪状のわずかな

線がみられる。 B 6 区出土。

2 )土師器(図版16 ・ 17 ・ 20 ・ 54 ・ 55)

士師器は遺存状況が不良なものが多い。そのため器面が荒れて調整などかわからないものも

いくっかある。ほとんどがロクロを使用したロクロ土師器であるが、わずかにロクロ不使用の

非ロクロ土師器を含む。器種としては無台椀と甕が大半を占める。胎土はおおむね精良である。

なお38は海綿骨針を含む。

無台椀(30~50)かっての器種分類〔坂井秀弥1984・19860〕では「キイリとしていたものであ

る。土師器の供膳形態の主体をなす。大小二っの器種がある。小さい無台椀Πが量的に多い。

無台椀Π(30~46)口径10.8~12.8Cm、器高3.3~4.5Cm、底径4.2~6.2Cmで、若干法量と

器形に相違がある。無台椀Ⅱには内面を黒色処理した黒色土師器はみられない。法量では30

31などかかな 1)小さく、 37~41などはやや大きい。調整は底部外面が回転糸切り無調整、ほか

はロクロ十デである。 30は唯一の完存品で口径10.ocm、器高3.9Cm、底径4.2Cmである。底径か

小さく、体部は丸味をもって立ち上か'り、口縁端部はていねいにロクロナデされ、尖り気味で、

ある。ほかもてぃねいにロクロナデされ、器面はきれいである。口縁部外面はほかより赤く、

重ね焼きされたことか'うかがえる。

器形には、①底径が小さく、体音Ⅲこ丸味をもっもの(30・31・34・36・37)、②底径がやや大

きく、体部に丸味をもっもの(33)、③体部にほとんど丸味をもたず、口縁部が外反するもの、

(35.38~41)などのタイプがある。①は内外面のロクロナデか士ヒ較的ていねいで、器面はなめ

らかなのに対し、③はロクロナデによる器面の凹凸が著しく、つく1)は粗雑である。特に35

39.40は著しく、 39は外面に沈線のようなくぱみが三条みられ、底部内面の中央は明瞭な凸部、

がある。②も①に比してロクロナデはてぃねいでない。こうした器形と調整のちがいは、時期

V 出士遺物
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差にもとつ'く可能性が考えられる

§§・三.、底部のうち46は底部外綜か突出貳味で、体部の丸味
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゛が大きい底部外面の口転糸切1)痕には、条線の細密
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それぞれの出士地点は、 30は C 7(21)区、 31・32は

第12図土師器無台杭回転糸切1)痕 1:3B 3 メ、 33は A 9 メ、 34はSK24、 35は C 7 (22)区、、 、

36は B 6 ・ B 7 区、 37は A I0区、 38は B 3 ( 6 )区、 39は B I0区、 40は B 4 区、 41は不明、 42は

C 7 (17)区、 43は A I0区、 44はSD57、 45はSK24、 46は A I0( 2 )区である。

無台杭1(47~50)量的には少ない。黒色土師器か多い。法量はほぽ口径15C"、器高5Cm

である。黒色土師器の47は体部外面下半から底部をロクロ削りするか、底部外面の中央には

方向のへラ削りがみられる。また、かすかに回転糸切1)痕か残る。内面はへラミガキである

48はほかの士師器に比して胎土に砂、粒を多く含み、器肉が著しく黒いなど、大きなちがいがあ

る底部外面のへラ削りは不定方向で、内面はへラミガキである四は底部破片で、底部外面

と体部外面下端をロクロ削り、内面は黒色処理・ヘラミガキである 50は全体に器胖か'ごくう

すい底部外面から体部外面下端はロクロ削り、ほかの外面はロクロナデ、内面はへラミガキ

である内面ι、全く黒色処理の痕跡をとどめないが、内面へラミガキと外面のロクロ削りの飼

整技法は黒色土師器と同一で、般的な士師器にはあまりみられないことから、次焼成で内

面の黒色処理が完全に消えたとも考えられる 47・48はAI0メ、 49はA 2 ・ B 2 メ、 50はC 7

区出士である

有台椀(51・52)無台椀に比してきわめて数が少なく、希少な存在である 51は高厶がこ

く低いものである底部外面の調整は不分明であるが、かすかに糸切りと思われる痕がみられ

る。 A 9 区出土 52は高台のみ遺存するもので、高台は比較的高く、外方へひらくものである

SD57出土 51・52ともに体部が不明なため、有台皿の可能性もある。

皿(53)皿もごく少ない器種である底部は不明であるが、有厶と考えられる器胖はう

すく、口縁部は外反する SK37出士、

甕(54~71・96~100)甕ι、は大きさや細部の器形に多くの種類がある法亘からは小刑品

(54~57)、中刑品(58 ・ 64~67)、大刑品(68~70)などに分けられるが、そのメ別は明瞭なもの

ではない 70のみ非ロクロ土師器である。 59は鉢ともいうべき器形である。

口縁部はおおむねくの{状ι、外反するが、屈曲の度Aいや端部の形態など多様である郭・
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56はあま 1)屈曲しない端陪Ⅲよ、丸くぉさまるもの(54 ・56 ・ 66)、面をもち下端部が垂下する0

もの(67)、上方へつまみ上げられ外傾する面をもつもの(55・64・69)、大きく上方へ屈折して、

ひき上げられるもの(57・58・65・68)などがあるか、形態は体部ともあわせて、かなり多様て

ある。 59・71はあまり類1列のない器形である。それぞれの出土地は、 54はA 9 区、 55はAI0区、

56は A 7 ・ A I0区、 57は C 7 区、 58 ・ 59はSK31、 64は A I0区、 65はSK31、 66は A 6 区、 67は

C 7 区、 68は B 2 区、 69は A 9 ・ A I0区である。

70は非ロクロの土師器で、くの字状に明瞭に屈折し、直線的にひらき、端部はわずかに面を

もっ。内面の口縁割北体部の境は明暸な稜をもち、体部は張りがほとんどない。器面はあれて

おり、調整は不分明であるが、口縁部内外面はヨコナデ、体部外面はナデ、体部内面はハケ目、

と思われる胎士に砂粒か多く、胎土色調はほかと明確に区別される(第Ⅶ章IA参熈り。この

胎土は無台椀48と類似している。 AI0・ BI0区出士。

71はかなり大型のもので、長胴の形態ではなく、類例はあまりない。口綜部は直線的にひら

き、端部は外傾する面をもち、その上下かそれぞれひき出される体部上半はロクロナデ、同、

下半は平行叩き目ののちへラ削1)、体部内面上半はロクロナデ、同下半はあて具のくばみがみ

られる。 AI0区出土。

59は口縁部が外反しないものである口縁部はやや肥厚し、端部は丸くぉさまり、内面に凹

線状のくぽみがみられる。

底部(60~63)はいずれも平底で、底部外面は回転糸切 1)で、ほかはロクロナデである。主Eの

底部は無台杭の底剖北比較して、相対的に器壁み'あっく、体部の立ち上か'りの角度が大きく、

内面の調整があらい平底の形態は甕のうち、小型品・中型品に限られ、大型品は丸底で、体

部下半から底部にかけて叩き目をもっものが一般的である。 60はB 2 ・ B 3 区、 61はC 3 区、

62・ 63は AI0区出土である。

叩き目をもっ破片として 5 点示した(96~100)。須恵器と同様で種類は一定していない。外面

は99が格イ・目文のほか平行文で、内面は平行文(96)、同心円文(98)、連弧文(100)、すり消し

(97.99)である。 97は平行文と連弧文のあて具痕が観察される。 96は B 7 区、 97はA 9 区、 98'

100は不明、 99は B 6 区出土である

鍋(72)鍋は饗に比してごく少ない。 72は「く」の字状に外反し、端部が上方へつまみ上げ

られる。体部内面はカキ目、ほかはロクロ十デである。 SK37・ B 6 区出土。

鉢(73)非ロクロの土師器で、胎土・つくりは74と共通し、同一地点から出士している。

口径14.6Cm、器高9.6Cmで、安定した大きい平底をもっ口縁部内外面のみかるくヨコナデし、

ほかは指頭圧痕で、底部外面は無調整である。体部内面下半にはあらいナデのようなものが加

えられる。全体に強い二次焼成を受け、口縁部内面にススが付着する。 AI0区出土。

筒形土製品(74)器径約12Cm、器高約12.5Cmの筒形の土製品で、粘土紐の痕跡が明瞭に残

出土遺物V
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る。一方の端部は器壁が肥厚し、内側にはり出し、もう一方の端部は面をもつが、肥厚しない。

図の外面下半部に強い二次焼成を受ける。類例は上越市一之口遺跡(ナ反井秀弥1986a〕にあるが、

用途は不明である。 73と同一地点のAI0区出土。

B.中

中世の土器には、中国陶磁器・国産陶磁器があり、国産陶磁器には美濃焼を含む瀬戸焼、珠

洲焼、越前焼などのほか、在地産の陶器と土師質土器がある。唐津焼は近世に含めることにす

る。全体ではかなりの時期幅がある。中国陶磁器は比較的多く、国産の施釉陶器である瀬戸・

美濃焼よりもかなり多い。す1)鉢や甕などの日常維器では珠洲ぱ尭が大半を占め、越前焼や在地

産の陶器はごく少ない。在地産と考えられる土師質土器は皿のみで、量的にも少ない。時期は0

13・14世紀か多く、その前後の時期のものも多少ある。

1)中国陶磁器(図版21・ 56 ・ 57)

青磁・白磁・青白磁・染付・緑釉がある。全体で約50点出士している。小破片のものが多い

が、可能な限り図化につとめ、その他のものは写真で木した。全体の 2/3以上を青磁か'占める。

時期幅がかなりあり、それぞれ多くの種別に分けられる。ここではそれぞれに説明を加えるに

とどめ、総合的な時期区分やそれぞれの構成については後述する(第Ⅶ章2)。

青磁(図版21・ 56 ・ 57)

1花文碗(101~103・115) 5 点ある。 101は全く外反しない口縁で、内面に 2 条の沈線と

蓮華文かと思われる文様を配する。比較的釉は厚く、淡灰緑色を呈する。 A8区出土。

102もあまり外反しない口紋である。内面に一条の沈線と片彫りの蓮花文を配する。釉はオ

リープ色がかる。 SK19出土。

103は端部がやや外反する口縁部で、内面に 3 条の沈線により区画し、そのなかに飛雲文と

思われる文様がわずかに残る。釉はうすく文様の凹凸が器面に明瞭にみられる。釉調は火を受

けたように白濁した淡灰緑色を呈する。 B 6 区出土。

図版56 aは小破片で、内面の劃花文の彫りは浅く、文様は明確ではないが、片彫りの蓮華

文と思われる。 SD41出士。図版56 bは口縁部内面に 2 条の沈線をめぐらすほかは文様はみら

れないが、御1花文碗と考えられる。 SD57出土。底部(115)の文様は不明であるが、高台がてい

ねいに削り出されており、劃花文碗の可能性力叫金い。 A 3 区出土。

蓮弁文碗(104~111・116)もっとも点数の多いもので、蓮弁の表現方法によって、 A ・

B ・ C類に分けられる。

A 類 a04~110)

いわゆる鎬蓮弁文といわれるものである。ここではもうとも多い。口径13師前後の比較的小
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さなもの(104.105)と口径15師前後のもの(106~110)がある。蓮弁は太いものa04~108)と比

較的細いもの(110)がある。

104はオリープ色の釉で、蓮弁は比較的細く、剣頭と弁の右側の輪郭を描く。全体に彫りか

深く、鎬が直線的で端正な感じがもたれる。確認調査トレンチC(C 5 区力→出士。、

105は全体の約ν5 を残す比較的大きな破片である。蓮弁は太く、間隔をおいて全体の輪郭

を描いたのち、間弁を配する。鎬も直線的で全体の彫1)あか'りがよい。部分的に外面にへラに

よる傷がみられる。釉は薄青緑色で青味が強い。破面に漆つぎの痕跡が残る。 SD56出土。

106は太い蓮弁で鎬をもつ。オリープ色の釉である。 A 9 区出土。

107は太い蓮弁で鎬をもたない。オリーブ色の釉が一部剥雜している。 SD45出土。

108は口縁端部がやや外反する。蓮弁は太く、釉が濁っているためかその輪郭は不明瞭であ

る。鎬もあまりはっき 1)しない。釉は淡暗緑色を呈する。 A 8 区出土。

109は比較的蓮弁が細く、鎬は 2本となる。釉は淡緑色で厚くかかる。 SK37出士。

Ⅱ0は口縁端部がやや外反する。蓮弁は細く、その上半部のみ輪郭を描く。蓮弁の削1)出し

はきれいではなく、素地の表面には小さな傷が多くみられ、鎬もみだれている。 A 6 区出土。

図示しなかったもの(図版57.~ g)はA類にあたるものである。いずれも110よりは太い蓮

弁である。

B類 Q16)

鎬蓮弁文のなかでも、蓮弁が細長く、立体的に彫り出されたもので、釉は厚い。いわゆる砧

手と呼ばれるものである。図化できたのは116だけである。高台は径が小さく、細く尖り、宜

付を除き内外面に施釉される。高台内側の中央は突出し、露胎部と施釉部分の境は赤茶色を呈

する。 B 6 区出土。

図示しなかったもの(図版57 h~j・ m~r)もこのタイプである。 r は火を受けて釉は白緑色

を呈する。

C類(111)

ヘラ先による線描の蓮弁文をもっもので、 1点のみである。やや深い身の器形で、口縁部の

外面はややくぱむものの外反しない。蓮弁の間隔はせまくない。釉はうすく、やや白濁した黄

味をおぴる。 C 6 区出土。

無文碗(112~114)口縁端部が外反しないもの(112)と外反するものa13 '114)がある。

112は火を受け釉が白瀏する。 A 6 区出士。

H3は体部下半が丸く腰が張り、端反りの口縁である。内面見込みに円形の沈線がめぐる。

釉はやや黄味をおぴた淡緑色で透明感に乏しく、外面下半の一部に露胎がのぞく。 A3区出土。

114は端反りの口縁で、釉は淡緑色でうすくかかり、透明感がある。 C 4 区出土。

図尓しなかうたもの(図版57 k・ Dも無文碗と考えられる。 1は端反りの口縁ではない。

出士遺物V



士器・陶磁器

鉢(117) 1点のみである。底部のみ遺存するものであるが、高台径が6.6Cmと大きく、碗

ではなく鉢と冴えられる。高台はうすく、接地面は狭いかンk乎な面をもっ。この部分のみ霽胎

で、ほかは淡緑色の釉が厚くかかる。総胎部と施釉剖"Nよ亦茶色を呈する。体部は細い連弁を

立体的に1形1)出した鎬蓮弁文をもつ。口綵部は外側に水平にのぴるものと考之られる。 B3 '

5 区出土。

香炉(118) 1点のみである。小形の筒形の香炉である。口縁端部は広く水平な面をもち、

内側に張り出す。外面と口縁部内面に淡緑色の釉がかかる。 A6区出土。

皿 a19)青磁の皿は 1点のみである。底部内面に櫛描文を配する、いわゆる同安窯系青磁

である。底部から体部は明暸に屈折し、内面はこの部分に沈線様のくぽみをもっ。釉は透明感

のある淡青緑色を呈する。 A8区出土。

青白磁(図版21・ 57)

4 点出土してお 1)、すべて図示した。蓋・合子・柚餅瓦がある。

蓋(120.121) 120は器径3.5Cm、器高1.8Cmの小型品で、周縁を輪花状にし、 8葉の花弁を

配する。上面の周縁に一個の小さなりングを貼付する。下面に径2.ocm、高さ 7mmの軸部を貼り

付ける。上面のみ施釉する。釉調は淡青白色で、透明感がある。 A8区出土。

121は器径3.3師、残存高1.7C"で、上面中央に貼付されたりングか欠失する。周縁は丸く、そ

の内側に 6単位の花弁状の文様を配する。下面に径1.3Cm、高さ1.1Cmの軸部を貼付する。上面

のみの施釉で、釉はやや濁った淡青白色を呈する。 A6区出士。

合子 a22)器径5.4Cm、器高1.6Cmの蓋である。上面周縁から側面上半部まで幅の狭い蓮弁

を彫1)出し、上面に花弁を二重にめぐらす。端部から内面下半部をのぞいて淡青白色の釉がか

かる。 B 8 区出土。

梅瓶(123)ごく小さな破片であるが、外面にへラによる施文があり、悔瓶と若えられる。

内面は無釉でロクロナデによる凹凸が明暸で、外面の釉は濁った淡青色である A5 区出士。

白磁(図版21・ 57、 125~ 130)

7 点出土した。図ポしていない 1点は細い線刻の文様をもつ。

125は碗の体部下半で、内面に段をもつ。この段はへラ先によるもので、その上がわずかに肥

厚する。体部下半は露胎で、ほかはやや灰味をおぴた淡黄白色を呈する。露胎部はへラ削りさ

れ、施釉部分は小さな気泡が多くみられる。素地はやや粗く、淡黄白色を呈する。横田・森田

分類〔横田賢次郎ほか197幻の白磁碗Ⅳ類にあたると思われる。 A8 区出土。

126・127はいわゆる口禿白磁である。 126は碗の口綜かと思われ、口縁端内外面が露胎である。

釉はやや青味をおぴた白色を呈する。 A6区出士。127はやや外反する口縁の形態からみて皿と

考之られる。端部は面をもち、端部内外面か窟拝胎である。釉は白色である。 A 5 区出土。

128は端反りの皿で、器壁はごくうすい。淡灰白色を呈する。 BI0区出土。



129は無台の皿で、底部外面はロクロ削りである。遺存部には施釉されない。素地は白灰色を、

呈し、緻密である。 B 5 区出土。

130は有台の小型の皿である。口径10.4師、器高2.2師で、身は浅く、口縁部はやや内轡する。

高台は厚く削り出されており、接地面は若干丸味をもっ。内面と口縁部外面にやや青味をおび

た釉がかかる。素地は淡黄白色を呈し、やや軟質で、露胎部のへラ削りされる部分の器面に粒

子の移動した痕跡がみられる。高台内面に判読不能の墨書があり、その上に黒漆が直径1.3Cm

ほどの円形状に付着している。一部にススが付着する。 C5区出土。

染付(図版21・ 57)

3 点のみ出土してぃる。すべて図示した。碗と皿がある。

碗 a31.132) 131は内轡する口縁で、口縁部内外面にそれぞれ2 条の界線を配し、外面に

丸を三つ結んだ文様モチーフを加える。 C8区出士。

132は高台部で、内外面にそれぞれ2条の界線を配する。内面中央にはほかになんらかの文様

か'加えられてぃる。高台接地面は露胎であるが、きれいではない。 B6 区出士。

皿(133)器壁のかなり厚いものである。内面に唐草と思われる文様がみられる。高台は低

く、断面三角形を呈する。高台接地面から内側は露胎である。 B7 区出土。、

緑釉(図版21・ 57)

124の 1点のみ出土した。盤の底部から体部にかけての破片である。体部内面下位に 2条の沈

線がめぐる。体部外面下端はくぱみ、底部との境が明瞭である。釉は濃緑色で、うすくてむら

がある。素地はきわめて粗く、小砂粒や黒色の大きな粒子を含み、淡灰色から淡灰褐色を呈す

る。二彩の可能性もある。

出土遺物

2 ) 1頼戸・美濃焼(図版22 ・ 58)

天目茶碗(134~136.138) 134は口径H.2Cm、推定器高6.5Cm。口縁音Ⅲよくびれ、わずかに

外反し、その内面にゆるい稜をもっ。遺存部の下端にへラ先による沈線がみられ、高台にいた

る。体部外面下半は露胎でロクロ削りされる。釉は厚くて、黒色を呈する鉄釉で、表面に気泡

が多くみられる。口縁部のみ茶褐色を呈する。素地は白灰色で、堅緻である。 SX2 出土。

135は口縁端部を欠く。口縁部はややくぴれる。体部下半は器壁がやや厚くなる。釉は口縁部

のみ茶褐色で、ほかは黒褐色を呈し、厚くかかる。露胎の体部外面下半はロクロ削りである。

素地は淡黄灰色を呈し、ややかさっである。口縁部の破損面に漆つぎの痕跡かみられる。

136は口径11.8Cmで、口縁部のくびれはあまりない。釉は口縁部のみ褐色で、ほかは黒褐色を

呈する。素地は灰白色を呈する。 B8区出土。

138は口縁部か'くぴれ、大きく外反するもので、端部の外面がやや肥厚する。黒褐色の鉄釉が

うすくかかり、素地は淡褐色でかさっである。胎土からみて美濃大窯期の所産であろう。 B8
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区出土。

小壷(137)高台をもたない平底の器形である。底部外面は回転糸切1)で、体部外面はロク

ロナデである。内面と外面上半に黒色の鉄釉がかかる。素地は灰色を呈する。 C4区出土。

平碗(139~141・148) 139は体部破片で、外面下端にへラ先による鋭い沈線がめぐる。内

面と外面上半に淡緑色の灰釉がかかる。内面に焼き台(トチ)の痕跡がみられる。外面の露胎部

はロクロ削りである。素地は淡褐色で、かさつである。 SX2 出土。

140は体部破片で、やや深めの身と考えられる。内面と外面の上半に淡黄緑色のラすい灰釉か

かかる。露胎部はロクロ削りである。素地は精良・堅緻で、灰色を呈する。 A 8区出土。

141も体部破片で、ゆるい屈曲をもつ。内面と外面の下端をのぞいて、淡緑黄色の灰釉か'かか

る。露胎部はロクロ削りである。素地は淡褐色で、ややかさつである。 B9 区出土。

148は口径21.6Cmの口縁部から体部である。口縁部はややくぴれ、外反する。外面はロクロナ

デとロクロ削1)による凹凸が大きい。内面と外面上半に淡黄緑色の灰釉がかかる。内面に焼き

台の痕跡かみられる。破損面に漆つぎの痕跡がみられる。素地は淡褐色で、かさつである。 A

7 区出土。

おろし皿(142・143) 142は口径14.2Cmで、体部の立ち上力")は強い。口縁端音Ⅲよ外傾する

面をもち、その中央はわずかにくぱむ。底部内面におろし目がある。内外面ともロクロナデで、

灰釉か力、かる。素地は淡灰色で、堅緻である。 A6 区出土。

143は142より体部の立ち上か'りが弱く、口縁端部内倒K内端)が若干ひき出され、水平な面を

もつ。内面におろし目をもつ。口綵端部に淡黄緑色の灰釉がかかる。素地は淡灰褐色で、堅緻

である。 B 5 ・ B 6 区界線出士。

小皿(145・146) 145は口径5.4Cm、器高1.2Cmのごく小型の灰釉小皿である。底部外面は糸

切り無調整で、体部から口秋部は外反し、端部は丸くぉさまる。底部外面以外はロクロナデて

ある。内面から口縁部外面まで、淡緑色の灰釉か力・かり、素地は白灰色で堅緻である。 B 5 区

出土。

146は口縁端部の小破片である。外面に沈線のような条線がある。内外面に淡黄緑色の灰釉か

かかる。素地は淡灰色で、堅緻である。 B7 区出土。

水注(150)灰釉の水注体部上半部で、肩部よ 1)上に 2 条 1単位の櫛描直線文がめぐる。内

面は指頭圧痕か明瞭で、下部は弱いヨコナデが加之られる。外面下部はロクロ削1)で、注口

部外面は指頭圧痕である。外面に灰釉が施されるが、うすくかかっているため淡褐色を呈す

る。素地は灰色で堅緻である。内面に漆の付着かみとめられる。 C5区出士。

壷(147・149) 147は鉄釉の小型の平底の壺で、底部外面は回転糸切1)不調整である。外面

に黒褐色の釉の流れがあり、欝胎部は茶褐色を呈する。素地は淡灰色で堅緻である。 AI0区出

士。149は大型の四耳壺で外面に淡黄緑色の灰釉かかかる。内向は弱いヨコナデと指頭圧痕で、
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外面はロクロ削りである。素地は淡灰色でややかさっである。 B5区ほか出土。

折縁深皿(151)底部のみである。内面に淡黄緑色の灰釉がかかる。体割打マ半から底乱外面

周紋はロクロ削りで、その内側は静止糸切りか一方向のへラ削りである素地は淡褐色を呈し、

ややかさっである。約ν6破片で、足はみられない。 B8区出土。

丸皿(144) 144は口径10.ocm、器高2.4Cmの灰釉メし皿である。体部から口絃音Ⅲよゆるい陵を

もって屈曲し、口縁端部は丸くぉさまる。高台は低く削り出されたもので、その内側に転トチ

の痕跡がみられる。底部内面は釉か'拭いとられる。釉はオリープ色の灰釉で、業地は淡黄灰色

で、がさっである。大窯期の所産であろラ C8区出士。

3 )土師質土器(図版22 ・ 64)

器種は皿だけである。手づくねのものばかりで、ロクロ成形のものはみられない。法量から

大小2器種に分けられる。全体でも15点ほどしかない。

小皿(152~154) a類・ b 類の 2種がある。両者は形態・手法などが全く異なってお 1)、

時期が異なるものと考之られる。 b類は152の1点のみである。 152は器壁か'ラすく、色調'10土

もほかのものと明瞭に異なる。口径7.4Cmの小剛品である。端部は外方へ引き出され、端0IS上面

がわずかにくぽむ。底部は丸くなると考えられる。内面と口紋部外面はヨコナデ、外面体'底

部は不調整である。胎土は稍良で、淡褐色を呈する。底部内面は黒色を呈する B7 ' A7区

出土。 16世紀頃に比定される(第Ⅶ章 2 A)。

田類(153.154)は b 頬よりかなり器壁があっく、底音Ⅲよ平底にちかい。身は浅く、口縁0Ⅲよ

丸くぉさまる。口縁部内外面はヨコナデで、底部外面の不調整の部分とに若十の稜をもっ0 底

部内面は不明である。底部外面にはかるい指頭圧痕がみられる。胎土に小砂粒を臼む。153は

A 7 区、 154は A 6 区出土である。

大皿(155~161)口径H.4~13.8Cm、器高2.6~3.5Cmである。小皿のケJ 類の b 類はみられ

ず、 a 難iぱかりである。ただし、 155のみやや異なっている。 155は器壁か'ほかよ)うすく、つ

くりの差が感じられる。胎土は比較的精良で淡茶褐色を呈する。これ以外のものは小皿のa類

と同じく、器壁が厚く、ひとっの器種セットをなすものと考えられる。底0ISはやや丸く、体0"

との境は明瞭でない。口縁部の内外面を2段にヨコ十デする外面下位のヨコナデは特に強く、

体部との境が明瞭で突出するものもある。口歉端部は丸くおさめる外面体邵から底邵は不調

整で、かるい指頭圧痕かみられる。底部内面はヨコナデに先行する一方向の十デを施す0158は

口縁部内外面にタール状の付着物があり、159は黒褐色を呈する。それぞれの出土地点は156か

B 5 区、 157がA 6 区、 158がA 6 区、 159がA 7 区、 160がA 6 区、 161かSD57である0

V 出土遺物
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4 )珠洲焼(図版23~26 ・ 59~62)

珠洲焼は石川県の能登半島先端の珠洲市周辺で生産された中世陶器で、越後においても雑器

の主体をなす。越後では珠洲焼の系譜下にある在地窯が北部の北蒲原郡笹神村で一基確認され
せむ".●.t.1

ている(背中爽窯)〔川上貞雄1975〕か、本遺跡の出士品には在地産と考えられる珠洲系陶器はみ

られず、すべて珠洲焼と考えられる(第Ⅵ章2、第Ⅶ章2 A参照)。

個体数は中世の陶磁器のなかではもっとも多い。従来の県内の中世遺跡の調査例で、これほ

どまとまった資料は少ないため、別個体と考えられるものは可能な限り図化した。全体の器形

がわかるものは少ない。

壷(162~ 164 ・ 167~ 172)

叩き成形の壺T種(吉岡分%動がほとんどで、ロクロ成形の壺R種(同)は、ごく小型の179のみ

である。162は数点の破片から復兀したもので、底部と口縁部を欠く肩力阿金く張り、口縁部か0 、

大きい器形である。体部内面上端の口縁部との接合部はヨコ十デで、 2条の凹線様の段がめぐ

るが、さほど器壁は厚くならない。体部内面下端は底部との接合で器壁が厚くなり、段をもつ。

外面の叩き目は条線か細かい。内面は円形押圧痕である。灰色できわめて堅緻な焼成状況であ

る。 SE I ・ SK51・ A 8 区ピット14ほか出士。

163は完形品ではないが、全休の器形がほほ'復元できる唯一の壺である。口径15師、体音断至32

師、器高(推定)37師。口縁部は若干ひらき気味で、端部は外方へ短く折れ、断面三角形状とな

る。口頸部中位はやや器壁が厚くなる。体部と口縁部の接合部は器壁が厚くなる。体部は肩の

張らない器形で、外面の叩き目は条線力辻ヒ較的太く綾杉状に施され、内面は円形押圧痕である。

底部から体部下端はヨコナデで、底部外面は不調整で器面は粗い。口縁部から体部上半の外面

と底部内面に灰かぷりがみられる。ほかは暗灰色を呈し、胎土は粗く、焼成堅緻である。 SX2.

SD43・ SD48ほか出士である。

167~169は口縁部である。167は外反する口縁端部が外側に肥厚し、丸くなるが、一条の沈線

状のくぽみがみられる。灰色で焼成堅緻。 B7区出土。168は外反する口縁端部が外側に肥厚し、

その上面はヨコナデによってゆるくくぽむ。肥厚した外側の下はくぽむ。口縁部は短い。暗灰

色で、焼成堅緻である。 B 7 区出士。 169は外反する口縁端部外倶仂訓巴厚して丸くなり、 163の、

ようには尖らない。器面はやや褐色をおぴ、やや軟質である。 B 6 ・ B 7 区出土。

170~172は底部である。170は厚い器壁で、外面のヨコナデに一部やや条線の太い叩き目が施

される。内面はヨコナデ、底部外面は静止糸切りで、その周縁は圧痕で糸切り痕が消えてぃる。

体部外面下端に指頭圧痕がある。底部外面に漆と思われる黒色の付着物がある。灰色で、焼成

堅緻である。171は淡灰褐色で軟質のもので、外面に一部叩き目力坊缶される。底部外面は調整不

明。ほかはヨコナデである。 B 5区出士。172は器壁力辻ヒ較的うすい。底部外面は静止糸切りで、

内面はヨコナデで、凹凸か」ヒ較的大きい。底部内面は磨滅しており、壺を二次使用したか、あ

-48-



るいは鉢の可能性もある。灰色で焼成堅緻。 AI0区出士。

164は綾杉状の叩き目から、壺と判断される。叩き目の条線は比較的太い。灰色で焼成堅緻。

A 7 区出土。

小壷(179)体音1野董H.6Cmの小型品である。口緻部と体部上半を欠くため、全体の器形は不

明であり、☆則列もあまりみられない。底音Ⅲま不調整で、ほかはヨコナデである灰色で焼成咲、

緻。 A 7 区出士。

片口鉢類(173~ 178 ・ 180~223)

す1)鉢とおろし目のないこね鉢がある。破片のナ昜合、両者の区別はむずかしいナ勿合がある。

鉢はもっとも個体数が多く、編年上の指標になる口縁部の形態やおろし目の原体や施文方法

は一様ではない全体の器形を復兀できるものが少ないが、口径は15Cmから38Cmの帽がある

(第13図)。 25Cm前後から30cm前後のものが大半で、このなかで大小の2器種に分けられるよラて

ある。胎土は白色の粒十のほか、動物起源の「海紺唖力物骨針」〔宇津川徹ほか1980〕(図版70-3)

を含むものが多い口綵端部の形態は、端部外面で面をとるA類、丸くぉさめるB類、水平な

面をっくり出すC類、端面が内傾するD類に大別される(第14図)。それぞれ、細玲Ⅲよ一様では

なく、いくっかのバリェーションがある(第Ⅶ章2 A)。おろし目は条線か赤Ⅲ密で、断面か'鋭い、

ものと、太くて断面力雉屯いものがある。条数は、

8 条チ呈度のものから、密なものまである。ただし、

小1波yi'のものが多いので、全体の正確な条数は不

明なものが多い。底部外面は大半力沽φ止糸切りて 3530252015

珠洲焼片口鉢類口径分布第13図あるが、回転糸切りもわずかなから存在する。以
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下、口縁部が残っているものについてはこの形態分類を主に記述する。

口縁部A類(180~187)

180~187は口縁部がA類のものである。おろし目は細密で断面か鋭いものが多い。条線は少

右.'し、 0

180は口径34Cm、推定器高14Cm、底径12.4Cmで、体部下半は直線的にひらき、口縁音偸こかけて

ごくわずか内轡する。口縁端部は内端部が上方へひき出され、尖る。内外面でもロクロによる

凹凸か」ヒ較的めだつが、口縁部内面は細かな条線がみられ、ハケ状工具で調整したことがうか

がわれる。おろし目は巧本1単位で、細密で鋭利である。条数は不分明であるが12条程度か。

口縁部内面にへラ描の施文がみられる(図版62-4)。底部以外はロクロナデで、底部外面は静

止糸切りである。灰色を呈し、堅緻である。 SEI・SK51ほか出土。

181は口径31Cm、器高14Cm、底径14CⅢで、体部は直線的にひらき、口縁部が内轡する。口縁端

部は内端がわずかに上方へひき出される。片口は幅か狭く、方向か偏っている。内外面とも口

クロナデによる凹凸は比較的大きい。おろし目は細密で、幅3Cm、 12本が1単位で、全体は12

条と推定される。淡灰色を呈し、堅緻である。破損面に漆つぎの痕跡がみられる。 SD22ほか出

土。

182は口径30cm、器高14.2Cm、底径12Cmで、体部から口縁部までほとんど直線的で、器壁は比

較的うすい。口縁端部の内端部は尖らず、丸くぉさまる。内外面ともロクロナデによる器面の

凹凸は大きいが、内面はとくに著しい。おろし目は細密で、幅1.8Cm・12本、全体では12条と推

定される。淡灰色を呈し、堅緻である。底部外面は回転糸切りの可能性もある。 A6 ・ B6 区

出土。

183は口径28Cmで、口縁部はわずかに内轡する。内端は上方へ引きあげられるが、外端は比較

的メLい。器面にわずかな粘士紐の接合痕が残る。灰色で、若干軟質である。おろし目は細密で、

幅1.8Cm ・ 9 本 1単位である。全体の条数は不明。 B 5 ・ A 6 ・ A 8 区出土。

184は口径28師で、口縁端部は内端か上方へ引きあげられて尖り、外端も明瞭な稜をもつ。お

ろし目は不明。灰色で堅緻である。 B6 区出土。

185は口縁部の小破片で、内面にへラによる施文かみられる(図版62-5)。淡灰色で、やや軟

質。 A 5 区出士。

186は小破片である。内端部か'特に強くヨコナデされ、内側がくぽむ。灰色で堅緻。 A 8区出

土。

187は口径38Cmの大型品で、体部から口縁端部までほぽ直線的であり、器壁も一定してぃる。

口縁端部はA類であるが、内端の引きあげは顕著ではない。おろし目は細密な幅2.8Cm、18本の

1単位で、全体の条数は不明であるが、密で20条は数えるものと推定される。灰色で咲緻。 SD

57・ A 6 区ほか出土。



188~191は小型品である。 188は口径約15Cmのもっとも小さいもので、おろし目はないものと

推定される。口緑部はわずかに内轡し、口縁端部は面をもっが、内端部は引きあげられない点

は注目される。内面はハケ目様の条線がみられる。暗灰色で堅緻である。 A 8区出士。

189は口径約20師で、小破片であるが、おろし目はもたないものと推定される。口縁部は内轡

し、端部は水平な面をもっが、内外に広くのびず、面は狭く、 B類とは異なる。暗灰色で堅緻。、

B6区出土。

口縁部B類(190~194)

口縁部か丸味をもち、顕著に面をもたないものであるが、個体によるちがいは大きく、一様

ではない。190は口径約22Cmで、口縁音Ⅲよ直線的で、大きさに比して器壁はやや厚い。ロホ雛諾邵

はやや外傾する面をもっが、一般的なA類とは異なり、内外に引き出されてはおらず、全体に

丸い。おろし目はもたない可能性がある。灰色で、堅緻。 B 6 ・ C 6 区出士。

191は口径約24Cm、器高9Cm、底径10.4Cmの小型品で、全体の約 V5 を残し、全体の器形がわ

かる少ない例である。体部から口縁部は直線的で、端部は面をもっが、広く水平ではなく、内

端.外端ともに丸くなる。底部外面は静止糸切りで、体部外面下端に持ち上げのF尓のキ"頭圧痕

力巧曵る。おろし目はさほど細密ではなく、幅2.4Cm、 10本か1単位で、全体は12耒ほどである。

破損面に漆っぎの痕跡がみられる。灰色で堅緻。 SX2最下層出土。

192は口径約25Cmで、全体の約 VI0残存するが、おろし目はみられない。体部はやや丸味を

もち、口縁端部は上面が丸く、外端か外下方へ引き出される。内面下半部はよく磨滅する。"盲

灰色で堅緻。 C 5 ・ C 6 区出士。

193は口径28Cmで、器壁は厚い。口縁端部は丸味をもち、外端が外下方へ引き出され、内端は

ロクロナデで稜が明瞭である。おろし目はさほど細密ではない。全体の条数と1単位の本数は

不明。灰色で堅緻。 C 5 ・ B 5 区出士。

194は口径約25Cmで、口縁端音Ⅲよ丸い。内面にハケ目様の条線がみられる。灰色で、内面に灰

かぷりがある。堅緻。外面に研磨した傷があり、砥石のようなものとして二次使用したことか

考えられる。確認調査D トレンチ(B 5 区付近)出土。

口縁部C 類(195~215)

口縁端部に明瞭な水平な面をもっタイプである。おろし目は太くて浅いものが多く、木数も

多い。このタイプの口縁端音蹴よ水平な端面がわずかなか'らくぽみ、この部分がロクロナデで恵識

的にっくり出されてぃることかわかる。そして外端がやや外方にのび、その下0おがくぱんでお

り、端部の水平な面と外端部下を同時にロクロナデしたことが考之られる。、

195は口径約25Cmで、内外端か'ともに内外に引き出され広い水平な端面をもっ。端面はややく

ぽみ、口縁部内面もくぱむ。灰色で堅緻。 AI0区出土。

196は口径約24Cmで、内端力叫巴厚し、その下部が明瞭に大きくくぽむ。おろし目は太くて浅

出士遺物V
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<、幅2.3Cm、 7 本である。暗灰色で堅緻。口縁内端部がかなり磨滅しており、二次的になん

らかを研磨したと考之られる。 SX2上層出土。

197は口径26Cm、器高13.5Cm、底径12.5Cmで、いくつかの破片から全体を復兀したものであ

る。体部下半はやや丸味をもち、器壁がやや厚くなり、口縁部は直線的である。口縁端部は水

平な面の端面に若干丸味をもち、外端がわずかではあるが外下方へ引き出され、 C類のなかて

も B類に近似する。底面は静止糸切りである。おろし目は太くて浅く1喝3Cm、 n本 1単位で、

比較的密に施される。内面に灰かぶりがあり、灰色を呈し、特に堅緻である。底部内面は磨滅

するが、硬質のため顕著でない。破損面に漆つぎの痕跡がみられる。 C 5 ・ A 8 ・ A 9 ・ BI0

区出土。

198は口径約23伽、器高約12卯、底径11Cmで、体部にやや丸味をもつ。口縁端部は水平な面を

もち、外端がやや肥厚する。内面はロクロナデの凹凸か著しい。片口は幅か'比較的広いが、外

方への引き出しは小さい。底部外面は静止糸切りである。おろし目は太く、幅3Cm、Ⅱ本 1単

位で、全体で16条以上と推定される。不明瞭ながら中心からはヒまるおろし目がみられる。内

面から口縁部外面まで淡黄灰色の灰かぶりが箸しく、ほかは灰色を呈する。焼成は特に堅緻で、

底部内面の磨滅ははっきりしない。 C5・B5・A7・B6・B7区出土。

199は口径27Cmで、内外面の器面の凹凸は少なく、口綵端部も顕著に肥厚しない。端面は水平

でややくぼみ、外端がやや引き出される。おろし目は太くて浅く、幅1.9Cm、 7 本 1単位で、全

体は密に施される。底部内面周縁を起点としたおろし目がみられる。底部内面は磨滅する。淡

褐色を呈し、火を受けたと推定されるが、堅緻である。 A 5 ・ C 5 ・ B 6 区出土。

200は口径26Cmで、端面は広く水平な面をもち、わずかにくぽむ。内端の稜は明瞭で、外端は

引き出されている。おろし目は太くて浅く、幅2.5Cm、 8 本である。淡灰色で堅緻。 C 4. B 7

区出士。

201は口径約29Cmで、口縁端部に波状文をもつ。端面は水平でややくぽみ、内端は肥厚せず、

外端がやや引き出されている。端面の波状文は 1本のへラ先によるものである。灰かぶりがみ

られ、黒灰色を呈し、特に堅緻である。確認調査A トレンチ(B 8区付近)出土。

202は口径約29師で、口縁端部は広く水平で、ややくぽみ、外端が引き出される。端面に粗雑

な波状文のような条痕がみられる。おろし目は、太くて浅い単位は不明。灰色で堅緻である。

AI0区出士。

210は口縁端部が広い水平な面をもち、わずかにくぽむ。内端・外端ともにやや肥厚する。灰

色で堅緻おろし目は比較的太くて浅い。破損面に漆っぎの痕跡がみられる。 AI0区出士。

211は口縁端部の水平な面に 6本1単位の櫛描波状文を配するものである。端面は水平で内外

にやや肥厚する。暗灰色を呈し、堅緻。破損面に漆っぎの痕跡がみられる。 SD36.38出土。

212は片口を残すもので、口縁部は水平な面をもっ。片口は外方へあまり引き出されない。お



ろし目は幅3Cm、 10本 1単位で、太くて比較的浅い。暗灰色で堅緻。

213は片口を残す口縁部である。口縁端部は水平な面をもっが、内端・外端か'ともに丸く、

C類のなかではB類に近似してぃるおろし目は太くて浅い。片口はあまり外方へ引き出され

ない灰色でやや軟質である。破損面に漆っぎの痕跡がみられる。 B5 ・ B6 区出土。0

214は壺の口縁部の可能性もある。端部は明瞭にくぱみ、外端は強く外方へ引き出され尖り丸

味で、内端も鋭い稜をもつ。 AI0区出土。

215は口縁部かやや内轡し、丸く屈曲する。端面か'水平でややくぱみ、外端が著しく外方へ引

き出される。淡灰色で堅緻。 A 7 区出土。

口縁部D類(203~205)

口縁端部の面が内傾するものである量的に少ない。

203の端面は丸味をもち、内端・外端ともに丸く、外端下部はロクロナデによってくほ'まな

い淡灰色でやや軟質。 C4区出土。0

204の端面はわずかにくぽみ、やや内傾する内端の稜は比較的明暸で、外端もやや丸味をも

ち、その下部はくぽまない。灰色で堅緻。 B6 区出土。

205の端面は広く内傾しており、内端は丸くその下部が凹線様にくぽむ。器壁はうすい。太く

て浅いおろし目がわずかに残る。淡灰色でやや軟質。 B5区出土。

底部類(206~209 ・ 216~223)

口縁部を残さないものを一括して述べる。

206は器壁が厚い。おろし目は比較的細密で、幅3Cm、 18本、全体で16耒ほどと推疋される0

底部外面は静止糸切1)で、底部縁辺はおろし目の施文と同一の原体によって、一部面取1)され、

体部外面下端に深い指頭圧痕がみられる。灰色で堅緻。 A8 ' AI0区出土。

207のおろし目は細密で、幅2.5Cm、約14本、全体で16条ほどと推疋される。底部内面はよく

磨滅する。淡灰色でやや軟質。 SD22ほかA 6 ・ A 8区出土。

208は体部に丸味をもち、内面にロクロ十デの凹凸力堺頁著である。おろし目は太くて浅く、幅

2.5Cm、 8本、全体で16条ほどと推定される。底部内面はよく磨滅する。灰色で堅緻、やや粗雑

なっくりである。おろし目などからみて、 213と同一個体の可Hを性がある。 C 6 区出土。

209は大型品の体部である。おろし目は細密で、全体で8 条と推定される。内面はよく磨滅す

る。淡灰色でやや軟質。 A 6 ・ AI0区出士。

216~223はおろし目をもった底部である。 216は内面かよく磨滅し、おろし目をほとんどとと

めない。底部外面に糸切り痕はみられない淡灰色を呈し、やや軟質 C5区出土。

217は底部外面に確実な回転糸切り痕をとどめる唯一の例である。おろし目は細密で、内面は

磨滅する。淡灰色で堅緻。 A6区出士。

218は底面がやや丸く、体部外面は指頭圧痕などで器面があれている。おろし目は太く、帽



土器・陶磁器

1.8C"、 6 本である。全体は16条ほどか。灰色で堅緻。 SX2 下層出士。

219は器壁力吽寺に厚く、体部下半はくびれる。おろし目は太く、幅2.8Cm、 8 本、全体で・12条

ほどか。底部外血は糸の条線力汗瓜状をなすが、静止糸切りと思われる。内面はよく磨滅する。

淡灰色で堅緻。火を受けたと推定される。 B8 区出士。

220は内面かよく磨滅し、太いおろし目がわずかに残る。底部外面は静止糸切りである。灰色

で堅緻。 B6 区出土。

221は内面かきわめてよく磨滅し、ほとんどおろし目をとどめない。底部外面は糸切1)痕はみ

られない。灰色でやや軟質。 C 3 区出士。

222は内面か'よく磨滅し、太いおろし目力巧曵る。胎土や色調は200と類似してお 1)同一個体の

可能性かある。底部外面の糸切り痕は明瞭でない。淡灰色で堅緻。 BI0区出土。

223は体音Ⅲ波片で、おろし目は太く、幅2.8Cm、 7 条である。淡灰色で堅緻。 A 6 区出士。

こね鉢底部(173~178)

内面におろし目をもたないものである。底径は173がやや大きいほかは 8 ~ 9Cmで、おろし目

をもつすり鉢に比して相対的に小さい 0

173はやや大きめのもので、体部外面下半か'くびれる。底部外面は静止糸切1)である。内面中

央は著しく磨滅する。 4辺の破損面のうち 3辺はよく磨滅しており、破片の状態で研磨具とし

て二次使用したことか'うかがえる。壺の底部の可能性もあり、そうした場合壺の下半部のみ

を鉢として利用したことが想定される。灰色で特に堅緻である。 C5 区出土。

174は底部外面の糸切り痕の条線か'弧状を呈し、回転糸切りの可能性をもつ。内面は磨滅す

る。暗灰色で堅緻。 AI0区出士。

175も底部外面の糸切り痕の条線力秀瓜状を呈するが、渦巻がみられず静止糸切りの可能性が強

い。内面はよく磨滅する。灰色で堅緻。 B 3 区出士。

176は底部外面か青争止糸切りで、内面はよく磨滅する。外面の器面は黒灰色を呈し、器肉は淡

黄灰色を呈する。 SDI0・ B 9 区出士。

177は底部外面静止糸切りで、内面はよく磨滅する。灰色で堅緻。 B8区出土。

178は底部外面静止糸切りで、内面はよく磨滅する。淡灰色で堅緻。 C6 区出士。

甕 a65 ・ 166 ・ 226)

甕は個体数か著しく少なく、口縁部は226の 1点のみである。

226は口径約54Cmの大甕である。多くの破片があり、調査区のほぽ全域から出士してぃる。ロ

縁部は短く外反し、玉縁状に肥厚する。体部外面は叩き目、内面は円形押圧痕、口縁部内面は

ヨコナテである。叩き目は上部は水平で、下部では右下か'りとなる。底部外面には砂、かイ寸着す

る。灰色で堅緻である。 SX2下層からも出土してぃる。

165は体部破片で、外面は条線の比較的太い叩き目、内面は押圧痕で、炭化物かイ寸着する。暗



灰色で堅緻。 A 8 区ピット9 出士。

166は体部上端で、わずかに内外面ヨコナデ調整の部分がみられる。外面の叩き目はきめが細

かい。内面は円形押圧痕である。灰色で堅緻。 B5区出士。

研磨具(224 ・ 225)

須恵器や珠洲焼のような比較的堅い焼き物には研磨具として利用した破片がみられる。224は

甕の体部破片で、一方の破損面は新しいものであるが、ほかの面はよく磨滅している。灰色で

緻密。 B5 区出土。 225はす1)鉢の破片で、比較的太いおろし目を残す。 4つの破損面すべてか

磨滅している。暗灰色で堅緻。 C 3 区出土。

5 )越前焼・その他(図版26 ・ 27 ・ 63 ・ 64)

越前焼は量的にごく少ない。甕・す1)鉢・壺がある。越前焼と断定できないものもある。

(254)口径約70cmの大型品で、多数の破片がある。口縁部は '●背'.ー.毛,、・サ゛'・ノ"'

.§・一基涯'ー・ Y外反し、上方へ屈折して、比較的広い口縁帯となる。その上端部は ,邑.●■、、^

、'..,..',ー.
.■.、 ..

外反気味で丸くぉさま1)、下端部も垂下する。底部は広い平底であ ー・゛^

ニー
'

...C"゛'二●・・.
る。体部外面上端に横方向の4条の櫛目が上下2段にあり、その下

'〆、 1,t'ノ{'》,、冨.4

'、'X '劇声、"× 1に方形の押印がなされる(第15図)。押印は格子目を含むが全体の
ニ:t ぎ置・'1.i.

文様は不分明である。調整は口縁部から体部上端まではヨコナデ、 *f ゾ"ニゞず
体部外面はナデ、内面は指頭圧痕、底部と体部の接合部内面は強い

11・!"1.゛*、・部LY'1憙、、 j
ヨコナデ底部外面はワラ様の圧痕があ1)不調整、底部内面は指頭 'ー,',,.",.忠丈'ガ才、'、

圧痕である。底部はSE4の井戸底部に敷かれて検出され、ほかはSX
.^●●,、ー'.■.^1

越前焼押印第15図
2最下層をはじめ調査区のほぱ全域から出土している。 (1:1)

第16図に示したものは甕の肩部と考えられる。同一個体の破片か

何点かある。内面には指頭圧痕と粗いナデがみられる。器面は暗茶

褐色で、器肉は灰色を呈する。胎土は粗く、黒色や白色の夾雑物を

多く含む(図版64-5)。胎土や色調などから在地の盗器系陶器(北蒲
サ :3

原郡笹神窯など)かとも考えられたが、胎士分析の結果は越前焼か珠
.

.●、■●

洲焼で、狼沢・背中実領域とは対応しない(第Ⅵ章1)。越前焼の可
第16図越前焼(系)甕

能性が考之られるが、笹神村の権兵衛沢窯(中川成夫ほか197の、安 (1:3)

田町赤坂山窯〔渡辺文男1978〕など狼沢・背中爽窯以外にも中世の在地窯は知られていることか

ら、在地窯の可能性も考慮しておきたい。

このほか、甕の破片である78(図版18)も中世陶器と考えられる。内面は指頭圧痕と粗いヨコ

ナデ、外面はハケ目と叩き目である。叩き目はわずかではあるが格子状となる。色調は黒灰色、

で、胎土は黒色の小粒子を多く含む。 A6 区出土。胎土分析では珠洲焼とされる(第Ⅵ章1)が、

V 出土遺物
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1.士器・陶磁器

技法からみて盗器系陶器であ 1)、産地については第16図の甕と同様に考えておく。

すり鉢(227・228) 227は口径29Cmで、直線的にひらき、端部は水平な面をもつ。淡褐色で

焼成は軟質で、器面があれているが、内面に口縁端部まで達するおろし目が観察される。 BI0

区出士。

228は口縁部が内側に屈折し、広い口縁帯をもつ。口縁帯外面は 2条の凹線を配する。その内

面は'、くらむ部分があ 1)、その上下はくぽむ。淡褐色で、焼成堅緻。 C 7 ・ C 8 区出土。口縁

部形態は備前焼に類似する。加賀では16世紀末頃に備前焼の技法が直接的に移入されており

(作見窯)〔上野与一ほか1982〕、これはその可能性が考えられる。

(229)外面に断面三角形の突帯をめぐらす壺である。器面は茶褐色で、器肉は灰色を呈^

する。焼成堅緻である。 C 3 区ピット 2 出土。

大半が唐津・伊万里を主体とした肥前系陶磁器で、瀬戸・美濃焼を含むその他の陶磁器は少

ない近世陶磁器はV層には全く含まれず、 1層~Ⅳ層出土で、特に調査区南辺の7 ~10区に0

集中している。時期は16世紀末から幕末までのものがあるが、17世紀前半までの時期のものか

比較的まとまっている。
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1)肥前系陶磁器(図版29 ・ 65)

唐津焼

皿(230~238)見込みが遺存しており、重ね焼の方法がわかるもののうち、 231~233は胎

土目、 234~237は砂目である。

230はやや内轡する口縁で、内面と外面上半に透明釉か'かかる。 A6 区出士。

231~233は削り出し高台をもつ。いずれも底部内面に胎士目をとどめる。内面と外面の一部

に淡緑色の釉がかかる。 232は高台内倒Ⅱこも釉が及ぶ。 231・232は素地が灰色ないしは灰褐色を

呈し、 233は明茶褐色を呈する。 231はA 6 区、 232はC 8 区、 233は確認調査トレンチB( B 7 区

付近)出土。胎土目の手法から16世紀末から17世紀初頭に比定される。

234は削り出し高台で、底部内面に砂旧をとどめる。内面に透明感のある淡緑色の釉がかか

る。素地は灰色を呈する。 B8 区出土。砂目の手法から、]7世紀前半に比定される。

235・236は高台をもたず、底部外面は回転糸切り不調整である。いずれも内面に淡黄緑色の

釉か'かかり、砂目力巧曵る。素地は淡茶褐色を呈する。 236は身か深く、碗の可能性もある。とも

にC 3 区出土。 17世紀前半。

237は内面に段をもって直線的にひらくもので、削り出し高台をもつと考えられる。内面と口

縁部外面に透明釉がかかる。素地は淡茶褐色を呈する。表面採集。17世紀前半。



238は内面に鉄絵の施文がみられる。内面と口縁部外面に透明釉がかかる。 A7区出土。いわ

ゆる絵唐津で、16世紀末から17世紀初頭に比定される。

碗(239・24の 239は内外面に透明釉か力、かり、外面に鉄絵の施文がみられる。 C 3 区出

土。16世紀末から17世紀初頭。

240は削り出し高台をもつか、これは底部外面の周縁をのぞく内側をえぐりとったもので、接

地面には回転糸切1)痕がそのまま残る。高台外側面はへラ削りされる。高台に砂'目かと思われ

る融着物がみられる。内面にはへラによる調整で渦巻状の稜が生じている。内面と外面下端を

のぞいて鉄釉がかかるが、内面は全面ではなく、露胎部が残る。素地は赤褐色を呈する。 C9

区出土。17世紀前半。

瓶(249)外面には透明釉に鉄絵の施文がみられる。内面は暗黄緑色の釉がかかる。内面上

半はエゴテによる調整がおこなわれる。 B7 区出土。16世紀末から17世紀初頭。

壷(250.253) 250は器壁がごく厚いもので、底部外面は回転糸切り不調整、内面はへラに

よる調整で渦巻状の稜が明瞭である。素地は赤茶色を呈する。外面上半に鉄釉が施されていた

とみられ、わずかに釉の流れがみられる。 BI0区出土。17世紀前半。

253は壺胴部に貼1)付けた把手である。叩き成形で、内面に同心円文のあて具痕がみられる。

外面は鉄釉がかかる。 B5 区出土。同心円文あて具より16世紀末から17世紀初頭に比定される。

図版65-b は外面上半部に鉄釉を施す壺で、外面1ぱロクロ削りされる。 A 5 区出士。図版

65-aは、絵唐津の鉢と考えられる。

すり鉢(252)台をもっもので、内外面に鉄泥を塗る。内面に重ね積み焼成時の耐火砂を敷

いた跡がみられる。 AI0区出土。18世紀から幕末。

伊万里・磁器

碗(241.242) 241は伊万里染付である。 C 7 区出土。 242は全体に灰味をおびており、呉

須が褐色を呈する。 A 8区出土。

瓶(243)内面に釉がかからず、瓶と考えられる。高台接地面に砂の付着がみられる。 B7

区出土。

皿(244)染付ではない白磁の小皿である。高台は削1)出しで、面取りされる。外面の体部

下半から底部はへラ肖タ)である。高台接地面をのぞいて釉か'か力寸)、やや青味をおびた淡灰色

を呈する。高台接地面は淡茶色を呈する。素地は淡灰色できわめて精良・堅緻である。 A9区

出土。17世紀前半。

V 出土遺物

2 )その他の陶器(245~248 ・ 251)

245は透明釉がかった小型碗で、素地は粗く、瀬戸・美濃焼と考えられる。 BI0区出土。 246

は内面と口縁外面に透明釉がかかり、底部内面に桜の花のスタンプが押印される。外面はてい
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ねいなロクロ削りである。 C 6 区出土。 247は245と類似した素地で、瀬戸・美濃焼のごく小さ

な杯である。内面と外面上半に透明釉がかかる。 A5区出土。248は褐釉の瓶である。体部外面

のみ施釉される。産地不明。 AI0区出士。 251は高台を削り出したすり鉢である。鉄化粧され

る。素地は淡褐色を呈し、がさつである。越中瀬戸の可能性力阿金い。 BI0区出土。 246・248は

19世紀以降で、その他のものは17・18世紀頃に比定されよう。

2

当遺跡は丘陵裾部に立地しているため地下水位が高く、さらに斜面からの流水が多く木質遺

物の遺存状態は良好で、調査では100個体以上の木製品を得た。これらの遺物は井戸・土坑・溝

と遺物包含層(V層)から出土している。図示した遺物は全体の約半分である。

木製品には、什器類・調度類・履物類等の日常生活用品、木簡・木札類、建築用部材、杭を

含めた不明木製品がある。以下分類に従って記述していく。なお、遺物保管の不手際により、

ラベルを失い、出土地点が不明なものもいくつかある。

. 木製
「コ

ロロ

A.日常生活用品(図版28 ・ 29 ・ 66 ・ 67)

椀(1~ 5)図尓した椀はすべて同一の器形を呈すると考えられる。磨滅が著しいものの

削り出しによる輪高台を有し、高台部からなだらかな曲線で内轡気味に立ち上かるものである。

斉木秀雄の分類〔斉木秀雄1983〕では杭一Ⅱ類にあたる。

1は漆器杭である。図上復原により口径14.7Cmと推定される。口縁部の器厚か'4mmとやや厚

く、他の漆器椀に較べ鈍重な感じを受ける。内外面ともに黒漆が塗られているが外面に漆塗り

の際の横方向のハケ目力旧月暸に残る。口縁端部外面には内面に塗られた漆の盛り上か'りがみら

れる。全体的に雑な仕上げである。 SK53出土。

2は漆器椀で、高台径7.8Cmを測る。磨滅が著しいものの幅約3mほどの輪高台が残る。高台

部からほほ'水平に開き、体部下位が若干張り、体部はおおむね1と同様にゆるやかに立ち上か

る。器厚は全体に均一な厚さで3 ~ 4mをi則り、薄手に仕上け'られている。内外面ともに黒漆

を塗った後に朱漆で文様を描いている。漆の剥落が著しく施された文様の詳細は不明であるが、

植物(笹・竹か)葉と推定される。漆の剥落した部分では木地の上の下塗り力信忍められる。 B 5

区V層出士。

3 は漆器椀で、口径13.ocm、器高4.3Cm、底径6Cmと推定される。幅 3mm、断面四角形の輪

高台を有する。図上復原ではあるが当遺跡出土の木製杭の中で唯一器形の全体像を知り得た

例である。器厚は 2 ~ 3mmと薄く、木地仕上げ・塗りともに非常に丁寧である。器面には光

沢がある。外面黒漆、内面朱漆が塗られている。体部下位に木地整形段階での削り出しによる



右上がりの沈線が走る。 B6 区V層出土。

4は漆器杭体部破片である。 4 ×6Cm大で器厚は 5脚ほどである。図示した破片の他に同一

個体と思われる3.5× 5Cm大の破片が出士してぃる。遺存状態が良好でなく、特に外面の漆の剥

落が著しい。下塗り後内面朱漆・外面黒漆が塗られる。外面には朱漆で文様力斗苗かれるが、

部分しか残存していないため全容は不明である。 SX2出土。

5 は5.5×4.8Cm大の底部から胴部下位にかけての破片である。器厚はほほ'均一で5mほどで

ある。小破片であるため器形及び法量は不明であるか、輪高台の痕が見られることと底部から

ゆるい曲線で立ち上か'つてぃることよ 1)Ⅱ類と考えられる。器面には木目に沿って若干の凹凸

があるがおおむね平滑に木地を仕上げてぃる。内外面ともに黒漆を塗った後に朱漆を使って文

様を描いてぃる。小片であるため文様の全容は不明であるが、見込み部分には丸く区画した内

側に、稙物文様と推定されるものを描いてぃる。外面にも見込み部分と同じ文様を数力所描い

てぃるものと推定される。 C 5 区V層出土。

皿(6.フ)図尓した皿は 2点とも総高台を有する。器形は若干異なるが両者とも斉木分

類〔前掲書〕の皿Π類の範囲に含まれる。

6 は口径9.4Cm、器高1.1Cm、底径5.9Cmを祖11る。底部厚4 ~ 5mm、体乱厚 2 ~ 3mmで薄手に仕

上げられてぃる。高台外側 9mほどの部分をさらに削1)出し、二重の総高台を有しているよう

にみえる。底部から内轡気味に立ち上か'1)、口縁端部はやや外反気味に開く、漆は塗られてい

ないが木地仕上げは丁寧である。未成品の可能性もある。出士地点不明。

7 はほぱ完形の皿である。口径9.8Cm、器高1.7Cm、底径6.9Cmを測る。底部及び体部下位の器

厚6~9 脚、側壁厚2叩を測る。高台部から直線的に体部下位の弱い屈曲点まで開き、そこか

ら若干内轡気味に立ち上か'り、口縁端部がやや外反する。さほど丁寧に木地仕上げがなされて

おらず、器面全体にロクロによる凹凸が残る。全体に黒漆が塗られてはいるが、漆が薄く木地

が透けて見之る。 B 2 区Ⅶ層出土。

椀.皿には上記のほか図示しえなかったものが9 点ある。すべて漆塗りである。特にB6 区

ピット1出土の漆器皿は、器壁が薄く漆もしっかりしてお 1)非常に丁軍に作られている0

箱物(8 ~13.21)出土したのはすべて箱物の部材で、箱形に組み合わされた状態で出土

したものは一例もない。なお、すべて接合には木製釘を使用している(木釣'か竹釣'かは不明)0

8は倒片反である。長方形の柾目板で厚さ 7 ~ 9脚。左側面(実渕図上、以下同じ)下半に出1・2

卯幅約3師の柄を切1)出し、右側面上にも出 1師、幅0.7C"の柄を切り出す。上辺外側角のみ、

面取りされてぃる。釘穴は、左側の柄上、木口より6mm内側に 2孔、右側木口に 2孔、上Lに

は左側木口よ 1)2.4Cm、 4.2Cmの位置に上方より 1孔ずっ、さらにここには左側の八に父差する

に左斜め上方から1孔釘穴が穿たれてぃる。同様に下底面には左右両木口よ)6叩ほど内

1孔すっ、中央やや左寄1)に 1孔穿たれてぃる。計10孔の釘穴のうち 6孔に釘が挿さった

V 出土遺物
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状態で残っている。いずれも頭部は欠失している。釘穴はすべて径約3mmを測る。釘穴の位置

から側板4枚を組み合わせた後、一方の板の柄正面から他方の板の木口に釘穴を貫通させ、そ

こに釘を打ち込んで側板伺志を固定し、さらに同様な技法で底板を側板に固定したものと考え

られる。上辺に穿たれた 3孔の釘穴の意味は不明である。内側は上辺中央を中心に火を受けて

炭化した部分が広かる。刃物傷が両面、特に内側に著しく残る。 C5区V層出土。

9 は仰片反である。 5.フ×12.9Cmの長方形の柾目板で厚さ 9加を測る。右側面を下底面から 7脚

X3.2Cmほど、同様に左側面を上辺から 9mmX2.6Cmほど切り取り、それぞれに柄を切り出して

いる。釘穴は左仰井丙上、木口より5肌ほど内側に 2孔、同木口に 2孔、右倶井丙上に 1孔、同木

口に 2孔、下底面中央に 1孔、計8孔が穿たれている。そとうち 5孔には釘力巧曵っている。右

側木口に残る 1本は径4.5mmをi則 1)、頭部まで残っている。釘穴は倒片反正面では径4 ~ 5mm、木

口では 3mmを測り、断面円錘形を呈するものと考えられる。左側面下方及び下底面の外側面は

面取りされている。内側上辺中央はやや磨滅して穿み、そこを中心に火を受けて炭化した部分

が広がる。外側に数条の刃物傷が残る。 8と9は寸法や形状かほぽ同一で、出土地点が近いこ

とから同一個体の可能性が強い。 C5区V層出土。

10~13・21は箱物底板と考えられるものである。 10は柾目板材である。木目に沿って下方は

欠失し、残存部は幅4.60m、長さ11.1Cm、厚さ 1卯を測る。残存部分より台形を呈する板と推定

される。木口をそのまま残す左側面と上辺のコーナーを直線的に削り取っている。さらに上辺

の角の一音Ⅲよ面取りしている。上辺には左側木口より1.5Cmの位置に径2mmほどの釘穴が穿た

れ、正面中央部下方にも径約5脚の穴が穿たれる。試掘C トレンチ中央出土。

11は 6 ×15Cmの長方形の柾目板材で厚さ約4mmを測る。左仰仂井斤損するため全容は不明であ

る。右下コーナーは雲形に削り出され、その内倒様勺2伽の位置に径8mmほどの穴が穿たれる。

SX2 出土。

12は底板と考えられる柾目板材である。右側は折損する力巧曵存部は幅6.6Cm、長さ12.1Cm、厚

さ約5叩を測る。下辺及び左側木口は面取りしている。同木口より7脚内側に 2孔、下方の穴

に接する位置で1孔、下辺より3叩内側に 2孔、計5孔の釘穴が穿たれている。左側の2孔に

は釘力巧曵っている。面取り及び釘穴の状況より箱物のコーナーに固定されていた底板と考えら

れる。先端の尖クたもので押圧したと思われる溝状の窪みが、上辺に対し直角に約30条ほどみ

られる。裏面は火を受け全体に炭化している。遺存する釘頭部が炭化していることより、裏面

が底部外面にあたるものと考えられる。 SD57(B 4 区)出土。

13は底板と考えられる柾目板で、右側は折損し、下方は木目に沿って欠失する。残存部は幅

2.7Cm、長さ10.3Cm、厚さ6.5mmをi則る。左木口は面取 1)がなされ、内側 8mmと 5mmの位置に径

約3mmの釘穴が穿たれる。 SD57( A ・ B 4 区)出土。

21は柾目板材で上部は折損する。残存部は幅4.8Cm、長さ16.5Cm、厚さ 7 ~ 9mを測る。下端

^
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から上方に向ってしだいに薄くなる。両側面に法がつけられ断面台形を呈する。左下角は削ら0

れて丸味を帯ぴている。板中央、下端木口より3.5卯の位置から4.5Cm間隔で径約2mの釘穴が、

ほぽ一直線に 3孔穿たれる。下の2孔には釘が残っている。右仰1上音Ⅲこ刃物傷が残る。 B5 区

V層出土。

曲物(14~20・25~28) 14~20は曲物底板あるいは容器の蓋と考えられるものである。底

板には一枚板でつくられたもの(16)と、何枚かの板を合わせてつくられたもの(18・19)がある。

18は下方約 V4 が折損している。最大幅5.8Cm、長さ16.4Cm、厚さ 9mを測る。柾目板を使っ

ている。推定径は約23Cmである。周縁部側面は面取1)され、径約5伽の釘穴が3孔穿たれてい

る。板目に沿って裂けることを配慮したため、釘穴の穿孔は板目に対し直角か斜めの方向から

なされている。 1孔には釘が挿さったままの状態で残っている。裏面は火を受けて全体に炭化

している。 A 6 区V層出土。

19は曲物底板で柾目板を使っている。幅4.2Cm、長さ20師、厚さ 1卯を測る。両面・周縁とも

に丁寧に整形している。裏面中央に木目に沿って幅約1師、深さ約5mの溝が削られているか

意味不明である。周縁部側面に法をつけ、木目の方向を避けて径約4.5mm・深さ約2Cmの釘穴を

2孔穿っている。両側面にも若干の法がつけられるが、これは底板を隙間なく合わせるためと

考えられる。曲物の推定径は約25.5Cmである。 SE4 出土。

20は柾目板を使った曲物底板で左側4/5を欠失する。両面・周縁ともに丁寧に整形されてい

るが全体に木目が浮き出ており、使用頻度が高かったと推定される。周緑には若干法がつけら

れる。最大幅3.8Cm、長さ20cm、厚さ 7mmを1則る。曲物推定径は58.4Cmである。正面には尖った

もので押圧してつけられたと思われる細い溝状の窪みが数条走る。出土地点は不明。

14~17はその径が若干小さいことより蓋の可能性力巧曵る木製品である。 14は径8.3Cm、厚さ 5

mの円形の板材である。木目に沿って下半は欠失する。周縁部は若干法をつけて丁寧に削り落

とされており、断面平行四辺形を呈する。中心に断面円錘形の穴が穿たれていることよりつま、

み.把手等の装着が考えられる。蓋の可能性が強い。正面に刃物傷が数多く残っている。 C5

区V層出土。

15は円盤状木製品である。径約8Cm、厚さ約7mmを測る。両面・周歉部ともに丁寧に整形さ

れており平滑である。周縁部は若干の法をつけて丹念に削られている。柄杓等小物のはめ込み

式の底板であろラか。 C 5 区出土。

16は柾目板を使った円盤状木製品である。木目に沿って左半を欠失する。推定径13Cm、厚さ

8mを測る。丁寧に整形されてぃるか、両面には削1)による窪みが若干残る。周縁部は若干の

法をっけて削られ断面台形を呈する。はめ込み式の曲物底板と考之られる。 SX2出士。

17は板目を使った蓋であろう。左半は欠失し、残る右半も遺存状態は良好でない。長径11Cm'

短径現在長4.7卯、厚さは約1.5師である。周縁部を幅約6mにわたって薄くしている。本来楕

出土遺物V
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円形を呈するかもしれない。 C 5 区V層出土。

25~28は曲物倒1板と考えられる木製品である。 25は倒1板綴じ部で、板か'2枚重なクており、

φ邑5.1Cm、長さ 11.2Cm、厚さ 6 mm( 3 脚X 2 枚)をi則る。幅1.3mmの桜皮で綴じている。板は柾目

である。内面には 5~ 7mm間隔でほぽ平行に、木目に対しゃや斜めの方向に刃物による刻みか

入れられる。板を曲げやすくするためのものである。 SD57(B 3 区)出土。

26はキ反は柾目である。木目に沿って欠失しており、残存部は幅1.7Cm、長さ12.1Cm、厚さ 6 脚

を測る。上端内面角は面取りされ丸味を帯びている。内面には 8mm~ 1Cm間隔でほぽ平行に、

木目に対し直角な方向で刻みが施される。刻みのある面を内側にして緩く湾曲している。 SX2

出士。

27は板材で柾目を使用している。左右両端は折損しており、残存音Ⅲよ幅2.8Cm(2.4Cm十0.4Cm)、

長さ20.7Cm、厚さ3.5川を測る。これのみ 2枚の板を横に並べた状態で綴じている。横に並べて

綴じた板を使った曲物側板は他にその例をみないことより疑問が残る。折敷の可能性もある。

2枚の板が隙間なく綴じられるよラに合わされる側面には法をつけている。幅約 Icmの桜皮を

使って綴じている。下底面の内側4mmの位置に径3mmほどの穴を 1孔穿孔している。 SX2出土。

28は柾目使用の板材である。左右両端は折損している。残存部は幅約4Cm、長さ29Cm、厚さ

6伽(3側"× 2枚)を測る。 2枚の薄板を重ね合わせ、帽約 Icmの桜皮を使い 2 ケ所で綴じてい

る。下辺は平坦に削っているが上辺は若干の法をつけている。 SX2 出土。 27・28はその裏面に

木目を切る方向の等間隔・平行な刻みか見られず曲物側板とするには若干の疑問が残る。

火釜臼(22)今回の調査で出土した火鎖臼はこれ1点である。上下両端とも折損し全容は

知1)得ないが残存部は幅2.6卯、長さ16Cm、厚さ 1卯を測る。正面に 6 孔、裏面に 1孔焦げた柚

穴を有する。椚穴はいずれも径1.3Cm前後、深さ9肌前後を測る。裏面には焦げた部分が帯状に

広かる。 B 2杭付近(A ・ B 2 区)Ⅵ層直上出土。

板杓子(23・24) 2点とも飯などの穀類をすくうのに使用されたと考えられる。現在の杓

文字にあたるものであろう。両者とも一部分しか遺存せず全容は知りえないが、同一の形状を0

呈すると推定される。身よりやや細い板の部分から銀杏の葉状に広がり、板状の身の部分へと

続く。身の先端部は丸くなる。周縁部は面取1)され端部は丸味を帯ぴる。

23は厚さ5mほどの柾目板を使用している。木目に沿って左側の大部分を欠失し、幅広の身

の一部分のみ残存する。幅3師、長さ15mを測る。 C 5 区V層出土。

24は木目に沿って右倒1を若干欠失する。残存音Ⅲよ幅3.8Cm、長さ21.1Cm、厚さ4.5柳を測る。

身の先端部は使用によって若干磨滅する。両面に刃物傷が数条ある。 SX2出土。

箸状木製品(29~33)板材を縦割りにして角材を作り全体を粗く削り丸味をもたせる。 29.

30・33はその後さらに両端を削り尖らせる。 31・32は一端を尖らせ他端は木口をそのまま残す。

箸はすべてグリッドのV層及び腐植層よりの出土。

仁1
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棒状木製品(34) 34は太さ2.4×1.7Cm、長さ30.1Cmを測る。箸同様に板材を縦割りにした

後角をすべて面取りし、断面隅丸長方形を呈するように丸味をもたせる。下側ν3ほどを削り
ひ皇ηけう

細めさらに先端部を丁寧に削り込んで尖らせている。火鍛棒とも考えられるが、先端邵が炭化

してぃないため疑問が残る。出土地点不明。

漆塗り雲形肘木(35)右側を折損しており全容は知 1)得ない。残存部は幅4Cm、長さ6.6Cm、

厚さ6mを測る。経机などの裏面四隅に脚と共に付属する装飾品であろう。コーナーL子を構

成する2辺は本体あるいは脚に接着するため、ほぽ直角に削られている。 L子の知辺は面取り

されており、溝状の椚穴にはめ込んで接着し、長辺は平坦に削られ表面には漆が残る。漆を接

着剤として固定したものと推定される。連続する円弧で構成される雲形部分は面取1)され、両

面とも平滑に整形されてぃる。漆は塗りがやや薄いものの上質なものを使用しているためか光

沢が残ってぃる。全体に丁寧なっくりである。 B 5 区V層出士。

下駄(36~38) 36は一木から台・歯ともに削り出す連歯式のものである。つま先部分と踵

部分を若干欠失するが長楕円形の台に肉厚の長方形の歯を2枚削り出している。残存する口は

長さ 17.2Cm、幅9.2Cm、厚さ3.2Cmをi則る。歯は残りが悪く高さ.幅は不明であるが、厚さは 2

~ 3Cmほどである。遺存状態があまり良好でなく整形・仕上げにっいての詳細は不明である0

表の足の接する部分の窪みの状況より右足用のものと考えられる。 SD57(A 6 区)出土。

37は1幅5.2Cm、高さ9.6Cm、厚さ1.4Cmの長方形の差歯である。正面及び両側面は丁単に削られ

てぃるが裏面には鋸引きの痕跡と思われるものか'4 条残る。両面の上部には台の痕跡が明瞭に

残る。下底面は使用によって磨滅し丸くなっている。 A 7 区撹乱坑出土。

38は上辺9.1C'、下辺13.5卯、高さ7.7Cmを測り下方に広がる唆艮杏歯」の差歯である。上辺中

央部に高さ1.4師ほどの柄を削り出してぃる。両側面角は面取りされ丸味を市びている。 37同様

両面上部に台の痕跡力巧曵り、下底面は使用により磨滅して丸くなっている。試掘C トレンチ南

半出土。

B .木札・木簡(図版30 ・ 67)

当遺跡においては、昭和59年度の試掘調査時に出土した呪符を始めとして10数点の木札'木

簡がある今回は赤外線写真撮影の結果墨書が残っているもの、遺存状態か良好でその形状か

明確なもの6点を図示した。以下それぞれにっいて若干の記述をする。

54は呪符で長さ11.40m、幅2.5Cm、厚さ 3mを測る完形品である。長方形の柾目薄板を使い上

端部を山形に削1)出し、右倒孫承部下方を斜めに削うている。墨書が書かれている面は平滑に仕

上げられてぃるが、裏面は木目の凹凸が残る。昭和59年度に試掘C トレンチ南側V層から出

土。

釈文「(符み羽急、々如律令」

V 出土遺物



2.木製

符篠は二目呪符号である。

鶚も完形の木簡である。長さ15.1Cm、幅3.4Cm、厚さ 5肌を測る。長方形の柾目薄板の上端の

両角をおとし圭頭にしている。下半は両側から削って尖らせている。正面は丁寧に削られ平滑

であるが裏面には木目の凹凸が残る。赤外線写真によると正面に墨痕らしきものが認められる

か判読は不可能である。昭和59年度試掘C トレンチ南側V層出土。

56は木簡である。上端は方頭である。下端の尖った部分をわずかに折損する。長さ13.8Cm、

幅3.3Cm、厚さ 5脚を測る。板目薄板を使用している。墨書は最初の一字が読める。他は痕跡か

わずかに認められるのみで判読は不可能である。 A6区出土。

釈文 r中口区コ」
(カ)

57も木簡である。上端右側と左側面をわずかに欠失するもほぽ完形に近い。上端は方頭であ

る。板目薄板を使用している。長さ14.3Cm、幅3.1Cm、厚さ 5血を測る。図示した 6 点の中で墨

書か'比較的明瞭に残っている 1点である。両面ともに丹念に削られ平滑であるが、裏面に墨書

は認められない。 A 6 区V層出土。

釈文「三斗口口区コ」
(カ)

ち口口区ΣΣコ」

58は木簡である。おそらく V層出士と思われる。木目に沿った左側と、下方を欠失するため、

全容は知りえないが、短冊型を呈する。長さ13.3Cm、上端音帥岳1.7Cm、最大幅2.5Cm(推定)、厚

さ5川を測る。板目薄板を使っている。木口をそのまま残す上端部より若干膨みながら下方へ

伸びる。上端の5m下方ほぽ中央に径約5脚の穴が穿たれている。墨書は正面にのみ残る。 A3

区出士。

釈丈「すへさ口口」

59は左側面下方を若干欠失するかほぽ完形に近い。長さ13.2Cm、幅2.2卯、厚さ 4mをi則1垰豆

冊型を呈する。縦割りにした竹を使用していると推定される。上端に穴が穿たれてぃる。両面

とも墨痕はない。 B 3 区V層出土。

^
ロロ

当遺跡では多数の柱根・礎板が出土しているが、遺存状態が良好な掘立柱建物の柱根.礎板

を中心に図示した。

SB17 (61~72)図版31に掲載したものはすべてSB17の部材である。 60は柱穴 9 出土の柱

根である。 19.5×19.7C■角の芯柱(木の芯を使った柱)で残存長72.1Cmを測る。当遺跡における

最大の柱根で、遺存状態も良好である。 4つの角は幅約4卯にわたってすべて面取りしてある。

底面を含む全面に手斧等の工具によるはつり痕が明瞭に残る。すべて木目の方向に沿ってはっっ

ている。底面から3伽と5Cmの位置に正面からそれぞれ右側面、左側面へ貫通するように 1辺
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C.建築用部材(図版31・ 32 ・ 68)



3.5~ 4師程の正方形の穴か'2孔穿たれている。柄穴とは考えられず意味不明の穴である。

61は柱穴10出士の柱根である。 18.フ×18.8Cm角の芯柱で残存長60.6Cmを測る。 60同様に角を

幅約5Cmにわたり面取りし、正面下部には側面に貰通する穴か'2孔穿たれている。底面には工

具によるはっり痕が明瞭に残るが、側面は丁寧に仕上げられその痕跡はほとんど認、められない。

裏面下部は大きく削られ断面台形を呈する。

62は柱穴7 出土の柱根である。角柱を意識したと思われるが断面は歪んだ四角形を呈する。

9 ×12.7C"と他の柱根に比べて若千細い。残存長50.3Cmを測る。 68と同様に丸太の外側より木

取りされている。

63は柱穴15出士の柱根である。遺存状態が良好でなく、表面には木目の凹凸が著しい。観察

の結果約18×18.5Cm角の芯柱と推定され、残存長50.3Cmを測る。

64は柱穴13出土の柱根である。 16×18.4Cmの角柱で残存長51.8Cmを測る。両側面に柾目が出

る。底面にはっり痕か'比較的明瞭に残る。側面角の面取1)はさほど丁寧ではない。 4つの角す

べてに行われてはおらず、幅も一定ではない。

65は柱穴16出土の柱根で遺存状態は良好でない。約17師角の芯柱である。残存長39.6卯を測

る。幅約5.5Cmにわたって面取りされた正面左側角のみ遺存するが、これより他の角も面取りさ

れていたと推定される。

66は柱穴21出土の柱根で65と同様に遺存状態は良好でない。約18師角の芯柱である。角はす

べて幅4 ~ 5Cmほどにわたって面取りされていると推定される。残存長44.1Cmを1則る。

67は柱穴22出土の14×17Cmの角柱で残存長32.6Cmを測る。丸太を四っ割りにしたもので右側

面と裏面に柾目が出る。側面角の面取りはない。全体に工具によるはっり痕力畑肌奈に残る。

68は柱穴17出土の柱根である。 14.5×17.8Cmの角柱ではあるが、若干歪んでおり断面口形を

呈する。底面にはっり痕が残る。側面角は面取りされるかさほど明瞭ではない。丸太の外側邵

分から木取りしている。

69は柱穴22よ 1)出土した礎板である。形状から柱の下端を切り取って転用したものと考えら

れる。 14.4×16.8Cm角の芯柱で残存長28.7Cmを測る。 60・61と同様に正面から両側面へ貰通す

る穴か'2孔穿たれる。丁寧に仕上げられ、はっり痕跡はほとんど残っていない。

70は柱穴16出土の礎板である。木目に沿って中央で2つに割れた状態で出土した。幅26・4Cm、

長さ51.7Cm、厚さ7.6~9.6Cmを測る。上面は柱と接していたためか中央部が若干窪んでいる0

丸太を半裁し、両側面及ぴ上面を削って板に仕上げている。

71は柱穴10出土の礎板で70同様に木目に沿って中央で2つに割れている。幅28.5Cm、長さ33

Cm、厚さ3.2~8.6師を測る。左半の厚い部分の中央が若干窪んでいる。丸太を半裁し両側面及

び上面を削って整形している。下方の木口にはっ1)痕が残る。

72は柱穴20出土の礎板であるφ畠20cm、長さ37.1Cm、厚さ4.5~6.8Cmを1則る。 70 ' 71とは異

V 出士遺物

-65-



2.木製

なり丸太の外側部分を割り取って使用している。柱と接する上面は中央部を削り窪ませている。

両側面、底面も若干削り断面台形を呈している。

SB91(73~78) 73は柱穴10、 74は柱穴17、 75は柱穴9、 76は柱穴12、フ7は柱穴11、 78は柱

穴3よりそれぞれ出土している。図示した 6点はすべて丸太をそのまま柱として使用している。

底面にはつりの痕跡か見られる。側面には部分的に若干はつり痕が見られる。73と78が径約13

Cmとやや細く、他の4 点は短径で13.2Cmを測るものがあるが、長径はすべて18Cm前後を測る。、

残存長は77が40.7Cmで最小、 73が66.7Cmで最大である。

SB92 (79) SB92の柱穴 1 出土の柱根である。 13×16.8Cmほどの丸太をそのまま使ってい

る。残存長は52.3Cmを測る。底面は丁寧にはつられている。

SB93 (80~84) 80は柱穴 4 出士の柱根で14.5×17.7Cmの丸太を使っている。残存長は61.6

Cmを測る。側面下方と底面をはつっている。

81は柱穴7 出土の柱根である。遺存状態はあま1)良好でない。径約9Cmと細い丸太を使って

いる。残存長37.7Cmをi則る。

82・83・84は柱穴5 出士の礎板である。 3枚が重なった状態で出土した。上に立てられる柱

の高さを調整するためと推定される。 82・83が厚さ約3Cmと薄いのもこのためであろう。

その他(85~88) 85はB 3 区ピット 2 出土の柱根で径11×14.5Cmほどの丸太を使っている。

残存長は40.7Cmを測る。 86はB 3 区ピット 1出土の柱根で、 13×14.5Cmほどの太さである。正面

と右側面は平坦に削られている。底部にはつり痕が見られる。残存長は40.7Cmである。 87はA 8

区ピット12出土の柱根で底面径13.1×14.7Cm、残存長29.1Cmを測る。底面にはつり痕が明瞭に

残る。 88はA 9 区ピット21出土の柱根で径約12Cm、残存長51Cmを測る。丸太材をそのまま使用

している。

口

ロロ
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D.杭・用途不明木製品(図版30 ・67 ・69)

杭(39~48) 39~42はSX2 出士の杭である。 42は覆土中層より出土したもので上部は折損

している。径3.7Cm、長さ32.5Cmをi則る。 39~41は横井戸であるSX2 の出口部分で横に一直線

に並んで出士している。杭の先端は地山層に達していた(図版6 ・44)。最大径及び長さは39か

フ.2Cm ・ 97.2Cm、 40か'6.9C"・ 87.6Cm、 41力辺.8Cm ・ 43.2Cmを担11る。 3 本とも「く」の字状に曲った

枝を使用している。下端の先端部のみ削って尖らせている。特に39の先端部は丹念に削られて

いる。出土状況及びその形状から横井戸に関連する施設の杭と考えられる。

43~48はSD57西側杭列の真直な樹枝を利用した杭である。 A4区において出土している。こ

れに続く杭列がA 5 区で検出されている。上部はすべて折損している。径3.5~4.5Cmほどの枝

を使用し下方を削って尖らせている。

用途不明木製品(49~53)四は直径8.2C"、長さ15.4Cmを測る。丸太材を縦に半戡した後、



木口を削1)側面台形を呈するように仕上げている。用途不明である。 SX2下層出土。

50は杭の先端部分か襖と考えられる。上部は折損している。残存部は長さ21.1Cmを測る。 5.2

X6.8C"ほどの角材を使用し、表裏両面から丁寧にはっって先端部を断面椣形に仕上げている。

SD57( B 4 区)出土。

51は板材で帽4.5Cm、長さ13Cm、厚さ 2師を測る。左側は木目に沿って欠失する。右側面角は

ゆるやかな弧を描くように削ってぃる。小判型を呈すると推定される。 AI0区V層出土。

52は15×13.5Cmとほぽ正方形に近く、厚さは約6Cmを測る。 49同様に木口を削って断面台形

を呈するように仕上げている。 SD57出土。

53は農工具と思われる木製品である。木目に沿って左側半分を欠失する。残存部は幅6.4Cm、

長さ17.2Cm、厚さ 1.4Cmを測る。図上復原すると最大幅10.6Cm、先端剖紳昆4Cm、全長17.3Cmを測

る。長方形の板材の上辺両角を丸く削り、側面は下方に向って若干細くなるように削1り、下辺

角を.さらに丸く削り込む。周縁部は刃を意識したのか断面三角形を呈するように削っている。

中央部やや上方に3.2×3.7Cmほどの柄を装着するための正方形の穴が穿たれている。使用のた

めか先端部断面は若干丸味を帯ぴている。 SD12(B 9 区)出土。

V

3

出土遺物

砥石

砥石は図尓しなかったものを含め仕上砥5点、中砥7点計12点が出土している。いずれも時

期は確定できない。

中砥(1~ 6)中砥は方柱状を呈すものと肩平な直方体を呈すものに大別できる。前者に

は 1.2.3.6 があり、後者には 4・5 がある。石質はすべて凝灰岩である。方柱状を呈するも

のは4面に擦痕があるが、肩平なものにっいては側面にはそれがほとんどない。擦痕は0"分的

にしか観察できず、その方向は長辺と同じかあるいは右下が1)である。ごくわずかに短辺と同

方向.左下か'りの擦痕もある。方柱状の完形品の1と肩平直方体の4を中心に以下若干の記述

をイテう 0

1は角をわずかに欠損するもののほぽ完形である。中央部は2.フ×3.1Cmほどの太さで、全長

25.8Cmである。重量は520gと重く手に持って使用するには適さないであろう。使用により中央

部が磨滅して若干へこんでぃる。他の中砥に比べへこみ方が少ないのは、使用されて間もなく

折損し廃棄されたためと推定される。図の表面下端には幅lmの石鋸による切り出し痕がある。

上下両端面は、切り出した時のままで擦痕などは全くない。左側面上す而部を除くすべての端OB

角に幅3 ~ 5mm、長さ 6 ~20mmのV字状の溝がある。刃物等の薄い金属製品の仙1面を研磨した

のであろうか。裏面上端より6m下方の中央に、径6.5m、深さ2.5脚ほどのすり鉢状の八があ

. 石製
口

ロロ (図版33 ・ 69)



3.石製

る。穴の中心がやや左側にあり、裏面に対し右斜め上方から穿たれている。意味不明である。

B 8 区撹乱溝、 B ・ C 9 区出士。

4 は下方を折損する。石質が他のものと若干異なりやや粗い感ヒを受ける。上端部1幅2.9Cm、

厚さ1.7Cm、折損音帥畠4師、厚さ 2 ~ 6mm、残存長5.7Cmである。上端部から折損部左側にかけ

てしだいに薄くなる。右側面は擦痕は認められないものの磨滅して平滑であるが、左側面は若

干磨滅してはいるものの切り出し時の面がほぱそのまま残る。左側面を除く3つの面の上方に

はスス状の褐色の付着物がある。 B6区V層出士。

3 は図左上方の折損面に幅2mmと1.5mのV字状の溝か'2本走る。金属製品の側面を研磨した

ものと推定される。

6は表裏両面の左側角力沖勵.5~ 2脚ほどの平滑な面になっており、角を使って製品を研磨し、

たと推定される。

仕上砥(フ)図示したものの他に 4点出士しており、石質はすべて泥岩である。上半は欠

損する。幅3Cm、厚さ Icm、残存長7.8Cmと、肩平な長方形を呈する。両側面及ぴ下端面は擦り

切り痕を明瞭に残す。砥面は平滑である。擦痕は図の表・裏・左側面の3面にある。表・左側

面は右下か'りの方向である。裏面には数条の擦痕があるのみで方向も一定ではない。さらに左

側下半に幅約 lmm、長さ1.3Cmと 7mmのV字状の削痕がある。 A 7 区出土。

硯(8 ~1のこの他に剥籬した底面(一部側面を残す)か'1点ある。 8は黒色粘板岩を使用

した長方硯である。上方及ぴ右側は折損し、裏面は剥離している。幅6.1Cm、長さ4.9Cm、厚さ

1伽の陸の左側コーナー部分である。断面は台形を呈すると考之られる。下端には幅3.5mmほど

の縁が一部残る。陸面に削痕か残る。 SD22(B8 区)出土。

9は長方硯である。石質は頁岩と思われる。図の左側面を残すのみで他は折損し裏面も剥離

している。仰味柔に幅6mほどの縁か削り出されていることにより、これが硯の裏面と考えられ、

る。 B 5 区Ⅳ層出土。

10は頁岩を使用した長方硯のコーナー部分である。図右側及ぴ下方は折損し、裏面も剥雜す

る。図上端及ぴ左側面に擦り切りの痕が明瞭に残る。表面は上方が若干剥離するものの残1)は

比較的良好である。周縁を沈線で区画し、波頭文を線彫1)する。 SE60ゴミ層出土。

磨製石斧(H)石質は砂岩である。当遺跡南側の丘陵上に縄文時代中期のタテ遺跡〔高橋保

1985〕が存在することから、そこからの流れ込みと推定される。 B 3 区Ⅶ層出土。

^
ロロ
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4

12は鉄釘と考之られるもので長さは10.6Cmを測る。断面は肩平な長方形を呈する。 B 9(フ)

区スミ集中地点出土。

. 鉄製 上コ

ロロ (図版33 ・ 69)



13は腐食が著しく詳細な形状は不明であるが、残存する先端部はしだいに局平になっており

先端部は断面_角乎をすると推定されるタガネ状の鉄製品であろうか B7(25)区地山上

面出土

14.15は同種の鉄製品と推定される。頭部をやや斜めに作り出し若干広い面を持たせる茎

部は14が若干届平ではあるか両者とも方形を呈し、先端部は細く尖がっている長さは15か'22.フ

Cm、 14が19.70mを測る。 15は B 5 (13)区 V 層、 14は B 6 19)区 V 層より出土している 14 ' 15

ともタガネ状の鉄製品と考えられる。

16は鍬.鋤などの木製農工具に装着した刃と考えられるもので、台形状を呈している上辺

の左右両側をたたき出し、上辺を台形状に形作てぃる刃部幅は約10師、先端は断面角形

を呈する厚さが約3mmと非常に薄い

5

羽口と鉄津がかなり出土しており、鍛冶工房が存在したことか'うかがえる鉄津の出土状況

からみて、これらは平安時代のものと考えられる鉄津にっいては別に科学的分析を行った(第

Ⅵ章2)タガネ状の鉄製品(図版33 13~15)は鍛冶に関連した遺物の可能性が考えられる

羽口(第17図大.小2種ある。大型品 4 ・ 5 は外径15Cm前後で、厚さは 4 ~ 5Cmもあ

る外面に平行する凹線状の圧痕がみられるこれは製作時に外側にスノコ状のものを巻きっ

けたこと仁よるものと推定される胎士はごく粗く、小礫や砂粒を多く含み、熱を受けてもろ

い 5は先端部で、鉄津が溶着してぃる 4はSK68、 5はSD57出土である

1~ 3 は小刑品で外径10cm以下で、厚さは 2 ~ 3Cmである外面にスノコ状の圧痕はみられ

. 鍛冶関連遺物

V 出土遺物

1ず'・j'
..

ι,

^

^

八.
、
1
<
. 亀

冷
、

、
リ



6.銭

ない。胎土は大型品と共通する。いずれもA 6 区出土。

鉄津(図版7の総計約15kgの鉄津が出土した。遺構出土はSK24やSK77などを中心に2.3kg

を量る。しかし鉄津が出士した遺構のうち明確に平安時代のものと考えられるのはSK24・SK0

31のみである。

貨

第18図銭貨拓影(2

6
. 銭

B 6 区に設定したトレンチ出土の景徳元宝ao08年)である。

貨(第18図・図版64)

フ.胎士分析資料の考古学的所見

今回、平安時代の須恵器・土師器、中世陶器について、一部胎土分析を実施した。分析資料

の個別の所見は本章1 で既述し、分析結果については第Ⅵ章1のとおりである。また、考古学

的知見について第Ⅶ章1・2で若干'、れたが、胎土分析をするにあたっての問題の所在や、所見

について若干補足しておく 0

問題の所在①須恵器。現在のところ県内では9世紀後半以降の窯は、佐渡(島)小泊窯以外は

未確認である。この時期の須恵器は国を越えた広域的な流通が存在した可能性〔坂井秀弥1984〕

を想定し、佐渡などから移入していないか。②土師器。非ロクロ成形の甕(70)は手法や胎士か

まったく異なり、佐渡のものに類似する。その可能性はあるか。また、一般的なロクロ土師器

の生産地はひとつか複数か。③「珠洲系陶器」。越後では珠洲系の在地窯が北部で1基(笹神. ゴヒ
月

中爽窯)確認されており、番場遺跡の「珠洲系陶器」が「珠洲焼」か否か。珠洲窯と在地窯の流通圏

を明らかにすること。④「甃器系陶器」。「珠洲系陶器」と同様で、盗器系の在地窯が北部笹神窯

に数基存在する。問題も同じ。

所見資料のうち、中世陶器(越前系)の 1(実測図199)は観察者の誤認、(P78註 1)。越前系2

は胎土手法から越前焼、同3 は胎土が粗雑で在地窯と観察された。珠洲系とした16(第16図).

17は手法は珠洲系ではないが、色調から一応これに含めた。珠洲系1~14は在地産でない珠洲

焼とみてよい胎土・手法・色調である。なお、唯一の珠洲系在地窯の背中爽窯の採集品も2点

資料に加えた。白根市馬場屋敷遺跡は当遺跡よりさらに笹神窯に近く、その製品が搬入されて

いる可能性が強いことから資料に含めた。考古学的所見は第4表のとおりである。

金逮§
'、遍瀞、多プ

3)



第Ⅵ章自然科学の分析・調査

番場遺跡出土土器の胎土分析

A.はじめに

土器は粘土を高温で焼成して作られたものである。粘土を登り窯の中で1,350゜Cに達する高温

で焼成しても、その化学特性に変動が生じないことは粘土の焼成実験によって実証されている。

このことは土器生産の現場である窯跡から出土した多数の土器片を分析することによっても確

認された。すなわち、須恵器古窯跡には種々様々の焼成度の破片が出土する。これらを分析し

た結果も、その焼成度の違いによって化学キ寺性に変動がないことを示した。

また、重量パーセントにして30%の砂粒を加えて焼成した粘土を分析した結果も、添加砂粒

によって化学特性に特に大きな変動はないことを実証した。このことはまた、一窯跡から出土

した 2種類の破片、砂粒を含む破片と含まない破片を分析した結果でも、その化学キ寺性に特に

差違は認められなかったことによって再確認、された。

こうして、焼成度によっても、また、添加砂粒によっても、土器の化学ヰ手性は影響を受けな

いことが実証された。したがって、土器を分析して得られる化学1寺性は素材粘土の化学1寺性て

あることがわかった。

さて、粘土は岩石が風化して生成したものである。筆者は窯跡出土須恵器とともに、日本列

島の基盤を構成する岩石である花崗岩と、その上に分布する土壤、粘土も分析してきた。その

分析データをみる限1)、粘土の化学キ寺性は母岩に支配されているといえよう。したがって、岩

石の化学特性に地域差があるように、粘土、したがって、土器の化学1手性に地域差があっても

よいように思われる。この推定を実証するための絶好の試料が窯跡出土須恵器片である。須恵

器は 5世紀から12世紀にかけて日本国内の各地で製作された。須恵器は登り窯で焼成された。

その窯跡は考古学者によって各地に多数発掘されている。一窯跡からは通常、多数の須恵器片

が出土する。したか'つて、全国各地の、しかも、分析に供し得る多数の須恵器片試料が入手し

得る訳である。筆者はこの10年間に、全国各地の多数の須恵器片試料をエネルギー分散型蛍光

X線分析法で分析してきた。その結果、須恵器の化学特性には地域差があること、しかも、地

質構造に関連した地域差があることがわかった。この地域差を活用すると、胎土分析によって

土器の流通を追跡することができる。

本報告では、番場遺跡出土士師器、須恵器、中世陶器、及ぴ、白根市馬場屋敷遺跡出土中世

Ⅵ 自然科学の分析・調査
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番場遺跡出土土器の胎土分析

陶器の胎士分析の結果について報告する(第V章7、 P70参熈り。

B.分析の方法

土器の胎土分析では通常、土器片資料を粉砕し、100~200メッシュ程度の粉末にする。その、

ために、タングステンカーバイド製乳鉢(硬度9.5)が使用される。メノウの乳鉢では素材が軟

かすぎて、十分に粉砕できない。粉末にするーつの理由は試料を均質化することである。さら

に、粉末試料を成形して、試料と検出器の間の立体角を一定にし、蛍光X線の相対測定を可能

にすることである。この幾何学的条件か一定でないと、同一試料でも積分された蛍光X線強度

は一定にならない筆者らは通常、塩化ビニール製りングを枠にして、粉末にした士器試料を0

15トンの圧力でプレスし、直径20m、厚さ 3mのコイン状錠剤に成形し、蛍光X線分析試料と

する。

定量分析における標準試料としては土器と同質の畦酸塩試料が必要である。このために、地

質調査所から配布されている20種ばかりの岩石標準試料が使用される。とりわけ、 K、 ca、及

び、 Rb、 srの含有量か士踵交的バランスか'とれている JG-1が有効である。筆者はこの10年間、

終始一貰して JG-1を標準試料として使用してきた。また、その分析データにより、測定値の

佃常性もチェックできる。このため、分析データは JG 1による標準化値で表示される。

C.分析結果

1)番場遺跡出士土器

番場遺跡出土士器の分析値を第3表に示す。産地推定は終局的には判別分析法という統計学的

手法を導入し定量的に行うのであるが、そのためには生産地である窯跡と供給先である遺跡の

年代等の諸条件を整理しておかなけれぱならない。今回はこれらの諸条件が十分整理されてい

ないので、第3表に基づいて作成した分布図上で定性的に産地を探ることにした。

土師器士師器には生産地である窯跡は殆んど残ってはいない。したがって、須恵器のよう

に窯跡出土土師器に対応させる訳にはいかない。そのため、まず、ここに分析された10点の土

師器の胎土が同質といえるかどうかを調べるため、クラスター分析をした。 K、 ca、 Rb、 srの

4因子を使クてクラスター分析した結果を第19図に示す。このデンドログラムでは横軸に類似し

たものから順に試料番号を並べてある。縱軸は K、 ca、 Rb、 srの分析値から計算した類似度を

尓す。そして、類似したものから1偵に、遂次、横線で結んである。類似度が大きいと、縱軸の

間隔はせまくなり、逆に、類似度が下がると、縦軸のル邪雨は大きく開きギャップができる。第

19図をみると、 NO.1 ~NO.フ(本書の遺物番号の対照は第 3 表参熈りの 7 点の試料はよく類似した、

胎土をもつことを示し、 NO.5 とNO.9 の間には大きなギャップがあるところから、 NO.9 は他の試

料とは類似していないことがわかる。ただ、この分析法の欠点、は縦軸のギャップのある何処か



種別

土師器

第 3表番場遺跡出土土器の分析値(分析値は」G-1による標準化値でボす)

器種

甕

"

11

1

筒形土製品

11

実測図
番号

65

67

70

71

74

73

なし無

須恵器

椀

黒色無台杭

無台椀

長頚瓶

有台杯

大甕

K

"

0.515

0.628

0.500

0.627

0.608

0.531

0.57フ

0.415

0.290

0.574

0.388

0.454

0.555

0.371

0.383

0.541

0.402

0.460

0.420

0.392

0.423

0.350

0.482

0.634

0.511

0.456

0.473

0.500

0.592

0.515

0.572

0.562

0.423

0.484

0.491

0.401

0.433

0.430

0.496

0.431

0.436

0.668

0.690

0.697

Ca

0.191

0.267

0.228

0.135

0.436

0.331

0.367

0.154

0.416

0.288

0.182

0.252

0.160

0.326

0.218

0.157

0.341

0.253

0.087

0.211

0.179

0.118

0.275

0.190

0.225

0.207

0.352

0.282

0.456

0.276

0.413

0.382

0.483

0.323

0.385

0.171

0.252

0.273

0.384

0.295

0.240

0.343

0.344

0.355

"

Fe

Ⅵ

"

Ⅱ

2.71

1.95

1.70

3.20

2.27

2.35

2.29

1.23

2.52

4.50

2.42

6.フフ

1.43

1.85

1.99

1.40

2.21

2.57

3.59

2.60

2.62

2.74

1.81

1.37

2.34

2.03

1.98

2.07

1.66

1.79

1.73

1.71

2.56

1.93

1.78

2.03

1.60

1.68

1.79

2.01

2.58

2.39

2.57

2.59
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"

"

Ⅱ

Rb

11

24

19

85

81

89

82

な'し

長頸瓶

無 杯台

有台杯

0.422

0.439

0.555

0.418

0.498

0.514

0.471

0.373

0.196

0.363

0.474

0.282

0.702

0.519

0.485

0.732

0.442

0.523

0.475

0.431

0.489

0.392

0.553

0.557

0.479

0.611

0.531

0.535

0.67フ

0.582

0.648

0.671

0.411

0.562

0.447

0.475

0.462

0.524

0.442

0.527

0.452

0.639

0.615

0.608

"

中世陶器
(越前系)

n

Sr

0.312 兀

0.436 "

0.496 Ⅱ

0.210 Ⅱ

0.608 "

0.500 "

0.438 "

0.347 "

0.510

0.338

小泊0.362

不明0.380

登0.426 、

小泊0.657

0.494 "

小泊 or 能登0.433

小泊0.578

0.470 "

0.27フ Ⅱ

0.47フ "

0.358 11

不明0.291

珠洲焼0.541

越前焼0.434

越前焼or珠洲焼0.388

越前焼0.400

珠洲焼0.542

0.528 "

0.663 Ⅱ

0.574 "

0.637 "

0.597 "

0.626 11

0.540 "

0.655 "

越前焼0.414

珠洲焼0.561

0.508 "

0.662 "

0.468 "

0.433 Ⅱ

0.537 "

0.476

0.47フ

資料番号:第19~33図の番号

11

推定産地

中世陶器
(珠洲系)

"

地

"

Ⅱ

"

"

Ⅱ

片口鉢

11

"

"

"

199

254

第16図

226

163

187

198

182

180

197

192

184

196

205

203

183

208

162

78

なし

"

"

11

"

"

11

"

背中爽
窯陶器

"

"

明
兀

不
地

2
 
3

能r0

2
3
4
5
6
7
8
9

壺

料
号

資
番

2
3
4
5
6
7
8
9

鉢
台

4
5
6
7
8
9

蓋
鉢
甕

甕
甕

口

杯
片
大

W
1
2
3

W
Ⅱ
口
ー

^
^
^
^
^
^
^
^
1
2



番場遺跡出土土器の胎土分杤

ら別胎土であるかを判断する基準については何の情報も提示しないことである。したか'つて、

第19図ではNO.1 ~NO.7 を 1 群、 NO.4 ・ 5 を 11群、 NO.9 を 1Ⅱ群と 3 群に分類してもよいし、また、

NO.1 ~NO.5 を 1群、 NO.9 をΠ群の 2 群に分類してもよい。あるいは、 NO.1 ~NO.9 を 1群として

まとめてしまうことも可能であるどちらの分類がよいかはデンドログラムだけ、では判断のし0

ようがない。そこで、士器の地域差をもっともよく表示する Rb-sr分布図を描いてみることに

した。第20図には土師器のRb-sr分布図を示す。この図にはまた、佐渡島の小泊窯跡群出士

須恵器の分析値を全部包含するようにして小泊領域をとってある。そうすると、大半の土師器

は地元、小泊領域内に分布するが、 NO.9のみは孤立して分布することがわかる。第19図のデント

ログラムでもポされたように、やはり、 NO.9 の土師器は他の士師器とは別胎土をもつ、すなわ

ち、別産地の土師器とみる方がよい。しかし、 NO.4・5 は他の7点の土師器と同質の胎土をもつ

か否かは第20図をみる限り、判断することは難しい。ここではNO.1~NO.5 を 1群、 NO.9 をⅡ群の

2群に分類することにする。そうすると、 1群の土師器は小泊領域にほぼ対応することがわか

る。須恵器胎士の化学1寺性がそのままストレートに土師器の化学1寺性にまで拡張して適用でき

るかどうかについては未だ問題はあるが、地元窯の須恵器の胎土に類似した胎土をもつという

ことは地兀産の粘土を素材'として作った地元産の士師器である可能性か十分あると考えられる。

NO.9 の産地は不明である。

須恵器第21図には須恵器のRb-sr分布図を示す。また、佐渡島の小泊窯跡群の須恵器もプ

ロットしてある。そして、これらを全部包含するようにして小泊領域をとった。勿論、この領

域は定量的な意味をもつものではないが、少なくとも小泊窯跡群の須恵器はこの領域に分布す

ることを定性的に示す。そのため、各地の須恵器の地域差を比較したり、遺跡出土須恵器の産

地を定性的に手探りしたりする上には、この領域は有効に役立つ。第21図より、 NO.2 を除いて、

他のⅡ点の須恵器はほほ'小泊領域内に分布することかわかる。

第22図にはK因子で小泊領域に対応させてある。 NO.12を除いてほぼ小泊領域に対応する。

第23図にはCa因子で小泊領域に対比してあるが、 ca因子では全試料か'小泊領域に対応した。

Fe因子は土師器、須恵器とも胎土の1寺性を示す上で有効ではなかったので、解析因子として

は使用しなかった。

この結果、 NO.2 ・12を除く他の10点の須恵器は全因子で小泊領域に対応しており、地兀、小泊

窯跡群が有力な産地と推定される。また、これら10点の須恵器のうち、 NO.3・6 の 2点にはK、

Rb量が多く、かつ、 Fe量が少ない点で能登半島産の須恵器と同質の胎土をもつ。したがって、

胎土分析からみて能登半島産の可能性ももつことになる。このため、これらの資料については

再度、考古学的に器型観察を行う必要がある。しかし、大部分の試料にはFe量が多く、逆に、

K量が少ないところから、能登半島産ではなく、小泊窯跡群産とみられる。 NO.2 ・12の産地に

ついては保留しておく 0
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1.番場遺跡出土土器の胎土分析

中世陶器次に、中世陶器の分析結果について説明する。その前に、地元の狼沢窯、背中爽

窯の中世陶器、及び、能登半島の珠洲焼のRb-sr分布図を第24図に示しておく。背中実領域0

は珠洲領域に含まれるが、狼沢領域は珠洲領域をずれ、両者の相互識別は可能であることかわ

かった。

第25図には番場遺跡出土中世陶器のRb-sr分布図を示す。同時に、カメワリ坂窯、法住寺

1、2、3 号窯、西芳寺 1、2、3 号窯から出土した珠洲牧尭をプロットしてある。そして、これら

珠洲焼を全部包含するようにして珠洲領域をとってある。そうすると、番場遺跡出土の中世陶

器はすべて珠汾怜貞域に分布することがわかる。ただ、 NO.1・Ⅱ・16の3点は越前焼領域との重

複領域に分布するので産地推定をする上に注意を要する。

第26図にはK因子について、番場遺跡の中世陶器を背中爽領域、狼沢領域、珠洲領域に対比し

てある。全試料は珠洲領域に対応するが、背中爽領域には対応しない。したか'つて、 K因子で

背中爽窯産の可能性をもつものはないことになる。勿論、狼沢窯産の可能性をもつものがない

.番場遺跡の陶器
1ρ 1.0

.珠洲焼

狼沢領域 越前領域
珠洲領域 珠洲領域

RbRb .

第26図番場遺跡出土陶器のK量
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ことは第25図の Rb-sr 分布図よ 1)明らかで

ある。

第27図にはCa因子を対比してある。 ca因子

では珠洲焼と越前焼の相互識別は可能である。

そうすると、第25図のRb-sr分布図で珠洲1領、

域と越前領域の重複領域に分布したNO.1・11・

16のうち、 NO.1 と NO.11の 2 点には Ca 量か少

なく越前領域に分布することがわかる。他、

のすべての中世陶器は珠洲領域に分布した。

しかし、第28図のFe因子では珠洲焼と越前

焼の相互識別はできず、分析した番場遺跡の

全試料は珠洲、越前の両領域に分布した。

この結果、番場遺跡の中

0
世陶器はNO.1 ・11の 2点を

背中美領域
除いて他の試料は全因子て

狼沢領域

珠洲領域に対応したことに
珠洲領域

なり珠洲焼である可能性、

は高い。一方、 NO.1 ・11は
番場遺跡

Ca・ sr 量がやや少なく、
陶器

越前焼である可能性をもつ。

器形による検証も必要であ

る。
越前領域

次に、器形観察からみて

越前焼と推定された3点の

0

0

背中実領域

狼沢領域

珠洲領域

Ⅵ
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陶器のRb-sr分布図を第29図に示す。同時に越前窯

跡群出土須恵器もプロットしてある。狼沢窯の終末

期須恵器と初期中世陶器でその化学特性が同じであ

る。つまり、同じ素材粘士を使っていたことがわかっ

てぃるので、越前焼の代わりに越前窯跡群の須恵器

を使って越前領域を求めた。そうすると、 NO.1 は越

前領域をずれて珠洲怜頁域に分布したが、 NO.2・3は両

領域が重複する領域に分布した。この図だけではど

ちらに帰属するとも判別ができないので、第26・27・
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1.番場遺跡出土土器の胎土分析

28図に K・ca・Fe 因子を対比した。 ca因子で越前焼と珠洲焼の相互識別ができることがわかっ
1)

ているので、 ca 因子に着目すると、 NO.1は越前領域には入らず珠洲領域に、逆に、 NO.2 は珠洲

領域には入らず越前領域に分布し、それぞれ珠洲焼、越前焼と推定された。しかし、 NO.3 は Ca

因子で'も両領域の重複領域に分布し、どちらとも判別できなかった。

2)白根市馬場屋敷遺跡出士中世陶器
2)

馬場屋敷遺跡出士中世陶器の分析値を第4表にまとめてある。この結果に基づいてRb sr分

布図を作成したのが第30図である。 NO.9 ・10の2点は珠洲領域をずれて越前領域に分布した。

しかし、他の10点はほぽ珠洲領域に分布しているとみてよい 0

第31図にはK因子を対比してある。全試料が珠洲領域と越前領域に分布した。

第32図にはCa因子を対比してある。そうすると、 Rb-sr分布図で珠洲領域をずれて越前領域

に分布したNO.9 ・10の 2点は Ca量が少なく、 ca因子でも珠汾1領域をずれて越前領域に分布し

た。 NO.9 ・10は越前焼の可能性か高い。

第33図にはFe因子を対比してある。 NO.10は珠洲領域をずれて越前領域に分布したが、他の試

料は両領域の重複領域に分布した。

以上の結果、馬場屋敷遺跡出土の中世陶器のうち、 NO.9 ・10の2点は越前焼の可能性か高く、

他は珠洲焼と推定された。

ーフ8-

上述したよラに、胎士分析は土器の流通を追跡する上に有効な手段ではあるが、土器の年代

的差違は識別できない。土器の年代的差違は土器の器形観察による考古学的研究に従わなけれ

ぱならない。したがって、土器の流通を追跡する研究は分析化学者による士器胎土の地域差と

考古学者による土器の年代的差違に関するデータの組み合わせの上に成り立つことになる。こ

のことから、土器の流通を通して新しい歴史学を展開する上には考古学者と分析化学者との各

自の分野を超えた共同研究が必要であることがわかる。

このように異分野にまたかる共同研究によって新分野 1.0

越前領域を開拓しょうとする試みははヒめてのことであろう大 珠洲領域0

いなる心意気と展望をもって努力しなければならない。 10●

1) NO.1(実測図199)は二次焼成で淡褐色を呈し、これによって Q5 ●尋
.

.フ

越前焼と誤認、したもので、分析の結果と一致する。

2)越後の「珠洲系陶器」が珠洲焼か珠洲系在地窯の製品かどう

か判断するために、良好な資料を多く出土してぃる馬場屋敷

遺跡の資料の分析を試みた。資料の提供にあたウては白根市
0

0 05教育委員会と遠藤孝司の協力を得た。

3)今回の胎土分析資料の考古学的知見については、第V章7

( P70)、第Ⅶ章( P90 ・99)参照。(以上註は坂井) 第30図
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1.番場遺跡出土士器の胎土分析

資料出土
報告書番号種 観察器 推定産地FeCaK SrRb

番号層位

1 上層 甕 珠洲(生焼け) 珠洲焼図版51 1 0.2270.546 2.100 0.4800.544

甕( V期) 第39図 4 珠洲2 0.602 0.348 1.420 0.7030.729" "

すり鉢(V期 第40図Ⅱ3 0.2260.443 1.860 0.541" 0.474" 11

4 下層 壺Ⅲ期) 第H図2 0.503 0.656 1.960 0.550 0.710" "

甕(Ⅲ期 第Ⅱ図65 0.5500.550 1.460 0.625 0.699" " "

なし6 1.9300.500 0.5280.579 0.698" " 11

すり鉢7 0.406 0.470 2.010 0.5310.439" " " "

8 上層 甕 第39図 3 0.431 0.5300.5022.0400.352" Ⅱ

すり鉢 なし9 越前焼0.372 0.464? 0.169 2.180 0.308"

甕? 図版23 3・410 0.655 0.122 0.969 0.651 0.294" "

甕? 図版23 1・2 珠洲焼?H 0.611 0.297 1.490 0.5640.597"

すり鉢( V期) な'し12 0.390 0.4592.1700.259 0.446 11

1)報告書は川上貞雄・遠藤孝司1984である

2)出土層位の上層は「馬場屋敷遺跡」、下層は馬場屋敷下層遺跡」を尓す。両層は同一地点にあるが、厚い洪

水堆積層で上層・下層が分けられている

3)器種の編年区分は珠洲焼〔吉岡康暢1982b によるもので、坂井が加筆した観察は肉眼観察にもとづく推定

産地で、遠藤孝"による

須恵器窯

1 末野 7 基以上、 8 C 前~ 9 C 中)

2 下馬場( 2 基、 7 C 末~ 8 C 初)

3 西越(仮称、 6'以上、 7 0 末~ 9C

4 真木山・笹神(仮軌、関基以上、8C ~ 9C

5 小泊(30基以上、 9 C ~10C )

第34図県内のおもな須恵器窯と中世陶器窯の分布

中世陶器窯

6 背中爽(1 枯、 130、珠洲矛

7 狼沢 1号 IJ'、 14C、轟雑平

8 樅兵律i沢 1";、14 立詳畢

9 力、坂山 1",、 14 、立器早

跡

10 !.、場雌敷

揚陸土器出土地

"名立タラ,

12 寺泊タラ,

13 岩船タラ,

第4表馬場屋敷遺跡出土中世陶器の分析値

、

一

く二)須ル(器窯(数基以上
.須懲器窯

■珠洲系中世窯

'盡器系中世窯

,主番号のない1貞鳥..器窯は発掘調査されナ、ものに1製る

卿

、

゛

前
前
神
洲

越
越
笹
珠

゛



崎町番場遺跡出士鉄津

及び内越遺跡出土鉄津

A.出雲崎町番場遺跡出土鉄津・炉材鉱物の調査結果

概要

9世紀末葉~10世紀中葉に比定される番場遺跡出土遺物を調査して次の事力旧月らかになった。

遺物の性格は鍛冶工房跡である。鉄素材の成分調整を目的とする精錬鍛冶(大鍛冶)から鉄器

製作の鍛錬鍛冶(小鍛冶)まで行っている。各鉄津は鍛冶炉の炉底に堆積した椀形淳であった。

なお高チタン(TD含有の砂鉄製錬津の混入もあった。これは含鉄鉄津の鉄分の多い個所を採取

した残材と考えられる。

・炉材鉱物

・小鉄塊の金属学的調査

Ⅵ

1 調査方法

①供試材

第5表に示す。鉄津5種に炉材溶着鉱物2種である。

②調査項目

①肉眼観察②§動散鏡組織③粉末X線回折④EPMA(EI.dmnprobeMcmAnaly鵡0調査

⑤ビッカース断面硬度⑥化学組成

自然科学の分析・調査

-81-

大澤正己

2.調査結果

住)鉄葎(精錬鍛冶津:大鍛冶淳)Z-851、 Z 856

肉眼観察:両方共赤褐色を呈す杭形状の鉄津である。半分を欠損する。

三動散鏡組織: Z-851 鉄淳は白色粒状の Wustite: Fe0 と淡灰色多角形の UIV6Spinel:3Feo

. Fe203. Ti02 および Magnetite : Fe304、それらの間1凉の灰色盤状結晶の Fayalite :2Feo '

Si02 らから構成される。なお W山tite 粒内にも Ulvuspine1が析出している。

Z-85硫失津は UIV6Spine1 を析出した Wustite と Fayalite で構成される。

粉末X線回折:第6表に示す。同定結果は顕微鏡組織とほぽ同じである。回折プロフィール

は紙面の量に佑部艮があり割愛した。

EPMA調査:Z-85硫失津を特性X線像で示す。白色輝点が集中するところが分析元素の存在

を表わしてぃる。 wustite粒内の淡灰色析出物および粒界に Tiか検出される。砂生失系の精錬鍛

冶津の晶癖である。



2. 出雲崎町番場遺跡出土鉄淳・炉材鉱物
及び内越遺跡出土鉄津・小鉄塊の金属学的調査

化学組成:第7表に示す。製錬津に比べて鉄分が多く造津成分(si02+A1203+cao+Mgo)

は少なく、かつ階件微量元素も低減された傾向か'よく出ている。

Total Fe は多く58.9~66.3%であり、このうち酸化第 1鉄(Feo)力巧4.2~62.9%、酸化第

2 鉄(Fe203)24.01~24.89%の割合である。造淳成分は6.57~14.67%と少ない。 Ti02 は3.71~

3.75%、 Vか'0.11~0.12%とやや高目で、精錬鍛冶津の成分レベルを表わしている。

(2)鉄津住段錬鍛冶津:小鍛冶津)Z-854、 Z-855

肉眼観察:表皮側に木炭痕をつけた椀形津である。表裏ともに赤褐色で局部に鉄錆を溶ませる。

第5表供試材の履歴と調査項目

目査項調試料大きさ

推定年代出土位置
粉末X線サイズ重量顕微鏡 ピγ力ース

化学組成EPMA
断面硬度回折("m)(g)組織

9 C末~鉄津
0A9 V層Z・851 番場 100×85×30 545

10C中葉(椀形精錬鍛冶潮

B 5 (16~ 18)炉材
50×50×40 852 11"

V層下部仂ラス質鉱物)

B5(21)V層
120×80×38 3753 ""11

下の砂850718

B 6 (21~25)鉄淳
105×70×30 3204 11"

V層(椀形鍛錬鍛冶淳)

SK24 80×60×20 1955 11 1111

鉄沫
SK24 50×50×40 1306 " 11

(椀形精錬矧台津)

SK60
7 11 鉄淳W好失製錬津) 70×50×45 14511

850718

トレンチ 90×40× 17
9 C1圭半頃W・861 内越鋤宰(砂鉄製錬沫)

(流出津)SK26西

50×60×70
2 " (炉内1宰) 265

11 " 11

SK21
00小鉄堀過共析鋼)3 " 50×35×30 10011

(製鉄炉)
70×80×40

鏑乳砂鉄製釧宰) (流出鋤 24 " 11 11
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第 6 表粉末X線回折結果(1)

組物組成 Wustlte Magnetite
ボ性式 Feo Fe304

M力、ドN。 6 -615 19-626試料

◎ 0

弱

Ulvbsplnel
3Feo.Fe203.TI02

25-417

◎

0

強:◎> 0 > 0

鉄倖:精錬鍛冶津

炉材:ガラス質鉱物

炉材:ガラス質鉱物

鉄津:鍛錬鍛冶淳

鉄淳:鍛錬鍛冶津

鉄淳:精錬鍛冶津

鉄津:砂鉄製錬津

炉材:胎 土

符号跡名

Z・851 番場

2 n

3 11

4 Ⅱ

5 "
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三動散鏡組織:白色粒状の大きく成長した Wustite が多量に晶出する。 Fayalite は少量である。

粉末X線回折:第 6 表に示す。 wustite、 Magnetite、 Fayalite らが同定された。検鏡結果に

準じたものである。

化学組成:第 7 表に示す。 Total Fe は70%と精錬鍛冶淳(Z-851、 Z-856)より更に鉄分か

多く含有され、 Fe0 か'65.8~67.8%、 Fe203 は24.フ~26.9%である。鉄分の増加分だけ造津成

分は低減され4.52~5.13%となる。また、 Ti02 は0.52~1.47%も少なくなる。 V も0.088~0.11

%と少なくなる。これら成分構成と鉱物組成のWustite量から鍛錬鍛冶津に分類できる。

③鉄津価少鉄製錬津:炉内残留津)Z-857

肉眼観察:表裏ともに黒褐色を呈し、気泡少なく緻密な鉄津である。打欠き面をもつ。

三動散鏡組織:鉱物組成は白色棒状のⅡmenite: Feo、 Ti02 と少量の多角形結晶の UIV6Spinel

が共存し、灰色長柱状のFayaliteが粒間の隙間を埋める。高チタン含有の砂生失製錬津である。

粉末X線回折:第 6 表に示す。主要鉱物はⅡmenite であり、 UIV6Spine1 と Fayalite があとに

続く 0

EPMA 調査:図版75に示す。Ⅱmenite(Feo・Ti02)と UIV6Spinel(3Feo・Fe203'Ti02)の結晶

に Ti力阿金くさらに Feが重なって検出される。中央の円形結晶は金属鉄であり、これには白、

色輝点がFe のみが集中する。粒間のガラス質部分は Si、 AI、 ca、 Mg、 K、 Na らが存在する。

化学組成:第7表に尓す。製錬津は精錬鍛冶津や鍛錬鍛冶津に比べて鉄分が少なく、造津成

分や砂鉄中の脈石成分が多い。 Total Fe26.0%と低目で、 Fe0 か28.6%、 Fe203か5.39%で

ある。造津成分は39.28%高く、かっ Ti02 も21.68%と高値を示す。 V は0.24%とこれも多い。

Mn0 は0.97%と高目である。

(4)炉材ガラス質鉱物 Z-852、 Z-853

肉眼観察:多孔質の赤褐色ガラス質付着物面と、裏面側はスサ入1)粘土からなっている。

顕微鏡組織:暗黒色ガラス質基地に白色針状や点状のⅡmenite系Fe-Ti酸化物が析出する。

.

Ⅵ 自然科学の分析・調査

.

符号
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2

第6表
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粉末X線回折:第 6 表に示す。鉱物組成は珪酸系でα Quartz(si02)、α一cristobalite(si02)

それに MU11ite(3A1203・2Si02)で構成される。粘土の胎土も大差ない組成で、こちらは Fe0 を

若干含む。

化学組成:第7表に示す。鉄分はほとんど含有せず珪酸やアルミナ系である。 Total Fe は

3.01~6.0%で、 Fe0 が1.8~5..46%、 Fe203 は2.3~2.51%の割合でいずれも低値である。造

津成分は逆に多く、 85~90%を占める。 A1203が16.5~21.41%と高目である事から耐火度も高

かったと想定される。

3 まとめ.

番場遺跡は、高チタン砂鉄を原料とした鉄素材の鍛冶工房跡であった。鍛冶作業は、精錬鍛

冶から鍛錬鍛冶と連続した工程か'とられたと推定できる。鉄素材の供給地は、乙戊所在の合清

水製鉄址や金谷川内製鉄址〔中村孝三郎ほか197幻に比定しても無理のない鉄津中Ti02の分析結
1)

果が出てぃる。この地域に注目しておきたい。(番場と乙茂の距雜は約4km、推定年代も可能性

をもつ)
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B.内越遺跡出土鉄津・小鉄塊の調査結果

概要

古代に属し(第Π章3 A参照.)、製鉄遺構と炭窯を共伴する内越遺跡〔山本肇ほか1983〕から出

土した鉄津と小鉄塊を調査して次の点が判明した。

鉄津は高チタン(TD含有砂鉄を原料とする製錬津であった。小鉄塊は炭素(C)を1.3%含有す

る浸炭組織の過共析鋼であって、吸炭反応を考えて製鉄炉の竪炉と矛盾しない。鉄中の非金属

介在物(鉄の製造過程で金属鉄と分雜しきれなかったスラグや耐火物の混じり物)は呂チタン糸

と硫化物系の2種が検出された。砂鉄系原料であっても硫化物系介在物はTiを己有しない。今

後の金属学的調査において鉄器生産履歴の大きな指標になるものである。

1.調査方法

①供試材

第5表に示す。鉄津は流出津2点、炉内残留津2点、小鉄塊1点の計5点である。

②調査項目

第5表に示す。

1)大澤正己1981 79頁。 Ti02 として15.12~28.51%を含有する鉄淳が出土している。 Ti→Ti02 の換算値を

使用。



2.出雲崎町番場遺跡出土鉄津・炉材鉱物
及び内越遺跡出土鉄津・小鉄塊の金属学的調査

2.調査結果

(1)鉄津(流出津: W-861、 W'-864、炉内残留津: W-862、 W 865)

肉眼観察:流出津は黒色ないし小豆色の飴状肌の緻密な鉄淳である。炉内残留津は黒色から

黄褐色で粗懸な肌に木炭痕を残す。また裏面には高温で青灰色に変色した炉材粘土を付着する。

顕微鏡組織:鉱物組成は、流出淳、炉内残留津ともに、 Ulvospinel+ Faya1北e と、基地の暗

黒色のガラス質スラグである。いずれも砂鉄製錬津の晶癖を示す。

化学組成:第7表に尓す。製錬津は鍛冶津に比べると、鉄分は少なく造津成分、 Ti02ら脈石

成分は多い。 Total Fe は33.5~40.5%であり、 Fe0 か'41.2~46.3%、 Fe203 が2.14~6.42%

の害11合である。造淳成分は26.39~35.99%、 Ti02 は16.01~18.18%と多く、 V も0.16~0.39%、

である。また Mn0 も多く0.71~0.81%を含有する。内越遺跡の鉄津は CUがNi1とほとんど含ま

れていないの力吽寺徴で番場遺跡出土鉄津との差異は明らかである。

(2)小鉄塊(W-863)

肉眼観察:表裏ともに赤褐色を呈し、表皮に亀裂を走らせ、そこより赤黒色の鉄錆を溶ませ

金属鉄の残留を予測させる。る政性強い。

顕微鏡組織:研磨で観察できる非金属介在物はEPMAの項で述べる事にして、ピクラル腐

食(etchm創で現われた浸炭組織から記す。製鉄炉内で還元された低炭素鋼は、木炭にかこまれ

て、変態点(800゜C以上)以上で加熱されると、高温で発生したC0ガスカ雉失塊表面に浸入し、浸

入した炭素力井広散して内部に浸透し、表層は炭素量の高い鋼に変化する。竪炉は還元帯が長い

ので浸炭作用は起しゃすい。組織は白い素地がフェライ KFerrite:αε知、その中に薄片紐状

の析出物があるのは初析セメンタイト(cementite: Fe3C)であり、白黒層状にあるのかソぐーラ

イト(pearlite:フェライトとセメンタイトが交互に重なり合うて構成された層状組織)である。

鋼としては炭素量の高い過共析ε剛C :0.8%以上)である。

EPMA調査:図版76・フ7に示す。非金属介在物は 2種類存在する。図版76に尓す非金属介在

物は Ti系である。1寺性X線像のBE(組成像)に示す介在物は 4相に分かれてぃる。そのうちの

1は珪酸塩系である。主要組成は Cao-Mgo K20 A1203-si02系となり、図版76に定量分

析値と示している。 Ti02 は3.6%が固溶されている。 2 は珪酸塩介在物に析出した UIV6Spinel

(3Feo・Fe203・Ti02)である。 Ti02 は85.フ%と出ている。 3 は介在物を縁どる物質で硫化物て

あ 1) S として29.8%を含有する。この相には Ti02が2.3%検出される。珪酸塩介在物の周縁に

もう一種の相が存在する。燐の偏析帯でP205として20.6%が含有される。

1手性X線像の白色輝点集中度で介在物を観察すると、 1の珪酸塩部は Si、AI、ca、Mg、K、Na

らが重な 1)をみせる。 2 の個所の板状結晶は Tiで珪酸塩の周縁からも検出される。また、 S、

Pも円縁部に存在するのが判る。介在物は酸化物であるので0が珪酸塩とその円縁介在物に

すっぽり重なる。



試料

金属

成分 Total

Fe

92.5

図版77は、結晶粒界に析出した硫化物系介在物である。 Fe0 との共存でS として30.6%が定

量されてぃる。この硫化物系にはTiを固溶していないので、単独検出の時の履歴判定には注意

を要する。福島県新地町所在の金子坂遺跡の出土小鉄塊において、砂鉄系でありながらTiのな

いこの硫化物系介在物が検出されている〔大澤正ご198力。

ビッカース断面硬度:図版73に荷重lkgで測定した圧痕を示す。硬度は265で過共析鋼として

は、やや軟質である。フェライト部分の多い個所であろう。

化学組成:第7表に示す分析値は酸化物の測定値である。' Total Fe が47.0%でFe203が

45.4%と高目である。鉄津を含有しているのでTi02が10.01%とこれも多い。金属鉄の分析結

果を第 8表に示す。こちらは Total Fe か92.5%の中でC 江.3%、 siがやや多く0.43%、 Mn

低目の0.025%、 P は高目で0.15%、 SO.086%と P の偏析帯や硫化物系介在物が存在するので

これは高い。また砂鉄系であるのでTiは0.51%とこれも多いが、他の陪伴微量元素らは低目で

ある。

鉄

C Si Mn

0.43 0.0251.30

第8表小鉄塊の分析結果

P S CU Ti v ca co

0.15 0.086 0.008 0.51 0.038 0.004 0.031
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Ni AI Mg cr Mo sn

0.027 0.083 0.045 0.009 0.008 0.005>

3 まとめ

内越遺跡のSK21遺構は、高チタン砂鉄を原料とした竪形製鉄炉と推定される。還元された小

鉄塊は、 C :1.3%の過共析鋼レベルであ 1)、精錬鍛冶(大鍛冶)にかけて、硬鋼クラスの鉄素材

の原料となったと想定できる。産出鉄塊は、熱処理効果のあかる鋭利な刃物や工具類の供給源

になりえたであろう (62.4.19)0



1.平安時代

.

A.土

平安時代

年代番場遺跡の平安時代の土器は、遺構出士でまとまったものはほとんどなく、ここでは

包含層出土土器を含めた出土土器の全体から、時期を考えることにする。当期の土器は須恵器

と士師器であるが、供膳形態のなかで土師器の占める割合は、土師器が圧伊伯りに多い。奈良・

平安期の土器の供膳形態を通観するとき、須恵器が大半を占める時期から、土師器が多くなる

時期へと明瞭に変化することがわかる。たと之ぱ、県西南部(頸城地方・上越地方)の上越市今

池遺跡群の編年(以下r今池編年」と略す)〔坂井秀弥1984〕では、土師器の占める割合はV期(9世

紀前半.中葉)の2割から、Ⅵ期(9世紀後半)の7 ~ 8割に大きく変化する。これは県西南部の

あ1)方であり、地方によって多少の違いがあることも考慮されるが、北陸地方中部の加賀・能、

登においても同じ様相かみられ〔田嶋明人1986〕、広、寸也域で供膳形態の須恵器が激減するとい

う動きがあったものと考えられる。したか'つて、番場遺跡の土器もほほ'9世紀後半以降に比定

することが可能である。

越後におけるこの時期の土器としては、前述の今池編年Ⅵ・Ⅶ期の資料、同Ⅶ期の前半期に

比定される上越市一之口遺跡西地区出士士器〔坂井秀弥1986a〕、南蒲原郡栄町半ノ木遺跡出士

土器〔関雅之ほか1973・坂井秀弥1982〕などが知られており(第36図参照、)、これ以外でもかなり

存在する。今池編年のⅥ期とⅦ期の相違は、①供膳形態における須恵器の割合か'2~3割から

1割以下に減少する。②身の浅い須恵器有台材仂リ肖滅する。③須恵器杯類の底部糸切り技法がみ

られなくなる。④有台杯・無台材辻もに身のひらきが大きくなり、有台杯では高台が断面方形の

ものから丸いものへ変化する。⑤長頸瓶の頸部か太くなる、などの変化がある〔坂井秀弥1986幻。

当遺跡の土器では良好な遺構一括出土の土器がないため、土師器との量比は不分明である。

また、須恵器杯類の底部の糸切り技法は浦川原村・三和村末野窯〔小島幸雄ほか1983〕など県

内でも東海・東山道の技法が移入・定着した西南部にほぽ限定されるもので、ここでは比較

の対象にならない。これらの点を除くと、まず第一に須恵器の無台杯はおしなべて今池Ⅵ期土

器(今池SD3 出土土器)よ 1)器壁が薄く、底部に丸味をもつものがあるということが指摘される。

次に、有台杯は身の浅いものがなく、高台がすべて断面方形ではなく、ごく低く丸味をもった

ものであ 1)、有台杭という器種が存在することも注目される。長頸瓶の形態はⅥ期ではなくⅦ

期のものである。以上の点からみて、当遺跡の須恵器はほとんどすべてが今池Ⅵ期より後出し、

第Ⅶ章ま

器

め
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Ⅶ期に比定されよう。今池Ⅶ期前半は9世紀の第4四半紀から10世紀前半という年代観をもって0

お1)〔坂井秀弥1986a〕、当遺跡の土器もほぽこれに比定される。ただし、土師器では無台杭で

体部に丸味をもたず、調整か比較的粗いもの(35・39・40)は、今池Ⅶ期でも前半に比定される

一之口遺跡西地区出士土器にはみられず、これよ1)後出的で今池Ⅶ期の後半に比定される下新

町出土土器に類例があり、時期の下限は10世紀中葉頃まで下るものと思われる。有台皿(53)も

同様に新しいものと考之られる。

非在地系土器当遺跡の土師器は大半か'ロクロ使用のロクロ土師器である。ロクロ士師器で

ないのは甕(70)と鉢(73)、筒形土製品(74)のみである。筒形士製品は一般的な器種でなく、や

や特異なものと考えられる。鉢(73)も胎土や製作技法が同じで、両者は同時に製作され、伴出

していることから使用された場毛同じと推定される。これに対し、甕(70)はごく一般的な器種

でありなか'ら、胎土や製作技法が全く特異である。胎土は特に砂粒が多く、色調は褐色でほか

のロクロ土師器と明瞭に区別される。越後の土師器の甕においてロクロが使用されるようにな

るのは、 8世紀初頭頃で以後急、速に普及し、 8世紀後半には非ロクロの土師器がほとんど消滅

すると考えられる〔坂井秀弥1983・1984〕。したか'つて、製作技法上からは甕(7のは 8世紀まで

のものと考えられるが、形態や伴出する土器からみて、その可能性は少ないといえる。まず、

この甕は体部を欠失するものの、体部上端が直線的なことから、長胴の形態をとるものと考えら

れる。長胴の形態は古墳時代後期以降に出現するが、その時期のものは上越市山畑遺跡〔小島幸

雄197幻の例などから体部と口縁部の境は明瞭に屈折せず、ゆるく外反するのみである。これに

対し、この甕は体部と口縁部の境が明瞭に屈折し、口縁部は「く」の字状に直線的に外反するこ

とから、 6世紀から8世紀の間のものとしてはなじまない形態である。また、これ以外に土師

器・須恵器がかなり出土していながら、すべてか9世紀から10世紀の時期とみて大過ないもの

であり、これだけ別の時期とするのも妥当ではないと思える。

ところで、この甕に類似した例は越後にはみることができないが、佐渡には平安期の例で見
ばんば

い出すことができる。第35図は真野町浜田遺跡〔関雅之ほか1975〕と相川町馬場遺跡〔本間嘉晴

(関ほか1975 ・本間ほか1983原図)

Ⅶ ま と め
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1.平安時代

ほか 1983〕出士の土器である。・浜田遺跡の報告ではこのタイプは古式士師器第Ⅳに分類され、0

和泉期から鬼高期にかけての地方色の強いものではないかとされている。一方、馬場遺跡の報

告では「佐渡島内では奈良・平安時代の遺跡から出土する普通の梨のタイプ」とされ、底部は薄

手丸底で、器壁の厚さは2mmほどという。両者の報告で年代的位置づけが異なるが、浜田遺跡で

は平安期の須恵器に伴う土師器が全く不明とされている。浜田遺跡の平安期の遺構は竪穴住居1

基か検出されてお1)、これに伴う須恵器は多量に出土している。器種構成からみれば、明確な

時期決定の根拠を欠いているこのタイプの甕こそが平安期のものと考えるべきであろう。した

か'つて、平安期の佐渡では北陸地方で一般的なロクロ土師器が生産されず、非ロクロの土師器

が盛行していたという、きわめて特異な地域性が存在したのである。

以上のように、このタイプの甕を佐渡の平安期の土師器とすると、番場遺跡の甕(70)は佐渡

から搬入されたと考えられる。胎土力旧肌奈に異なるのはそのためであろう。出雲崎は本土側で

もっとも佐渡に近い位置にあり、交流もさかんだったことも予想される。なお、胎士分析によ

るRb sr分布では、この甕は佐渡の須恵器窯の小泊領域に重複する。

須恵器の産地供膳形態から須恵器が激減する9世紀後半以降の須恵器窯は現在のところ越

後では確認されておらず、県内では佐渡の小泊窯(第34図参照)〔本間嘉晴ほか1958、本間嘉晴

1986〕が知られているにすぎない番場遺跡出士の須恵器(12点)については胎土分析を実施した0

(第Ⅵ章1)。その結果、 1点は不明、 2点は小泊窯か能登で、ほかは小泊領域に対応した。対

比する資料が少ないためこれよ1)即座にこれらの須恵器の生産地を佐渡の小泊窯に求めること

はできないであろうが、士師器に佐渡から搬入されたと考えられるものが存在することからす

れぱ、須恵器も同様に搬入されている可能性は強いといえる。肉眼観察による限り、小泊窯の

須恵器と番場遺跡の須恵器は胎土や色調など共通する点力信忍められる。ただ、この時期の須恵

器は越後のなかでは西南部から北部の地域まで、胎士や色調などはほとんど共通する特徴かみ

られるため、これらがすべて小泊窯の製品であるとするには今後の検討が必要である。胎士分

析の結果、能登の可能性が指摘されるものがあることも同様で、今後の検討課題である。しか

し、 8世紀と9世紀前半頃を中心とする律令期には、土器はほとんど国を越えては流通しなかっ

たと考えられるが、かりに 9世紀後半以降そうした広汎な土器の流通が展開するのであれぱ、

その歴史的意義は大きい。なお、佐渡の須恵器の杯類・椀皿類は、すべて底部回転へラ切りて

あ1)、椀皿類が回転糸切りである南加賀の戸津窯〔吉岡康暢1983など〕などと異なっている。番

場遺跡の杭は回転へラ切りであ1)、手法からも佐渡産の可能性が指摘される。今後さらに胎土

分析のデータを蓄積する必要があろう 0
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B.鍛冶工房

番場遺跡からは総計約15k8の鉄樺が出士した。 SK24からは鉄津5308と平安時代の土師器が伴



出し、鉄淳は平安時代のもので、その時期に製鉄関連遺構が存在したことか"うかがえる鉄津

は製鉄の第 1段階の製錬、第2段階の精錬鈍勲台(大鍛冶)、第3ギ剣砦の鍛錬鍛冶(小鍛冶)のいず

れの段階でも排出される番場遺跡の鉄津は分析によれは第Ⅵ章2 、砂鉄製錬淳・精錬鍛冶

津・鍛錬鍛冶津の3種ともあるが、製錬炉が検出されていないことや鉄津の出里からみて、

精錬鍛冶と鍛錬鍛冶を行う鍛冶工房が存在したと考之られる

県内の製鉄関連'跡県内の製鉄関連遺跡の分布はおおよそ第36図のとおりである製鉄関

連遺跡はおおよそ第 1段1砦の製錬と第 2段階・第3段階の鍛冶ι、関連するものし、仂けられる

このうち製錬遺跡と考えられるものは、丘陵地帯に立地し、群をなしているものが多い取も

規模が大きいのはA群の笹神丘陵周辺であり、約30地点力垳寉認されているこれに次ぐ規模か

島崎川流域のC群である A群では豊浦町真木山遺跡B ・C地点関雅之ほか1981、 C群では

金谷川内・合清水の2遺跡〔中村孝三郎ほか197幻が発掘されており、ともに砂鉄を原料とした

8~9世紀の製錬遺構力哘寉認されている真木山遺跡B地点では2其の竪形炉、 C地点では製錬
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炉5基と木炭窯1基か'比較的良好に検出された。このほか、西山叩内越遺跡〔山本肇ほか198幻

でも砂鉄を原料とした 9 ・10世紀の製錬炉と木炭窯が検出されている(第Ⅵ章2)。木炭窯はす

べて登窯タイプである。時期は不分明なものが多いが、田伏製鉄遺跡が近世以降と推測される

以外は、奈良・平安期のものが大半と考えられる。

鍛冶関連の遺構と遺物が検出されている遺跡はかなり多い。製錬遺跡の場合、丘陵の斜面に

立地し鉄津が多量に散布していることなどから、発掘をしなくともその存在を知ることができ

るが、鍛冶関連遺構の場合、発掘後に鉄津の出土などによって判明することが多い。そのため、

未調査の遺跡は含まないのが原則である。これまでに知られた遺跡のあ1)方をみると(第9表)、

基本的には遺跡の性格か、鍛冶工房を主体とするもの(Aま動と、鍛冶工房が何らかの遺跡に付

帯して設けられてぃるもの(B^勵の2者に分類され、後者はさらに遺跡の性格によって、①一

般集落、②官衙関連遺跡、③祭祀関連遺跡などに分けられる。 A類には糸魚、川市原山遺跡・下

田村南中赤坂遺跡、 B類①には見附市片桐塚群遺跡・亀田町中の山遺跡・聖篭町山三賀Π遺跡・

上越市一之口遺跡、 B類②には新井市栗原遺跡・上越市今池遺跡、 B類③には相川町馬場遺跡

などがあげられる(以上の文献は第9表参照)。しかしながら、鍛冶遺構力畑月確に把握された馬

場遺跡.中の山遺跡.山三賀Π遺跡・緒立遺跡などの例もあるが、鉄淳やフィゴの羽口が出土

しただけで、これに関連する遺構か'まったく不明な伺ル多い。時期は栗原遺跡が奈良時代、今

池遺跡は奈良時代か平安時代、ほかはいずれも平安時代、とりわけ9世紀後半から10世紀にか

けてのものが多い。

鍛冶工房を主体とする原山遺跡・南中赤坂遺跡はともに台地上に立地し、水田を中心とした

農業生産を基盤にする立地条件ではない。原山遺跡は一辺3mほどの竪穴住居跡2基があり、

これに近接する数基の土坑から焼土、炭化物、鉄津、羽口が出土している。南中赤坂遺跡では

住居跡は検出されなかったが、焼けた土坑と羽口、鉄淳が検出されている。いずれも平女時代、

9世紀後半~10世紀のもので、鍛冶作業をするために台地上を選地したことが想疋される。

番場遺跡の性格番場遺跡は平安時代の遺構がいまひとっ明確ではないが、一般集落とは考

えられない。この時期の一般的な居住施設は掘立柱建物か竪穴住居である。竪穴住居は全く存

在してぃないし、掘立柱建物数棟と井戸数基は存在するとみられるが、集落遺跡で住居に使用

されたと考えられる掘立柱建物と比較すると、規模や構造がかなり異なっている。上越市今池

遺跡群や一之口遺跡西地区などの例からすると、一般的な集落内の住居は梁間2間、桁イ丁3間

程度で、柱間は 2m前後の等間となるものが多いようである。番場遺跡は傾斜地であり、こっ

した構造をとれなかったとも考えられるが、柱穴の配置の不規則性などはやはり建物の構旭自

体が定住性の強い一般集落の住居と異なることによるものと考之られる。こうした遺構の不女

定さに比較して鉄津かかなり多いことや、丘陵裾の狭い限定された場所に立地することも、生

産遺跡といシ性格を示唆する。しかし、士器の出土量や井戸の存在からみて、それか'ごく短期

Ⅶ ま と め
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2.中

間のものではなく、一定の期間かなり専業的に鍛冶作業力所テわれたものと推察される。鍛冶作

業には製錬された鉄素材から鉄製品になるまでに精錬鍛冶と鍛錬鍛冶の2つの工程があるが、

ここではこれが一連の作業としてなされたことがわかる。この鍛冶工房へ供給された鉄素材は

島崎川流域に多く分布する製錬遺跡で製錬されたと考えられ、こうした製錬の場が近くに存在

したからこそ、一時的ではなく、一定の期間専業的に鍛冶作業を行うことが可能であったとい

えよう金谷川内・合清水遺跡や番場遺跡の鉄淳からみて、その原料は砂鉄と考えられる。0

ところで、平安時代の9世紀後半から10世紀の時期には、遺跡の分布が沖積地内の自然堤

防上や台地上までひろがることが指摘される(坂井秀弥1985・1986釘が、鍛冶遺跡の多くか

これと同じ時期であることは注目される。これは一面では調査されている遺跡の多くがこの時

期のものであることと表裏一体であろうが、 9世紀後半から10世紀にかけては、律令期とは異

なった未墾地の開発が積極的に行われたこと〔坂井秀弥1985・1986a〕、そしてその背景に農工

具などの鉄製品が広く普及したことの2点が木唆されているように思われ、製鉄遺跡との関連

が想起される。

世
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2.中

A.土器・陶磁器

.

中世の土器・陶磁器の出士量は従来の県内で報告例のうち最も多い例と考えられる。これら

は種類が多く、構成は多様で時期幅もかなりある。遺構出土のまとまった資料は 1・ 2例しか

ないため、おもに型式分類を中心に、全体の構成をみる。

世

1)中国陶磁器

中国陶磁器の編年研究は近年の資料の増加とともにかなり進んできている〔横田賢次郎ほか

1978、森田勉1982、上田秀夫1982、小野正敏1982 ・1985など〕。横田ほか1982はおもに14世紀

中葉まで、その他は14世紀から16世紀までをそれぞれ対象としている。ここではこれらを参考

に年代比定をこころみる。

14世紀代までに比定されるのは、青磁・白磁・青白磁・緑釉がある。青磁では内面劃花文碗

の101・102(横田・森田分類の竜泉窯系 1-2類、以下同じ)、 103(竜泉窯系 1-4^動、蓮弁文

碗A類の104~110(竜泉窯系 1-5^動、同B類の116(竜泉窯系Ⅱぱ動、櫛描文皿の119(同安窯系

1類)がある。白磁では碗の125(Ⅳ奏動、皿の129( V ・Ⅵ類か)、口禿の碗・皿の126 ・127(Ⅸ^動

がある。青白磁では蓋の120・121、合子の122、梅瓶の123が、縁釉では盤の124がある。

これらのうち、横田・森田編年のⅡ期(11世紀中葉から12世紀初頭)に多いものが、白磁の碗

(125)・皿(129)、 1Ⅱ期 1小期(12世紀中葉から13世紀初頭)に多いものが、青磁の碗(101~103)、



皿(119)、Ⅲ期 2 小期(13世紀中葉)に多いものが、青磁の碗(104~109)、Ⅲ期 3 小期(13世紀後

半から14世紀中葉)に多いものが、青磁の碗(116)、白磁の碗・皿(126 ・127)である。月白磁

緑釉は13~14世紀頃に比定されよう。

一方、上田分類では青磁の蓮弁文碗A類(104~110)がB-1類で、13世紀から14世紀初頭に、

同B類(116)がA類で、 13世紀末から14世紀初頭に、同C類(111)か'B一Ⅱ1類で15世紀に、無文

の端反り碗(113. H4)がD類で、 H世紀から15世紀に、それぞれ位置ーブけられている香炉

(118)は筒形で15世紀代に位置づけられよう。白磁の皿(13のは森田分類のD類で15世紀、端反

りの皿(128)は E類で16世紀である。染付は碗(131)か'小野分類の碗C群{Ⅱ、 132も C群と考えら

れ、 15世紀後半から16世紀前半に比定される。 133の皿も同様であろう。

2)瀬戸・美濃焼

12世紀末葉に成立する古瀬戸は前期・中期・後期の三様式に区分され、それぞれ、 1~Ⅳに

細分されてぃる(藤沢良祐1984など〕。それによると、前期様式は12世紀末葉、中期様式は13世

紀末葉、後期様式は14世紀末葉にそれぞれ成立し、一様式ほほ'100年という年代観が考えられ

てぃる。また、15世紀末葉以降のいわゆる大窯期は11小期に区分されている〔藤沢良祐1986〕。

前期様式にあたるものは体部上半に櫛目文がある水注(150)である。おろし皿(142)は口縁輪邵

の内端がっまみ出されてぃないことから、前期の後半から中期の前半のものと考えられる。中

期様式にあたるものは、四耳壺(149)、折縁深皿a51)、小壺(137)、小皿(145)である。後期様

式にあたるものは、天目茶碗(134~ 136 ・ 138)、平碗(139~ 141・ 148)、小皿(146)、おろし皿

(143)、壺(147)である。これらのうち、天目茶碗(138)は赤味をおびた胎土で、口縁""の形状か

ら後期でも最末期で大窯期に近い時期と考えられる。大窯期にあたるものは丸皿(144)で、底邵
1)

内面の釉を禿いてぃることから第5 ・ 6小期に比定され、実年代は16世紀後半と考えられる0

Ⅶ ま と め

3)士師質土器

土師質士器は皿のみである。出土点数は比較的少ない。県内の中世の土師質土器皿の敷作技

法には、手ぐブくねのタイフ゜( A類とする)、ロクロ成形で底部回転糸切りのタイプ( B^動、ロク

口成形で底部回転へラ切1)のタイプ(C類)、手づくねで横ナデの調整を行わないタイプ(D類)

がある。 D類は新井市坪ノ内館跡〔坂井秀弥ほか1986〕に散見される程度で、ごく少なく、 C類

は水原町水原館跡〔川上貞雄197力に多くみられるが、全県的に一般的なものではない。 C類は

伴出遺物から、 14~16世紀と考えられる。 A類・ B類は県内ばかりでなく、全国的にも中世を

通して一般的なものであるが、分布はそれぞれ明瞭に異なる。畿内と北陸地方は手づくねのA

類、北陸を除く東国では糸切りのB類が主体をなすものと概観される。また、鎌居においては

1)当遺跡出土の瀬戸.美濃焼は藤沢良祐氏に実見のうぇ、編年的位置を教尓いただいた0



2.中

13世紀にA類がけっこうみられることか'知られている明艮部実喜1985.〕。当遺跡ではすべてか

A類である。

県内の従来の資料は、さほど多くはないが、おぉよそのあり方は類i則できる(第37図)。まず、

最も良好な資料として白根市馬場屋敷下
A (手、ブくね) B (糸切 1)) C (ヘラU」り)

層遺跡〔川上卓雄ほか1984〕がある。この

遺跡は厚い洪水堆積層に覆われており、

世

13世紀末(1289)から14世紀初頭(1310)ま

での紀年銘木簡5点を伴っていることか

ら、時期的に限定できる。この士師質皿

はすべてA類である。一方、 B類は白根

市若宮様遺跡〔川上貞雄ほか1984〕・水原

町掘越館跡〔川上貞雄ほか1979b〕、小国町

御館〔大河内勉ほか1985〕、上越市至徳寺

跡〔小島幸雄ほか1983〕、新井市坪ノ内館

跡〔坂井秀弥ほか198田、長岡市三貫梨遺

跡〔駒形敏朗198力などでみられる。これ

にはA類が遺跡内で伴出している例がある

が、伴出遺物からいずれも15~16世紀と考

5m0
E一→^,ーー「一ーー^
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又'ヨ=.グ

13

C

之られる。そして、伴出遺物がほぽ15世紀
( 1 ; 5 )

に限定される三貫梨遺跡では比較的出土
第37図 越後における中世士師質土器皿の変遷

(各報告書原図)
量が多いにもかかわらず、まったく A類か

含まれないことが注目される。かつて15・16世紀代のA

類とB類は地域的な分布の偏差があるものと考え、15~

16世紀の時期には両者かイ共存するとの見通しを述べた

〔坂井秀弥ほか1986〕が、こうした例を勘案すると、 15世

紀代にほとんどB類によって占められる時期が存在した
1)

という可能性も強い。そして、このタイプの後にA類か

再び盛行するものと子測される。この時期のA類は坪ノ

内館跡、上越市春日山城跡〔小島幸雄編197フ~1984〕に典
第38図

型的なように、口縁部が外反し端部が上方につまみ上げ

1)三賀梨遺跡では珠洲焼がV期に主体をおくことから、15世紀前半代を中心にB類が盛行したと推測される。

坪ノ内館跡の報告ではA類とB類が同時期との認識から、館跡の成立期を15世紀後半と考之たか、時期が異

なるとすれぱ、成立期は15世紀前半まで遡るであろう。なお北陸地方の越中以西の地域では13世紀以降にB
類が卓越することはない。
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られて断面が尖るものである。これは畿内と同様の手法で、北陸地方全般でも共通しており、

その背景に畿内の製作技法が広く普及したことが考えられる。当遺跡のb類(152)はこの時期の

ものである。

他方、13~14世紀と考えられるA類の資料は、馬場屋敷下層遺跡例のほかに上越市今池遺跡

〔坂井秀弥ほか1984〕、黒埼町釈迦堂遺跡〔関雅之1973〕、燕市長所遺跡〔関雅之ほか197田、中之

島町杉之森遺跡〔戸根与八郎ほか1976〕、柏崎市関野遺跡〔坂井秀弥19釘〕(第38図)などにも数例報

告されてぃる。これらはいずれも珠洲焼Π~Ⅳ期かイ半出しており、時期は13・14世紀にほぼ1眼定

される。口緑部内外面ヨコナデで、底部外面か不調整、体部内面がナデという調整は共通する

ものの、器形は当遺跡例に典型的なタイプ(A1類)と馬場屋敷下層遺跡に典型的なタイプ(A2

^勵に分けられる前者は口縁部と底部の境にヨコ十デによって生じた稜が突出しているが、後

者はこれが顕著ではない。この相違は時期差に由来する可能性が考えられるか、当遺跡を含め

て時期決定できる資料に乏しく、両者の前後関係は明らかではない。ただ、前者は器壁が厚く、

口縁部を2段にナデる手法より古様が感じられ、12世紀後半から13世紀代に比定される可能性
1)、、

がある。155は器壁が薄く、口縁部の形態が若干異なり、新しいとも考之られる。

なお、士師質皿の出土量は日常雑器とみなすにはあまりにも少ないと考えられ、東日本同様、

畿内とは異なった様相かみられる。日常雑器ではなく、非日常的なもの〔河野真知則Ⅱ986〕であ

る可能性は強い。日常雑器としては木製品を考慮する必要があろう。

Ⅶ ま と

4)珠洲焼

陶磁器類のなかでもっとも出土量か多い。珠洲焼は 1~Ⅶ期の編年区分が明らかにされてい

る。各期の年代観は 1期(12世紀中葉~13世紀初頭)、Π期a3世紀前半~中葉)、Ⅲ期(13世紀後

半)、Ⅳ期(14世紀)、 V期住5世紀前半)、Ⅵ期a5世紀後半)、Ⅶ期(16世紀前半)である〔口岡康

暢1982b ほか〕。

片口鉢珠洲焼のうち片口鉢は出士個体数が多いことに加えて、口縁部の形態やおろし目な

どから編年基準にしやすぃ。前述したように片口鉢は口縁端部の形態から、 A ' B ' C ' Dの

4類に区分した。 A類は端部に面をもち、内端を上方へつまみあげるタイプ、 B類は面を丸く

おさめるタイプ、 C類は水平な面をもっタイプ、 D類は端面が内傾するタイプである。この区

別はおおよそA類=Ⅱ期、 B類=Ⅲ期、 C類=Ⅳ期、 D類=V期に対応する。この分類を模式

化するとそれぞれのタイプのなかのバリェーションの変化を類推できる(第39図)。すなわち、

①内端のっまみあげ'が顕著な段階、②これがゆるい段1砦、③内端の調整が外端と同様になり、

め

1)鎌倉期初頭前後に畿内の手法が東日本にも影響を及ぱしたと考えられる。ただ、北陸地方をのぞけぱその
影響は鎌倉など点的かっ一時的なものであ 1〕、在地の様相にはあまり変化はみられない。

2)これはあくまでも形態分類であって、生産地でこの変化は確認.されてはいない。今後の課題である0



2.中

両端とも丸くなる段階、④外端か外方へひき出される

段1砦、⑤端面が水平かややくぼみこの面を明瞭につく

り出す段1砦、⑥内端が内方へひき出され、端面が広く

なる段1砦、⑦端面が内側に傾斜する段階、である。

④・⑤の段1砦では外端はやや尖1)気味であるが、⑥の

世

に'、くらむ。これを編年区分と対応させると、①・②

の段1砦力江1期、③・④の段1砦がⅢ期、⑤・⑥の段1砦か

Ⅳ期、⑦の段1砦がV期となる。ただい87は②の段1砦

であるが、内端の引き出し力湿頁著でなくぉろし目の条

数が多いため、ここではⅢ期に含めた。⑦の段階では

端面に櫛描波状文を配するものが多いが、当遺跡出士

例にはⅣ期の 2伺K201・211)にみられるが、 V期のも

のにはみとめられない。

片口鉢のおろし目はA賀UΠ川Dのものは明らかに細

密で、 C類(Ⅳ期)のものは太く、口縁剖北の対応力旧月

瞭である。 B類は191・193のみおろし目がわかるが、

比較的太いものと考えられる。全体の条数ではA類か

12条前後、 C類は16条以上で、 B類はわからない。

4

( 192 )

端部か明暸に水平にな

り、中央がややくぱむ。
5

外端は鋭角になるが、
内端は鈍角である。

(199)

6

(200)

器種構成以上の分類をもとに、図示したものの各端面か内傾し、内端下
1)部のくぼみが大きくな

期の個体数を算出すると、第10表のとおりになる。別 7 る。外端下部(d)はく

!購 形 訂髭
乢L、

内端のつまみあげ力塩頁

著でなくなり、この部

分の断面は直角にちか

い。端面はゆるくくぱ
む。

3

個体と認識したものについては基本的に図化している

ので、これ力斗瓢ぽ全体の状況と判断される。片口鉢類

のうち、口縁端陪'かやや直立し、内端

の引き出しかみられない189と、底部、

片口

が回転糸切りの可能性をもつ174は 1
2 (174・

期に、おろし目のないこね鉢はΠ期に、

Π
口縁部が残らないものについてはおろ

し目を基準比定した。壺・甕について

は叩き目や口縁部の形態をもとにした。

1)珠洲焼の資料の多くは吉岡康暢氏に実見
V

のうぇ、編年的位置を御教示いただいた。

14

内端のつまみあげがな

くなり、外端と同様、
丸味をおぴる。

ぱまず、'、くらむ。

外端(b)がつまみ出さ

れるようになり、端部、

は丸味をおび、端面が

不明暸である。外端の
下音獣 d )はくぽむ。

こね鉢

6 a72 ・ 173 ・ 175~178)

B

" we叉ぷNず鯵f゛゜') X翻御')

" W(フ':')■゛0.・岡 1 (226)

I a62)

2 ? 170. 171

ノ」、gE

I a79)

.".ー、

、司、"ノ

端面か広くなる。外端
が厚くなり、内端も内、

側に引き出され、内端

の下音以 e)にくほみか

生ヒる。

3 (203~205)

(203)

第39図珠洲焼片口鉢の口縁部変遷椣式図
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器種別にみると、片口鉢類が圧伊拍りに多く、壺・甕がごく少ないことが注目される。壺は叩

き成形のT種のみで、小形のロクロ成形のR種がなく、全体の器種構成は単純である。また、

各期の実年代の幅を勘案すると、13世紀に対して14世紀がやや少ない個体数を消費していたこと

が推測される。もっとも基本的な陶器である珠洲焼により、遺跡の年代を推考するならば、 1

期からV期までの12世紀後半から15世紀前半までは生活が維持されていたといえるが、Π期か

らⅣ期の13.14世紀代が中心でⅥ期の例か1点も出土していないことから、15世紀後半にはいっ

たん生活が維持されなくなり、空白期になると推測される。Ⅵ期には珠洲焼の生産量か減少す

るといわれるものの、県内では能登・越中同様なお雑器類の主体をなすと考えられるからであ

る。

生産地今回の調査で出士した中世陶器にっいては20点を抽出して胎土分析を実施した(第Ⅵ

章1)。新潟県においては北部の笹神丘陵周辺に中世の歪器系と珠洲系の在地窯が知られており 、

そうした製品が番場遺跡出土品に含まれてぃたかどう力怖寉認する必、要があったからである。そ

の結果、珠洲1よ矧系)の17点にっいては社地の珠洲系陶器窯である笹神村背中爽窯(Ⅱ期、13世紀

前半頃)の製品と判断されるものはなく、 1点をのぞいて産地は珠洲窯と推疋された。越前焼と

推定された片口鉢(205)は肉眼観察では還兀焔焼成で、越前焼とは考えられないことから珠洲糸

陶器の可能性もある。

従来、県内では背中爽窯の存在から、在地の珠洲系陶器か力屯、'り流通していたとする意見か

あり、報告書などでは「珠洲系陶器(陶質土器)」と呼称されることが多かった〔関雅之1973〕。これ、

に対して県内の「珠洲系陶器」は基本的に珠洲焼で、在地産の製品は笹神窯周辺の狭い範囲に流
1).,

通してぃたとする意見もあった。胎土分析の結果は上記のとおりで、背中爽窯の操業期のΠ期

の製品もすべて珠洲焼であった。また、新潟平野中央部の白根市馬場屋敷下層遺跡出土叩にも

在地産と判断されるものは皆無であり、背中爽窯などの在地窯の製品は操業時においても呆

北部の阿賀北地方(阿賀野川以北)を中心に流通したと考えられる。それ以外の珠洲糸陶器」

は基本的に珠洲焼とみてよいであろう。背中爽窯の製品は胎土の特徴などから珠洲焼とおお

よそ識別が可能と考えられ、その流通圈を明確にするためにも、今後、珠洲焼」か珠洲糸陶

器」かの判断が要請されよう。番場遺跡の珠洲焼をみるかぎり、胎土中に海綿月針(白色の小さ

な棒状品)を含むものが多く、その有無は識別のひとっの基準になりうるものと,山われる0

盗器系陶器も同様で、14世紀代に比定される大饗(256)は越前焼である。越後で越前焼が多く

なるのは珠洲焼が衰退する15世紀後半以降、特に16世紀以降であり、それ以前の越前焼はごく

少ない。盡器系の在地窯は背中爽窯と近接する笹神村狼沢1号窯(中川成夫ほか1973〕、権兵衛

沢窯〔中川成夫ほか197の、安田町赤坂山窯(渡辺文男197幻などか'知られている(第34図)。これ

らはいずれも14世紀代に比定されるが、これと同時期の大型品(254)かこれらの窯よりはるかに

1)「シンポジウム北陸における中世陶器の生産と流通」における金子拓男の発言〔小松市立博物館197田など0

Ⅶ ま と め



2.中

遠い越前の製品であることは、在地窯の流通範囲の規模を尓唆するといえよう。なお、この他

の盗器系陶器片2点(78・第17図)は、肉眼観察では越前焼とは異なると思われるが、胎土分析

の結果、越前焼の可能性力井旨摘されている。

世

5)陶磁器類の構成(第40図)

時期別の陶磁器類のあり方を前述のおおよその年代比定をもとにみると、まず、片口鉢類

甕'壺などの日常雑器類は 1例のみ14世紀代の越前焼大甕(169)が含まれる以外、すべてが珠洲

焼であり、その比重の大きさか知られる。珠洲焼が片口鉢・壺・甕のほとんどを占めるのは県

内通有のあり方である。珠洲焼か栃§少し、越前焼がこれに代わるのはほぱ16世紀代であり、越、

前焼(系)のすり鉢(227 ・ 228)・壺(229)はこの時期のものである。

12
C

珠洲

1 』UI

声虞月1」

13
C

生磁

'宛三(125)

皿三(129)
卸1花文碗a01~103)

茎
同安窯系皿a19)
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中国陶磁器

白磁青白磁・染付

131・132
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口禿(126・127)
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無文碗

皿三(13の
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青白磁

(唐津)
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土師皿
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梅瓶" 123
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C

す 1)鉢(227

水注二Q50)

おろし皿a42)

作見?・

すり鉢(228
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b 類=(152)

四耳一Ξ 149

16D

折縁深皿 151

染付
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天目三(134~136)

平碗三 a39~ 141・148)

おろし 143

天目一 138

皿三(128)

第40図中世の陶磁器類の構成
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珠洲焼以外には舶載の中国陶磁器と国産の瀬戸・美濃焼と士師質土器がある。このうち中国

陶磁器と瀬戸・美濃焼はほぱ同ヒ機能を補完していたとされるが、12・13世紀代は大半が中国

陶磁器で、瀬戸.美濃焼は水注(150)などわずかである。平碗や天目茶碗がいまだ生産されてい

ないので碗皿類は皆無である。瀬戸・美濃焼は14世紀代にはやや多くなり、15世紀代には中国

陶磁器を上回ると考えられる。ただこれは天目茶碗と平碗が大半である。

器種構成をみると、在地産の椀形態は皆無であ1)、皿も土師質士器が少量存在するのみであ

る。中世の杭には東海地方の山茶杭や畿内地方の瓦器椀など、日常雑器としての性格をもっも

のが知られてぃるが、北陸地方や関東地方では在地産の杭は一般的ではない。これは椀の形態

がこの地方で欠如してぃたか、木製品として存在したかのいずれかによるものであろう。漆器

椀は近年鎌倉などで大量に出士するようにな 1)、かな 1)消費されていたことが推測されてきて

いる〔手塚直樹ほか1982〕。当遺跡でも数点の出土例がある。消費量全体の遺存率を考慮すれぱ、

木製品の椀が日常雑器の主体をなしてぃたとみてよいであろう。皿も同様である。ただし、当遉

跡では中国陶磁器の碗が多く、これか旧常容器として使用されていた可能性は十分考えられる

が、中国陶磁器の多さはこの遺跡の性格に起因するものであって、こうした陶磁器の構成は百

遍的ではないと考えられる。

他方、煮炊具が陶磁器類には全くみられないことも注目される。このことも北陸地方'関東

地方と同様である。畿内では士釜が一般的であ1)、15・16世紀の信州や上野では土製の内耳鍋
1)

がみられる。土製の煮炊具は北1生地方ではⅡ世紀代に甕が消失して以来、まったくみられない。

煮炊具を用いない調理は考之られないから、鉄製品が普及するという意見〔福田健司1986など〕

が妥当であろう。

先に少し'、れたように、当遺跡の陶磁器の構成は一般的ではない。すなわち、豊畠な中国陶

磁器と瀬戸.美濃焼の出土量と器種にかなりの高い階層性がみられる。中国陶磁器では月白磁

の梅瓶と蓋.合子など従来の県内の調査例では経塚などを除くと出士例がないものがある。ま

た緑釉盤は県内初例であり、東日本でも鎌倉以外ではほとんど出土していないものである。

方、瀬戸.美濃焼では水注.四耳壺は一般の集落ではあまり出土しないものであろう。こうし

た量と器種の豊富さはこの遺跡の居住者の階層を如実に木している。後述するよラに、建物の

構造にもその傾向が明瞭にあらわれてお1)、在地のなかではかなり上級の階層であったことは

容易にうかがえよっ。

Ⅶ ま と め

B.中世遺構と遺跡の性格

中世の遺構は調査区南辺に集中する掘立柱建物群が主体をなす。建物の構造(第Ⅱ表)

の部分は傾斜地を削平して、 2つの平坦面を形成し、それぞれに掘立柱建物か酉己置されている0

1)北1窪地方西部の加賀ではH世紀前半に比定される三浦遺跡上層期に甕がみられるのが最後であろう0
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2.中 世

建物

SB81

SB88

SB86

SB70

SB74

SB87

SBH

SB14

SB46

SB95

SB91

SB92

SB17

SB93

SB94

1(1.フ)× 3 (4.45)

4 (6.6 ・ 6.8)× 3(4.2)

2(3.6)× 1(1.8)

4 ( 10.2 )× 2 (4.2 ・ 4.0 )

2(3.1)× 2(4.5 ・ 4.8)

1(2.6)× 4 (フ.2)

3(フ.8)× 3 (4.9)

6 (13.フ)× 4 (6.6 ・ 6.4)

3 (フ.4)× 4 (6.9)

2(5.5)× 3 (5.1)

4 (6.フ)× 3 (8.0)

2 (フ.0~フ.3)× 3 (5.フ)

5 (14.1)× 4 (6.フ)

5 (10.9~11.1)× 3 (6.4×6.6)

3(8.9)× 2(4.0~4.2)

間

第Ⅱ表建物

数(南北X東西)

m m

掘立柱建物の検出は、多くの柱穴から相互に関連するものを抽出する作業であり、抽出できな、

かったものもあることは認識している。

掘立柱建物のうち、最も明確に検出されたものはSB17である。それは柱根が良好に遺存して

おり、それらがすべて角柱だ'つたことによる。 SB17は桁行5間で前後両面に廂をもつ。身舎は

梁間2間で束柱をもっており、総床張りの建物であったことがわかる。廂をもつ建物はほかに

SB94 ・ SB91・ SB46 ・ SB11・ SB14など多く、束柱をもつ建物はSB46 ・ SB11などがある。

県内で中世の建物が検出されているのは、上越市今池遺跡・子安遺跡〔ナ反井秀弥ほか1984〕、白

根市馬場屋敷下層遺跡〔川上貞雄ほか1984〕、長岡市三貰梨遺跡〔駒形敏朗198力、新井市坪ノ内館

跡〔坂井秀弥ほか1986〕、糸魚川市立ノ内遺跡〔高橋保1987〕などがある。中世の掘立柱建物にっい

ては、今池・子安遺跡の例から、柱掘形は古代の掘立柱建物に比較して相対的に小さくて、平

面形が丸いこと、束柱をもつ総柱の建物と廂縁をもつ建物が比較的多いことを指摘した〔坂井秀

弥ほか1984〕が、このことは当遺跡についても相当する。今池・子安遺跡は遺物からみてほほ

13・14世紀の建物と考之られ、当遺跡と同時期である。これと伺時期である馬場屋敷下層遺跡

の建物は柱穴か不分明なものの、ムシロのような敷物やスノコ状の間仕切りが遺存しており 、

Ⅱ.2×6.2mの規模の土間の家屋で内音Ⅲネ4つに間切りされていることが推測される。これがど

ういった性格の建物か明確ではないが、建物の構造を具体的に知ることができる貰重な例であ

る。一方、坪ノ内館跡・立ノ内遺跡は15・16世紀の時期を主体とするが、廂縁はもっものの束

柱や、身舎の梁間が一間で、棟持柱をもたないことで共通する。両者ともに館跡であることか

ら、15・16世紀の館の建物特有の構造なのかもしれない。

ところで、中世の建物については絵画資料が一定の構造を示している。たとえば有名な『遍

70゜

36゜

53゜

47゜

37゜

55゜

27゜

33゜

41゜

38゜

42.5゜

45゜
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36゜

40

位 廂緑

(血)

束柱 柱 礎板

N E 0(?)
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0
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聖絵』.『法然上人絵伝』によれば、地方武士の住宅は土間をもたず、総床張りで、身舎の周囲や

前後に廂や縁を配置してぃる。またr奥山荘波月条絵図」には建物の表現として 2種あり、一方

が床張りと考えられる高床建物を示してぃる。したか'つて、こうした建物は一般庶民にまで広

く普及してぃたのではなく、一定の階層、すなわち在地領主の住宅を意味するものといえよう。
1)

番場遺跡はそうした点からみて、一定の階層の屋敷の一画ということができる。

以上のように、中世の番場遺跡は在地領主層の屋敷の一画と考えられ、出土遺物からみて12

世紀後半から15世紀前半まで継続して営まれたことか'知られる。その後16世紀頃に若干の遺構

か'形成されるが、その規模は小さい。したがって、鎌倉初期から室町前期までが遺跡の主体で

ある。

小木氏との関係この周辺の中世の在地領主として知られるのは、小木(荻)氏だけである。

小木氏は南北期の文献にみえる(第Ⅱ章2)が、鎌倉期よ 1)この地に蟠居していたとみてよいで

あろう。「小木」という氏名は明らかに地名の「小木」に通じ、小木氏は小木周辺の在地領主とみ0

られる。現在の大字「小木」は近世の「小木村」を継承し、し卜木村」の領域は基本的に中世の小木」

の領域を継承したと考えられることから、小木氏の本拠地はほぽ現在の大子小木」の範囲内に、、,,、」「ノ、＼こ

比定することが可能である。「小木」の範囲は小木の集落(字「タテ」)とその南東倒K字「町ノ裏」)

と南倒K字"寺尾」)の谷、及び島崎川に面した字r番場」・「谷地」・「矢組山である(図版 1)。この

なかで集落の存在する「タテ」は地名からみて、中心地の可"E性が考之られる。これに大子相田」

小'肌一、'・、、也生1に町御伯勺ナ側面かの字「天門」が接するが、この付近は前述したように(第Π章3、第6図)、地割に町御伯勺な側面か

あり、要害である小木ノ城の城下町的な機能が想定される。字「タテ」はその城主の居館を示し、、

「町ノ裏」は町の存在を尓すものと類推される。また、屋号の「鍛冶屋敷」'「中茶や」'紺屋」な

どはその町に居住した商工業者の存在を示唆するものと考えられる。こうした町割は、福井呆

一乗谷朝倉氏遺跡の例などから、戦国期を中心に形成されたと考えられ、この小木の町割も中

世でも末期のものと類推される。したがって、タテに存在したと推疋される居館主がそのまま
3)

鎌倉から南北朝期の小木氏に関係するとはみられない。かりに、「タテ」の館が戦国期か、これ

に近い時期にこの地にっくられたとすれぱ、それ以前の領主の館を別の地に想疋することも可

能であり、番場遺跡をその候補地としてみることもできるのである。番ちラ遺跡は15世糺後半か

ら16世紀にはすでに館といった中心的な機能は考えられないが、それ以前の13'14世紀を中心

1)当遺跡と同じく、緩斜面を削平して比較的規模の大きい掘立柱建物を配する例として、神奈川尿上浜田遺
跡〔國平健三ほか197田、東京都多摩ニュータウンNO.22遺跡〔佐藤攻1975〕がある。ともに道構'迦物の内合か
ら鎌倉武士の住宅と推定される。後者は鎌倉街道に面してお1)、重要な交通路との関連が想起される。武士
の屋敷が重要な河川や交通路を支配しうる要衝の地にあったことはすでに指摘されている〔豆田武1963〕が、
この点は番場遺跡でも注目される。

2)小木村は新田村ではなく、中世には成立していた集落である。

3)第6 図にみえるA地点の南倶1には幅6 ~10mの細い区画が存在し、あたかも堀の痕跡のようにみえる0 こ
れは東西約10omで小木ノ城主の居館に'、さわしい規模で、その可能性が強いと思われる〔坂井秀弥1987C〕0

Ⅶ ま と め
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3.ホ士

にした時期には出士遺物や建物か'ともに優秀であり、文献にみえる小木氏の屋敷とみても無理

はない。番場遺跡と小木氏を結びつける文献史料がないため、ここでは可官巳性を指摘するにと

どめざるを得ない。後考をまちたい。

番場遺跡の調査成果について、これまで7章にわたって述べてきたが、最後にその要点を列

挙して結語としたい。
さ人とら

(1)番場遺跡は新潟県の中央、海岸よりの三島郡出雲崎町大字小木字番場に所在する。遺跡は

信濃川の支流である島崎川に面した低い丘陵の裾、標高約40mに立地する。従来この遺跡の

存在は知られていなかったが、「番場」という地名から、中世城館に関連した遺構の存在を予

想して昭和59年に試掘調査を実施して、はじめて確認、されたものである。

(2)発掘調査は出雲崎バイパス(国道116号)の建設に伴って昭和60年に実施した。調査範囲はバ

イパス法線部分幅約40m、長さ約120m、面稙約4,40om
番場遺跡時代 周辺

である。
島崎川流域の
製鉄遺跡③調査の結果、平安時代と中世の遺構・遺物が検出され

:・:
800

...

た。平安時代は鍛冶工房が検出された。鉄津計約15kgと ・:・

鍛冶工房
...

...

フイゴの羽口10数点が出土した。鉄津は砂鉄を原料にし ...

欽業材 ..

●'■
^

...

た製錬津、精錬鍛冶津、鍛錬鍛冶津があるが、製錬津は :・:

●'■

...

少ない。鍛冶遺構は明瞭ではなく、これと併存したと推 ...

1000、

定される遺構に掘立柱建物数錬と井戸・土坑数基がある。

掘立柱建物は桁行・梁間とも不規則である。平安時代の
在地領主

士器は須恵器と士師器で、土師器が量的にかなり多い。 屋敷
_"ー^

1200

器種は須恵器の無台林・有台杯・有台杭・長頸湃武・横瓶・
^/j、
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の上手には溝がめぐ1)、その前に建物・井戸力吽寺に集中しており、屋敷の中核をなしていた

ことか'うかがえる。これらの北側には横井戸があり、その前面に水田跡が検出された。水田

跡の年代は平安から中世で、詳細は不明である。建物は廂縁をもつものが多く、大規模なも

のは桁行5~6間ある。束柱をもつものが2棟あり、総床張りの建物と考えられる。そのう

ちのSB17は一辺約20cmの角柱で、当時の建物としてはかなり立派であ 1)、その居住者として

在地領主層が想定される。

(5)中世の出土遺物には陶磁器類・木製品・石製品・鉄製品・銭貨などがある。陶磁器類には

中国陶磁器(青磁碗・皿・香炉・鉢、青白磁合子・・励所亙・蓋、白磁碗・皿、染付碗・皿、緑釉

盤)、瀬戸・美濃焼(水注・四耳壺・折縁深皿・平碗・天目茶碗・おろし皿・小壺・壺・小皿・

丸皿)、珠洲焼(片口鉢・壺・勢幻、越前焼(甕・すり鉢・壺)、土師質士器(皿)などがある。陶

磁器の嫡成としては、片口鉢・壺・甕の日常雑器の3器種が珠洲焼であり、これに中国陶磁

器と1頼戸・美濃焼の碗皿類と水注・瓶子・合子などの客侈品が加わる。土師質士器皿は手ず

くねのタイプのみで量は少ない木製品には黒占を残すものがあり、 1点は「急、々如律令」の

まヒない札である。このほか漆器杭・皿・柿物・曲物・下駄・箸・火饋臼などがあ 1)、石製

品には砥石・硯がある。陶磁器としては中国陶磁器、瀬戸・美濃焼が量的に多く、器種も者

侈品が多いことが注目される。緑釉盤は県内初例のものである。遺物のうぇからも在地領主

層か想定される。遺物の主体は12世紀後半から15世紀前半までの期間であり、検出された遺

衞の大半かこの時期のものと考えられる。

(6)遺跡の所在する小木周辺には、南北朝の在地領主として小木住知氏の存在が文献から知ら

れ、この遺跡はその屋敷という可能性も考えられる。遺跡に近接する字「タテ」には戦国期の

城下町的な地割と地名がみられ、この周辺における戦国期の中心地と考えられる。

Ⅶ ま と め

第42図小木遠望(小水ノ城より)
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図 版

凡例

1 . ここにはおもな迅構 ・遺物の実測図

と写真をおさめる。

2. 逍構はすぺて一連番号を付L、建物

(SB)、揚 ・塀(SA)、井戸(SE)、土坑

(SK)、その他(SX)などで分類した。

3. 造楠実測図は i: 300図と 1: 100図

の 2種作成した。 1: 100の図は右頁

に、これに関係する遣構断面図などは

左頁に掲載し、あわせてひとつの図版

とした。

4. 1 : 100図は20cm間隔の等高線を表示

した。直線で表現されているものは調

査にかかる試掘抗や排水溝である．

5. 造物の番号は本文 ・実測図 ・写真と

もすべて共通している。土器実測図の

断面は須恵器のみ謀ぬりにし、他はす

ペて白ぬきである。木製品については

断面 ・側面図に年輪を模式的に表現し

た。

6. 器径の復原が困難な土器については

中心線と外形線を離した＜

7. 実測図 ・写其の縮尺は各図版に示し

た。







図版3 北半部遺構実測図 1 : 300 
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南半部遺構実測図 l : 30C 函版4
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遺構実測図 1 1 : 100 図版5
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図版12
漬構実測図8 1 : 100 
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出土遺物実測図 1 須恵器 図版15
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出土遺物実測図3 土師器 図版17
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図版18 出土遺物実測図4 須恵器
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出土遺物実測図5 須恵器 図版19
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図版20 出土遺物実測図6 須恵器・土師器
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ァ

、

3

.
『

#
、必

．．
 

f
3
7
``
 

•••.• 
”
{
 

、．̀

 `
う
、
A

恥

f

Iふ`：
企t亀

f

A
 

ヽ
~
＼
ー•

4 

s了
．
＾
芯
し`•

ヽ｀
 

•. ̀•K<.` 
を
入
し

≫忌”， 
雪：
5

ーふ
泥

号
心'グ

9

咤，
i
-9多^
＇

炉
l

. }

／
 

，
 

:
9
 

え
序．

tゞ

ー`
．さ品・"・『
．．
 
ヽヽ

.Jr
・・
r
.
,
 ．
 

．
 
図`
．
『
●
，
.. “
 
..
 

4
 

.
a
 

へ、
ぷ
阿
．
ぇ
芯
g

ぐゞ“

ぷ
t
7

宝
．
 

．．．
 
y

しょ‘
.

.
 

4
 

`
9
i
 

象、

f

t

へ

i

,
 

・

ク

、

心

ど

一

5ヽ

9••• 

r

・

．．

9
,

・ヽ～

.

i

 

．
．
 

身ヽ
•
1

J” 

~. 
令

、
．
＇~

．

：
~り

。
l改n

88-95須恵器 大礎88-95)

96-100土師骰痰⑲6-100) 1 : 3 



出土遺物実測図7 中国陶磁器 図版21
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図版22 出土遺物実測固8 瀬戸・美濃焼土師質土器
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出土遺物実測図9 珠洲焼 図版23
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図版24 出土遺物実測図10 珠洲焼
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出土遺物実測図11 珠洲焼 図版25
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出土遺物実測図13 近世掏磁器・越前焼 図版27
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図版28 出土遺物実測図14 木製品
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出土遺物実測図15 木製品 図版29
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図版30 出土遺物実測図16 木製品
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出土遺物実測図17 木製品
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図版32 出土遺物実測図18 木製品
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出土遺物実測図lS 石製品・鉄製品 図版33
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鉄滓(Z-856)精錬鍛冶滓の特性X線像
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小鉄塊(W-863)中非金属介在物の特性X線像と定量分析結果（その I)チタン系
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怜0 I切 03I Total 

0.026 0.008 143.30 



図版77

小鉄塊(W-863)中非金属介在物の特性X線像と定量分析結果（その 2)硫化物系
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Si02 I Cao I FeO I F I Al203 I K20 I MnO I MgO I s— -~ Ti02 I Na20 I Zr02 I Cr203 I Total 

4 I O .000 0 .000 90. 434 0 .0 I 8 0.000 0.045 0. 115 0. 000 30. 664 0.000 0. 000 0 .000 O. 042 t 21.33 
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